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例　　　　言 凡　　　　例

１　本書は，東九州自動車道（志布志IC ～鹿屋串良
JCT）建設に伴う荒園遺跡 第１地点の発掘調査報告書
である。

２　本遺跡は，鹿児島県曽於郡大崎町仮宿に所在する。
３　第1地点の発掘調査は，平成24年度に鹿児島県立埋

蔵文化財センターが実施した。
４　整理・報告書作成は，平成28年度に公益財団法人

鹿児島県文化振興財団埋蔵文化財調査センターが実施
した。

５　掲載遺物の番号は通し番号であり，本文・挿図・表
及び図版の遺物番号は一致する。

６　挿図の縮尺は，挿図ごとに示した。土器は１/３を
基本とし，石器は小型の石鏃等は原寸,大型の石皿等
は１/３～１/４とする。

７　本書で用いたレベル数値は海抜絶対高である。
８　本書で用いた方位は全て磁北である。
９　発掘作業における写真撮影は調査担当者が行った。
10　遺物注記で用いた遺跡記号は「AZ」である。
11　平成28年度の整理作業・報告書作成作業は国際文

化財株式会社に支援業務を委託した。
12　遺構の実測図作成・遺物分布図作成及びデジタルト

レースは国際文化財株式会社が行った。
13　出土遺物の実測・拓本・トレースは，土器を国際文

化財株式会社が，石器をでじたる工房（山本克）が行っ
た。

14　出土遺物の写真撮影は埋蔵文化財調査センターの𠮷
岡康弘・辻明啓が行った。

15　本報告書に係る自然科学分析は，放射性炭素年代測
定を株式会社加速器分析研究所に，炭化材の樹種・種
実同定をパリノ・サーヴェイ株式会社に委託した。

16　本書の編集は，国際文化財株式会社の協力を得て井
手上が行った。執筆担当は以下のとおりである。

　第１章 井手上誉弘　
　第２章  井手上誉弘・川田秀治
　第３章 井手上誉弘・武田芳雅・四家礼乃
　第４章
　　-１ 株式会社加速器分析研究所
　　-２ パリノ・サーヴェイ株式会社
　第５章 井手上誉弘

17　出土遺物及び実測図・写真等の記録は鹿児島県立埋
蔵文化財センターで保管し，展示・活用を図る予定で
ある。
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第１節　調査に至るまでの経緯
ɹ鹿児島県教育委員会は，文化財の保護・活用を図るた
め，各開発関係機関との間で，事業区内における文化財
の有無及びその取り扱いについて協議し，諸開発との調
整を図ってきた。この事前協議制に基づき，日本道路公
団九州支社鹿児島工事事務所は，東九州自動車道（志布
志ＩＣ～末吉ＩＣ）建設を計画し，当該事業区間におけ
る埋蔵文化財の有無について鹿児島県教育委員会に照会
を行った。
ɹこれを受けて，鹿児島県教育庁文化財課（以下「文化
財課」という）は平成11年１月に鹿屋串良ＪＣＴ～末吉
財部ＩＣ間を，平成12年２月には志布志ＩＣ～鹿屋串
良ＪＣＴ間の埋蔵文化財の分布調査を実施した。その結
果，50か所の遺跡（854,100㎡）の存在が判明した。
ɹこの分布調査結果をもとに，事業区内の埋蔵文化財の
取り扱いについて，日本道路公団九州支社鹿児島工事事
務所，鹿児島県土木部道路建設課高速道対策室，文化財
課，県立埋蔵文化財センター（以下「埋文センター」と
いう）の４者で協議を重ね対応を検討してきた。
ɹその後，日本道路公団民営化の政府方針が提起され，
事業計画の見直しと建設コストの削減も検討することと
なった。このような社会情勢の変化や，道路建設工事計
画に伴い，遺跡についてもより綿密な把握が求められる
こととなり，埋蔵文化財の詳細分布調査と試掘調査及び
確認調査が実施されることとなった。なお，志布志Ｉ
Ｃ～鹿屋串良ＪＣＴについては，平成14年４月に再度
分布調査を実施し，遺跡面積を合計289,000㎡と報告し
た。　その後，日本道路公団民営化（現在の「西日本高
速道路株式会社」）の閣議決定と新直轄方式に基づく道
路建設の確定，平成16年３月に国土交通省九州地方整
備局長，日本道路公団九州支社長，鹿児島県知事の間で
新直轄方式施工に伴う確認書が締結された。工事は，日
本道路公団が国土交通省から受託し，発掘調査は日本道
路公団が鹿児島県へ再委託することなり，これまでの確
認書，協定書はそのまま生きるということになった。ま
た，日本道路公団からの再委託は，曽於弥五郎ＩＣまで
で終了し，曽於弥五郎ＩＣからの先線部は国土交通省か
らの受託事業となった。
ɹその後，平成23年度から試掘・確認調査は文化庁の
国庫補助事業を導入し，県内遺跡事前調査事業として県
教育委員会が実施することとなった。
ɹ県内遺跡事前調査事業として，東九州自動車建設に係
る確認調査を，平成23年度は荒園遺跡のほかに２遺跡，
平成24年度は町田堀遺跡の他に２遺跡，平成25年度は

第１章　発掘調査の経過

小牧遺跡の他に２遺跡，平成26年度は小牧古墳群，川
久保遺跡，平成27年度は小牧遺跡で実施した。
ɹ荒園遺跡については，確認調査で縄文時代，弥生時
代，古墳時代の遺物包含層が確認されている。平成24
年度は，南側谷部（工事用道路部分） の960㎡について
埋文センターが本調査を実施した。調査の結果，古墳時
代の竪穴住居跡２軒と縄文時代早期の集石遺構などが発
見された。また，鬼界カルデラの爆発に伴うと思われる
液状化現象（噴砂）も確認された。
ɹ近年，東九州自動車建設事業等の増加に伴い，埋蔵文
化財調査の事業量も増大することが見込まれ，その対応
が困難な状況となりつつあった。そこで，公益財団法人
鹿児島県文化振興財団埋蔵文化財調査センターを平成
25年度に設立し，国関係の事業に係る発掘調査をより
円滑かつ効率的に実施することとなった。なお，調査は
民間調査組織と支援業務委託契約して実施することとし
た。
ɹ第２地点の本調査は平成25・26年度に実施した。
ɹ平成25年度は，遺跡の東側を中心に8,955㎡の本調査
を実施した。その結果，縄文時代早期の遺物と集石遺
構，弥生時代中期の竪穴住居跡などが発見された。平成
26年度は，遺跡の西側を中心に12,580㎡の本調査を実施
した。その結果，縄文時代早期の遺物と集石遺構，弥生
時代中期・古墳時代の竪穴住居などが発見された。ま
た，時期不明であるが，片薬研掘の堀が検出された。堀
の埋土中に厚さ約10cmの火山灰が堆積しており，分析
の結果，紫コラ(A.D.874年)に比定されている。

第２節　確認調査
ɹ荒園遺跡の確認調査は，県内遺跡事前調査事業で平成
23年７月１日から平成23年９月28日に実施した。
１　調査体制　
�ओମۀࣄ ҭҕһձڭݝౡࣇࣛ
ௐࠪओମ� ҭҕһձڭݝౡࣇࣛ
ௐࠪ౷ׅ� ηϯλʔࡒຒଂจԽཱݝ
� ɹॴɹɹ௕� ࢤɹਔాࣉ
ௐࠪاը� ηϯλʔࡒຒଂจԽཱݝ
� � �௕݉૯຿՝௕࣍ ాதɹ໌੒
� � �௕݉ೆͷೄจͷ৿ௐࠪࣨ௕࣍ Ҫϊ্लจ
� � ௐࠪୈҰ՝௕� ಊࠐɹलਓ
� � ௐࠪୈҰ՝ୈೋௐࠪ܎௕� େٱอߒೋ
ௐࠪ୲౰� ηϯλʔࡒຒଂจԽཱݝ
� � จԽࡒओࣄ� അ᝷ɹ྄ಓ
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２　調査の経過　
ɹ調査の経過については，日誌抄を月ごとに集約して記
載した。写真撮影は適宜行っているので記述を省略し
た。
ฏ੒ùú೥݄̓
ɹ調査開始。調査施設設営及び環境整備。トレンチ（以
下，Ｔ）を設定・掘削。２Ｔ：弥生時代土器片（山ノ口
式）・縄文時代早期土器片（塞ノ神Ｂ式）・熱破砕礫出土。
３Ｔ：縄文時代早期土器片（塞ノ神Ｂ式）・熱破砕礫出
土。４Ｔ：弥生～古墳時代土器片（山ノ口式・成川式・
土師器）・熱破砕礫出土。
ฏ੒ùú೥݄̔
ɹトレンチ調査。遺物取上げ。６Ｔ:縄文時代早期土器
片（平栫式・塞ノ神Ａ・Ｂ式）・剥片・熱破砕礫出土。
ฏ੒ùú೥݄̕
ɹトレンチ調査。遺物取上げ。埋め戻し。２Ｔ:石器

（磨石）出土。４Ｔ：縄文時代早期土器片（塞ノ神式）・
熱破砕礫出土。６Ｔ：縄文時代早期土器片（平栫式・塞
ノ神Ａ・Ｂ式）・剥片・熱破砕礫出土。文化庁林文化財
調査官来跡（14日）。

第３節　本調査
ɹ本調査は，平成24年度は平成24年５月７日から９月
26日の期間で実施した。
ɹ調査体制の詳細については以下のとおりである。
１　調査体制
�ओମۀࣄ ہ౔ަ௨ল۝भ஍ํ੔උࠃ
� େ۱Տ઒ࠃಓࣄ຿ॴ
ௐࠪओମ� ҭҕһձڭݝౡࣇࣛ
ௐࠪ౷ׅ� ηϯλʔࡒຒଂจԽཱݝ
� � ॴɹ௕� ࢤɹਔాࣉ
ௐࠪاը� ηϯλʔࡒຒଂจԽཱݝ
� � �௕݉૯຿՝௕࣍ ৽খాɹয়
� � �௕݉ೆͷೄจௐࠪࣨ௕࣍ Ҫϊ্लจ
� � ௐࠪୈೋ՝௕� ෌ాɹҳ࿠
� � ௐࠪୈೋ՝ୈҰௐࠪ܎௕� ീ໦ᖒҰ࿠
ௐࠪ୲౰� ηϯλʔࡒຒଂจԽཱݝ
� � จԽࡒओࣄ� தଜɹ࣏ߞ
� � จԽࡒௐࠪһ� ໵޾৓ɹٶ
ௐࠪࢦಋ� ౡେֶ๏จֶ෦ࣇࣛ
� � �तڭ ৿࿬ɹɹ޿
� ௐࠪηϯλʔࡒౡେֶຒଂจԽࣇࣛ
� � ηϯλʔ௕ʢڭतʣ� தଜɹ௚ࢠ��
２　調査の経過
ɹௐࠪͷܦաʹ͍ͭͯ͸ɼ೔ࢽঞΛ݄͝ͱʹू໿ͯ͠ه
ͨ͠ɻ
ฏ੒ùû೥݄̑
ɹ̞ŋ̟ô̐۠・̝ŋ̞ŋ̟ô̑ŋ̒۠ᶘ層۷ΓԼ͛・Ҩ

物औΓ্͛ɻ
ɹ竪穴住居跡１号ݕग़・ຒ౔۷ΓԼ͛・Ҩ物औΓ্͛ɻ
ฏ੒ùû೥݄̒
ɹ̜ô̐۠・̝ô̐ŋ̑۠・̟ô̐۠ᶘ層۷ΓԼ͛・Ҩ物
औΓ্͛ɻݱ஍આ໌ձ։࠵ʢ̕೔ʣɻ
ฏ੒ùû೥݄̓
ɹ̝ô̐۠・̞ô̐ŋ̑۠・̞ŋ̟ô̒۠ᶞ層۷ΓԼ͛・
Ҩ物औΓ্͛ɻ
ɹ̞ô̐ŋ̑۠ӷঢ়Խௐࠪɻ
ɹ竪穴住居跡２号ݕग़・ຒ౔۷ΓԼ͛・Ҩ物औΓ্͛ɻ
ฏ੒ùû೥݄̔
ɹ̜ô̐۠ᶘ層・̜ô̐۠・̝ô̐ŋ̑۠・̞ŋ̟ô̑ŋ̒
۠ᶞ層۷ΓԼ͛・Ҩ物औΓ্͛ɼ)ô̑۠ӷঢ়Խௐࠪɻ
ɹ竪穴住居跡２号ݕग़・ຒ౔۷ΓԼ͛・Ҩ物औΓ্͛ɻ
ฏ੒ùû೥݄̕
ɹ̛ŋ̜ô２ŋ̏۠・̝ô̒۠ᶘ層・̝ô̑ŋ̒۠ᶞ層۷
ΓԼ͛・Ҩ物औΓ্͛ɼूੴ１ŋ２ŋ̏号ݕग़ŋ۷ΓԼ
͛ɼ̞ô̑۠ӷঢ়Խௐࠪɻ෾࠭ঢ়گஅ໘ണ͗औΓ࣮ۀ࡞
ï̒・̓೔ʣɻࢪ

第４節　整理・報告書作成作業
ɹ本報告書刊行に伴う整理・報告書作成作業は，平成
28年５月９日から平成29年２月17日の期間で実施し
た。
ɹ調査体制の詳細については以下のとおりである。
１　作成体制（平成28年度）
�ओମۀࣄ ہ౔ަ௨ল۝भ஍ํ੔උࠃ
� େ۱Տ઒ࠃಓࣄ຿ॴ
ௐࠪओମ� ҭҕһձڭݝౡࣇࣛ
ௐࠪ૯ׅ�ʢެࡒʣݝจԽৼஂࡒڵຒଂจԽࡒௐࠪηϯλʔ
� � ηϯλʔ௕� ಊࠐɹलਓ
ௐࠪاը�ʢެࡒʣݝจԽৼஂࡒڵຒଂจԽࡒௐࠪηϯλʔ
� � ૯຿՝௕݉܎௕� ༗ଜɹɹߩ
� � ௐࠪ՝௕� ീ໦ᖒҰ࿠
� � ௐࠪୈҰ܎௕� தଜɹ࿨ඒ
ௐࠪ୲౰�ʢެࡒʣݝจԽৼஂࡒڵຒଂจԽࡒௐࠪηϯλʔ
� � จԽࡒઐ໳һ� Ҫख্༪߂
ௐࠪηϯλʔࡒຒଂจԽஂࡒڵจԽৼݝʣࡒ຿୲౰�ʢެࣄ
� � ओࠪ� ݾ੉ɹউߥ
Ҩ物ࢦಋ� େֶࡍࠃౡࣇࣛ
� � �तڭ େ੢ɹஐ࿨

੔ཧͷҕୗ
ҕ�ୗ�ઌ� ձࣾࣜגࡒจԽࡍࠃ
� � ओ೚ௐࠪࢧԉһ� ઒ాɹल࣏
� � ௐࠪࢧԉһ� ෢ాɹ๕խ
� � ௐࠪࢧԉһ� Ոɹྱ೫࢛
ҕୗؒظ� ฏ੒ùÿ೥݄̐øù೔ʙฏ੒ùĀ೥݄̏ø÷೔
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ҕୗ಺༰� ใࠂॻ࡞੒ࢧۀ࡞ԉۀ຿� １ࣜ
� ੔ཧࢧۀ࡞ԉۀ຿� １ࣜ
� ҹ࡮੡ຊۀ຿� １ࣜ
�ɹɹࠪݕ தؒࠪݕɹฏ੒ùÿ೥ø÷݄ù÷೔
� ɹฏ੒ùĀ೥݄̏ࠪݕ੒׬

ใࠂॻ࡞੒ࢦಋҕһձ
� ฏ੒ùÿ೥øø݄ùü೔ʢۚʣ
ใࠂॻ࡞੒ݕ౼ҕһձ
� ฏ੒ùÿ೥øø݄ùÿ೔ʢ݄ʣ

２　整理・報告書作成作業の経過
ɹ整理・報告書作成作業については，日誌抄を月ごとに
集約して記した。
ฏ੒ùÿ೥ü݄
ɹ遺物接合・注記（古墳時代）。グリッド等のデータ確
認・編集。調査区全体図の作成。報告書書式作成。
ฏ੒ùÿ೥ý݄
ɹҨ物઀߹・஫هʢݹ෿࣌୅・ೄจ࣌୅ૣظʣɻҨ物࣮
ଌ・෮ݩʢݹ෿࣌୅ʣɻௐࠪ۠શମਤͷ࡞੒ɻใࠂॻॻ
੒ɻ࡞ࣜ
ฏ੒ùÿ೥þ݄
ɹҨ物઀߹・࣮ଌʢݹ෿࣌୅・ೄจ࣌୅ૣظʣɻௐࠪ۠

શମਤͷ࡞੒ɻݸผҨߏਤͷฤूɻҨ物σδλϧτϨʔ
εʢݹ෿࣌୅ʣɻҨ物୓ຊʢݹ෿࣌୅・ೄจ࣌୅ૣظʣɻ
竪穴住居跡ຒ౔ϑϩʔςʔγϣϯɻࣥߘݪචɻ
ฏ੒ùÿ೥ÿ݄
ɹҨ物෮ݩ・࣮ଌʢݹ෿࣌୅・ೄจ࣌୅ૣظʣɻௐࠪ۠
શମਤͷ࡞੒・ฤूɻҨ物σδλϧτϨʔεʢݹ෿࣌
୅・ೄจ࣌୅ૣظʣɻࣥߘݪචɻϨΠΞ΢τʢը૾ॲཧ・
ฤूʣɻฏ੒ùü・ùý೥౓ௐࠪ෼Ҩ物஫هɻ
ฏ੒ùÿ೥Ā݄
ɹϨΠΞ΢τʢը૾ॲཧ・ฤूʣɻࣥߘݪචɻҨ物ࣸਅ
඼ʣɻҨ物࣮ଌɻฏ੒ùü・ùý೥౓ௐࠪ෼Ҩ物ܗ׬Өʢࡱ
஫ه・઀߹ɻ
ฏ੒ùÿ೥ø÷݄
ɹϨΠΞ΢τʢը૾ॲཧ・ฤूʣɻࣥߘݪචɻҨ物ࣸਅ
઀・هӨɻҨ物࣮ଌɻฏ੒ùü・ùý೥౓ௐࠪ෼Ҩ物஫ࡱ
߹ɻ
ฏ੒ùÿ೥øø݄
ɹϨΠΞ΢τʢը૾ॲཧ・ฤूʣɻࣥߘݪච・ߍਖ਼ɻҨ
物࣮ଌɻฏ੒ùü・ùý೥౓ௐࠪ෼Ҩ物઀߹・෮ݩ・࣮ଌ
ฏ੒ùÿ೥øù݄
ɹࣥߘݪච・ߍਖ਼ɻߘݪೖߘɻҨ物ऩೲɻฏ੒ùü・ùý
೥౓ௐࠪ෼Ҩ物઀߹・෮ݩ・࣮ଌɻ
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第２章　遺跡の位置と環境

第１節　地理・地質的環境
ɹ曽於郡大崎町は，鹿児島県の東南部，大隅半島の東部
に位置する。東は志布志市，南は肝属郡東串良町，西は
鹿屋市，北は曽於市と接し，南東は志布志湾に面してい
る。
ɹ大隅半島は，南北方向に走る山地，その間の丘陵，台
地及び低地などの低地帯から構成され，地質は大部分が
シラス，ボラなどの火山灰土壌となっている。
ɹ東側の山地は，志布志湾北部から宮崎県に張出した形
で北から南へと延びる鰐塚山地である。主峰は宮崎県内
の鰐塚山（1,119ｍ）である。
ɹ西側の山地は北部の霧島火山の分脈から湾奥に形成さ
れた姶良カルデラのカルデラ壁を含み南部の高隈連山へ
と連なっている。高隈山地は，北部の白鹿岳・荒磯岳な
ど500ｍ～600ｍ級の山々と，南部の大箆柄岳（1,236.8ｍ）
を主峰に横岳・御岳など1,000ｍ級の山から成る山地で
山容は急峻で深い森林に覆われている。
ɹ東西の山地は，ともに九州山地の延長上にあり，それ
らの間は丘陵や台地及び低地帯となっている。これらの
山間地を埋めるような形で，洪積世の火山活動による火
砕流が堆積し，丘陵や台地が広く分布した典型的なシラ
ス台地地形となっている。この火砕流は，南西部の鹿児
島湾口に形成された阿多カルデラの火砕流や，湾奥に形
成された姶良カルデラの入戸火砕流で，これらの火砕流
をはじめとする噴出物の堆積がベースとなっている。噴
出物は，堆積後から現在に至るまで大小多くの河川で開
析されるが，丘陵状地形や原面はほとんど浸食されず，
広大な台地となっている。
ɹ一方，低地は，高隈山地や鰐塚山地などを水源とする
大小の河川が走り，志布志湾，鹿児島湾などに注いでい
る。この河川は，上・中流域で狭い谷底平野を形成し，
また，幾段かの河岸段丘も認められる。海岸線には砂丘
の形成される所もあり，特に東側の志布志湾岸では幅広
い。
ɹ大崎町の地形は，北部に菱田川とその上流にあたる大
鳥川，東部を田原川，中央部を持留川が南流し，志布志
湾に注いでいる。大崎町の地勢は概ね２つに分けられ，
北端部は大鳥川を中心として河川が溶結凝灰岩を切り開
き，起伏の激しい渓谷を構成している。中部から南部地
帯は北西から東南の海岸線に向かって，緩やかに傾斜し
ている起伏の少ない平坦な地帯であり，場所によっては
志布志湾まで見通せる。これらの河川によって台地は区
切られ，西部から永吉台地，仮宿台地，飯隈（中沖）台
地に分けられる。永吉台地の西側を串良川，永吉台地と

仮宿台地の間を持留川，飯隈台地の東側を菱田川が流れ
ている。台地の大部分は，約29,000年前の姶良カルデラ
起源のシラス土壌の上に形成された「クロボク」と呼ば
れる黒色火山灰土壌が広がっている。
ɹ大崎町は，志布志市から東串良町まで約16㎞にわたっ
て続く幅１km ～ 1.5kmの砂丘海岸のほぼ中央部にあた
る。菱田川河口から南西に弧状を描いて，東串良町に至
るまで約７㎞の海岸線があり，弥生時代などの遺跡は
数ｍにわたって砂に厚く覆われている。　
ɹ荒園遺跡は，持留川左岸に隣接する仮宿台地の南側縁
辺部標高約50ｍに位置し，志布志湾から直線距離で約
６㎞ある。調査前は宅地あるいは畑地であった。持留川
の流域沿いには，下堀遺跡や永吉天神段遺跡・麦田下遺
跡・高久田Ａ遺跡などがあり，本遺跡同様，旧石器時
代～中世の遺構・遺物が確認されている。

第２節　歴史的環境
ɹ大崎町では，主に田原川，持留川，菱田川，大鳥川を
臨む台地の縁辺部に沿って遺跡の分布がみられる。本遺
跡の周辺は，これまで本格的な発掘調査がなされていな
かったため詳細は不明であったが，近年，大隅中央広域
農道や東九州自動車道建設などに伴う発掘調査によっ
て，次第に歴史的様相が明らかになりつつある。

୅࣌ثੴچ
ɹ大崎町野方の天神段遺跡でナイフ形石器文化期と細石
器文化期の石器製作跡及び石器類が，二子塚Ａ遺跡で剥
片が発見されている。荒園遺跡と持留川を挟んだ位置に
ある永吉天神段遺跡では三稜尖頭器やナイフ形石器な
ど，ナイフ形石器文化期の遺物やその製作跡が発見され
ている。荒園遺跡では，細石器文化期の石器類が発見さ
れている。
ೄจ࣌୅
ɹ周辺では，縄文時代の発掘調査例が増えつつある。
ɹ早期では，野方の天神段遺跡で，多数の集石・連穴土
坑・落とし穴状遺構等と，前平式・桑ノ丸式・石坂式・
塞ノ神式・苦浜式土器，石鏃・打製石斧が，二子塚Ａ遺
跡で集石と，吉田式・石坂式・塞ノ神式土器，石鏃・石
匙などが出土している。井俣では金丸城跡で石坂式土
器・石鏃・凹石などが，岡別府の下堀遺跡では集石13
基や土坑と，前平式・石坂式・桑ノ丸式・平栫式・塞ノ
神式土器，石鏃・石錐等が発見されている。平良上Ｃ遺
跡では，竪穴住居跡・集石・連穴土坑と，石坂式・下剥
峯式土器が，荒園遺跡では，集石や土坑と，前平式・石
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坂式・桑ノ丸式・平栫式・塞ノ神式土器，石鏃・石匙，
耳栓などが出土している。串良川の東側，永吉台地の西
端にある鹿屋市串良町益畑遺跡では，前平式土器の時期
の竪穴住居跡２軒，連穴土坑16基，集石85基，土坑
160基などが検出された。他に前平式・吉田式・石坂式・
下剥峯式・辻タイプ・桑ノ丸式・塞ノ神式などの土器を
はじめ，石鏃・石皿・磨石・敲石・石斧・ハンマーなど
の石器や，黒曜石・チャート・蛋白石などの石材も出土
した。
ɹ前期では，天神段遺跡で，曽畑式土器に伴い西日本最
古となる石剣や，石鏃・石皿・磨石等の多数の遺物が出
土している。野方の立山Ｂ遺跡で，曽畑式土器が出土し
ている。　
ɹ中期では，立山Ｂ遺跡で阿高式土器が出土している。
持留の京の塚遺跡では前期末から中期前半の土坑が150
基以上検出され，その性格などが注目されている。ま
た，在地の深浦式土器とともに東海系土器，近畿地方の
大歳山式土器，瀬戸内～北部九州系の鷹島式・船元式土
器が出土していることから広域な交流を示している。石
鏃・石匙など石器の出土数も多く，玦状耳飾りも出土し
ている。
ɹ後期では，京の塚遺跡で丸尾式・辛川式・西平式・中
岳Ⅱ式土器，磨石・石皿などが出土している。下堀遺跡
では，指宿式・擬似磨消縄文系土器が，細山田段遺跡で
は，土坑や丸尾式・北久根山式・西平式・御領式土器が
確認されている。
ɹ晩期では，天神段遺跡で，竪穴住居跡・土坑群ととも
に，入佐式・黒川式土器，石鏃・打製石斧・磨製石斧・
石鏃・砥石が出土している。立山Ｂ遺跡と細山田段遺跡
で，黒川式土器が出土している。京の塚遺跡では入佐
式・黒川式土器が出土している。永吉天神段遺跡第１地
点では突帯文土器の伴う竪穴住居跡や鉢・壺，打製石
斧・石鏃・石匙・石皿などが発見されている。
໻ੜ࣌୅
ɹ砂丘後背地に立地する益丸の沢目遺跡は，砂丘に埋没
した中期から終末期にかけての遺跡である。平成11年
に行われた発掘調査で，竪穴住居跡53軒・土坑約20基・
柱穴約180基が発見され，入来Ⅰ式・入来Ⅱ式・山ノ口
Ⅰ式・山ノ口Ⅱ式・須玖式土器，鉄製品・軽石製加工品
が出土している。近くの砂丘では戦前に人骨が発見され
ており，河口付近の横瀬では甕棺破片も採集されている
ので，埋葬遺構の可能性もある。岡別府の下堀遺跡で
は，山ノ口式土器や須玖式土器を伴った直径８ｍの円形
大型住居跡２軒・掘立柱建物跡５棟などが検出されてい
る。荒園遺跡では吉ヶ崎式・山ノ口式土器を伴う竪穴住
居跡が検出されている。
ɹ下堀遺跡より一段下がった麦田下遺跡では，高付式土
器，西南四国系土器，瀬戸内系土器など後期の土器溜ま

りが検出されている。
ɹ田原川・持留川沿いには弥生土器片の散布地が多く点
在している。
୅࣌෿ݹ
ɹ志布志湾岸沿いは，前方後円墳をはじめとする古墳群
があり，畿内との関連をうかがわせる地域とされてい
る。
ɹ横瀬古墳は古墳時代中期（５世紀前半頃）の大型前方
後円墳で，隣接する東串良町唐仁大塚古墳に次いで県内
第２の規模を誇る。墳長132ｍ，前方部幅72ｍ，前方部
長68ｍ，後円部径64ｍ，くびれ部幅48ｍあり，そのま
わりを幅が12ｍ～ 23ｍ，深さが約1.5ｍの壕が巡って
いるが，さらに周堤帯を挟んで周濠が巡る二重周濠の可
能性も考えられている。周濠跡からは伽耶系陶質土器あ
るいは大阪府陶邑窯産の須恵器や埴輪が出土している。
墳丘の高さは，後円部が10.5ｍ，前方部が11.5ｍである
が，後円部の頂上部に石室が露呈していることから，本
来の後円部は現在より高かったと考えられる。墳丘から
は円筒埴輪片・形象埴輪片が採集されている。明治35
年に盗掘を受け，腐食した直刀や鎧，勾玉類が出土し，
石室内は朱塗りであったと伝えられている。
ɹ神領古墳群は，前方後円墳４基，円墳９基で構成され
ている。10号墳は墳長54ｍの前方後円墳である。主体
部は６か所の縄掛突起のある刳抜式舟形石棺を軽石で
覆った礫槨で，周辺から管玉・勾玉，鉄剣，短甲の一
部，鉄鏃束などが出土している。周溝からは盾持人埴輪
や朝顔形埴輪などや，愛媛県市場南組窯産などの初期須
恵器・土師器高坏・製塩土器などを含む大量の祭祀土器
群が出土している。５世紀前半のものである。まわりに
は４基の地下式横穴墓が発見されている。６号墳（天
子ヶ丘古墳）は墳長43ｍ，後円部の径19ｍ，高さ３ｍ，
前方部の幅16ｍ，高さ２ｍの前方後円墳で，後円部に
花崗岩質板石を使用した組合せ箱形石棺があった。日光
鏡・仿製獣帯鏡各１面が採集され，石棺内から，鉄剣・
鉄刀・鏡等の副葬品が出土した。神領古墳群では他に地
下式横穴墓も８基検出されている。１号は，長方形家形
の玄室，妻入りの羨道部取り付けで，軽石製箱形石棺内
から鉄剣・イモガイ製貝釧・仿製内行花文鏡・骨製簪な
どの副葬品が出土した。５号からも，イモガイ製貝釧が
出土した。６号の玄室内では南側に歯が数本，北側に大
腿骨が残存しており，副葬品はなかった。５・６世紀の
ものである。
ɹ海岸から離れた所にも高塚古墳は広がり，田原川の東
に位置する仮宿台地の縁辺部に立地する原田古墳群に
は，周囲125ｍの円墳が現存する。また，軽石製組み合
わせ石棺をもつ地下式横穴墓は，玄室が家形をなし，羨
道部の取り付けが妻入りである。石棺内には，女性の人
骨が残っており，刀子が副葬されていた。
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ɹ町内では他に，飯隈台地に飯隈古墳群(円墳９基・地
下式横穴墓21基)・仮宿台地に田中古墳群(円墳３基)・
後迫古墳群・鷲塚地下式横穴墓群・下堀遺跡(地下式横
穴墓７基)が知られている。
ɹ集落遺跡として，原田古墳群と同じ台地の北側には長
田遺跡があり，竪穴住居跡３軒が検出されている。野方
の二子塚Ａ遺跡では，竪穴住居跡３軒，土坑１基が検出
され，４～５世紀代の在地の成川式土器や，宮崎平野の
影響を受けたと考えられる土師器が出土している，沢目
遺跡では，古墳時代初頭の竪穴住居跡５軒があり，住居
内から成川式土器，土師器が意図的に並べられた状態で
出土した。遺物には，布留式土器をまねて作られた土師
器等が出土している。岡別府の下堀遺跡では，竪穴住居
跡７軒・溝状遺構が，仮宿の荒園遺跡では，笹貫式土器
とともに竪穴住居跡が検出され，そのうちの１軒は焼失
住居跡である。永吉の高久田Ａ遺跡では１軒，永吉天神
段遺跡では４軒の竪穴住居跡が見つかっている。これら
に続く永吉台地の西端にある鹿屋市串良町細山田小牧遺
跡でも花弁状を呈する竪穴住居跡などが検出されてい
る。また，大崎町の二子塚で採集されたと伝わっている
朝鮮半島製の鋳造鉄斧もある。
୅ݹ
ɹ古代の大崎は日向国諸県郡に属し，その南端にあった
と思われるが郡境は定かでなく，西隅・南隅とも不明で
ある。この周辺の古代の考古学的様相も今のところ出土
例が少なく定かでない。
ɹ古代の遺跡としては，天神段遺跡で掘立柱建物跡・竪
穴建物跡・土坑・炉跡・土師器・墨書土器・刻書土器・
鍛造剥片が確認されている。永吉天神段遺跡では７棟の
掘立柱建物跡や墨書土器・刻書土器・須恵器・焼塩土
器・鉄製刀子・砥石などが発見されている。
தੈɹ
ɹ中世には各地で山城が造られ，大崎城跡・胡摩ヶ崎城
跡・野卸城跡・竜相城跡・金丸城跡・栫谷城跡・遠見ヶ
丘などがある。金丸城跡では，溝状遺構・土坑が検出さ
れ，青磁・白磁・青花・東播系こね鉢・瓦質土器・備前
焼擂鉢・天目碗など14世紀半ばから15世紀の遺物が出
土している。また，近年の発掘調査では村落跡も各地で
確認されている。天神段遺跡では，多くの掘立柱建物
跡・溝状遺構・土坑墓が検出され，中でも土坑墓１号か
らは，同安窯系青磁６点・青磁１点・青白磁１点・銅鏡
１点・滑石製石鍋２点・鉄製品・木製品・土師器などの
豊富な副葬品が出土している。下堀遺跡では，溝状遺
構・畝跡とともに，青磁・青花・中国陶器などが発見さ
れている。永吉天神段遺跡では，湖州六花鏡・白磁碗・
羽釜のミニチュア土器や土師器皿・坏の副葬された土坑
墓等が検出され，青磁・白磁・陶器壺などの輸入陶磁器
や，東播系こね鉢・常滑焼・備前焼などの国内産陶器，

楠葉型瓦器椀，滑石製石鍋，茶臼など多くの遺物が出土
している。
ۙੈ
ɹ井俣の金丸城跡は，中世から近世にかけての遺跡だ
が，17世紀前半を主体とする陶磁器が多く出土してい
る。多くの柱穴とともに，掘立柱建物跡７棟や水溜土坑

（大型６基・小型２基），炉跡16基，溝状遺構，墓など
が検出されている。炉跡はいずれも意図的に壊され，炉
周辺に炉壁を構成していたと思われる軽石や熱変粘土片
が集中している場所も確認された。周辺で椀形鉄滓が出
土していることから，この炉については鉄生産に関連す
る可能性も考えられる。肥前染付・瓦器・中国製陶磁
器・龍門司窯および苗代川窯産の薩摩焼・鉄製品・鉄滓
など多くの遺物も出土している。野方の天神段遺跡で
は，安永ボラ（1779年）を埋土とする畠畝状遺構や薩摩
焼などが発見されている。持留の京の塚遺跡では近代ま
で続く溝状遺構や古道が検出されている。永吉天神段遺
跡では薩摩焼や肥前系染付などが出土し，道跡や寛永通
宝を副葬した墓坑５基が検出されている。

ʢߟࢀ・Ҿ༻จݙʣ
େ࡚ொڭҭҕһձɹ2001ʰཱ̗ࢁҨ跡 ɹɦେ࡚ொຒଂจԽࡒ

ൃ۷ௐࠪใࠂॻʢ̏ʣ
େ࡚ொڭҭҕһձɹ2005ʰؙۚ৓跡 ɹɦେ࡚ொຒଂจԽൃࡒ

۷ௐࠪใࠂॻʢ̐ʣ
େ࡚ொڭҭҕһձɹ2005ʰԼງҨ跡・େ࡚ాࢁࡉஈҨ跡 ɹɦ

େ࡚ொຒଂจԽ۷ൃࡒௐࠪใࠂॻʢ̑ʣ
େ࡚ொڭҭҕһձɹ2006ʰඒಊ̖Ҩ跡 େɦ࡚ொຒଂจԽࡒ

ൃ۷ௐࠪใࠂॻʢ̒ʣ
େ࡚ொڭҭҕһձɹ2014ʰഴాԼҨ跡 େɦ࡚ொຒଂจԽࡒ

ൃ۷ௐࠪใࠂॻʢ̓ʣ
ٶ・໦ງҨ跡࣏ηϯλʔɹ2010ʰՃࡒຒଂจԽཱݝౡࣇࣛ

ϊຊҨ跡・௴ࢁҨ跡・֟໦ஈҨ跡・໺ํલஈҨ跡̖஍
఺ʱࣛ ॻࠂηϯλʔൃ۷ௐࠪใࡒຒଂจԽཱݝౡࣇ
ʢ154ʣ

Ҩ跡・໺ํݪϲٶηϯλʔɹ2012ʰࡒຒଂจԽཱݝౡࣇࣛ
લஈҨ跡̗஍఺・֟໦ஈҨ跡２ʱࣛ ຒଂจԽཱݝౡࣇ
ॻʢ173ʣࠂηϯλʔൃ۷ௐࠪใࡒ

ɹࡒڵจԽৼݝౡࣇ๏ਓࣛஂࡒҭҕһձɹެӹڭݝౡࣇࣛ
ஂຒଂจԽࡒௐࠪηϯλʔɹ2015ʰఱਆஈҨ跡１ʱެ
ӹஂࡒ๏ਓࣛࣇౡݝจԽৼஂࡒڵຒଂจԽࡒௐࠪηɹ
ϯλʔൃ۷ௐࠪใࠂॻʢ̏ʣ

ɹࡒڵจԽৼݝౡࣇ๏ਓࣛஂࡒҭҕһձɹެӹڭݝౡࣇࣛ
ஂຒଂจԽࡒௐࠪηϯλʔɹ2016ʰӬ٢ఱਆஈҨ跡ɹ
ୈ１஍఺ʱެ ӹஂࡒ๏ਓࣛࣇౡݝจԽৼஂࡒڵຒଂจ
Խࡒௐࠪηϯλʔൃ۷ௐࠪใࠂॻʢ̔ʣ

ɹࣇԁ෿ʕࣛޙҬͷલํݶ෿ங଄ೆݹຊୡ໵ɹ2010ɹʮڮ
ౡݝਆྖ10号෿ͷൃ۷ௐࠪͱͦͷҙٛʯh ࢽࡶֶݹߟ ɹɦ
ୈ94רୈ̏号
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ୈ̍දɹपล遺跡Ұཡදʢ̍ʣ
൪号 Ҩ跡൪号 Ҩ跡໊ ॴࡏ஍ ஍ܗ छྨ ୅࣌ Ҩ物౳ උߟ

1 468 116 ݪ౔ࠤ ીԙ܊େ࡚ொ໺ํ
ݪ౔ࠤ ୆஍ ෍஍ࢄ ೄจɼݹ෿ ౔ث ฏ੒12೥ɿ೶੓෼෍ௐ

ࠪ

2 468 115 େٱอ̗ ીԙ܊େ࡚ொཹ࣋
େٱอ ୆஍ ෍஍ࢄ ೄจ ౔ث ฏ੒12೥ɿ೶੓෼෍ௐ

ࠪ

3 468 3 େٱอ̖ ીԙ܊େ࡚ொཹ࣋
େٱอ ୆஍ ෍஍ࢄ ೄจʢޙʣ ɼثདྷࣜ౔ࢢ・ࣜ॓ࢦ

ଧ੡ੴث

4 468 99 ੺໺ݪ ીԙ܊େ࡚ொཹ࣋
੺໺ݪ ୆஍ ෍஍ࢄ ໻ੜɼݹ෿ ౔ث ฏ੒11೥ɿ೶੓෼෍ௐ

ࠪ

5 468 2 ઒্ਆࣾ ીԙ܊େ࡚ொཹ࣋
தཹ࣋ ઔঢ়஍ ෍஍ࢄ ೄจʢޙʣ ثདྷࣜ౔ࢢ・ࣜ॓ࢦ

6 468 67 ຀ཹ࣋ ીԙ܊େ࡚ொཹ࣋
຀ɼ౦ඌϊՖཹ࣋ ୆஍ ෍஍ࢄ ೄจɼݹ෿ ຏ੡ੴිɼ੒઒ࣜ౔ث ฏ੒̕೥ɿ೶੓෼෍ௐ

ࠪ

7 468 135 ੢ϊ্ ીԙ܊େ࡚ொӬ٢
੢ϊ্ ୆஍ ෍஍ࢄ ໻ੜ

ฏ੒18೥݄̓ɿ/55
υίϞ۝भͷి࿩ج஍
建ઃʹ൐͏෼෍ௐࠪہ

8 468 100 ᐨ໦ஈ ીԙ܊େ࡚ொӬ٢
ᐨ໦ஈ ୆஍ ෍஍ࢄ ໻ੜɼݹ෿ ౔ث ฏ੒11೥ɿ೶੓෼෍ௐ

ࠪ

9 468 101 ਫഭ ીԙ܊େ࡚ொӬ٢
ਫഭ ୆஍ ෍஍ࢄ ೄจɼ໻ੜɼ

෿ݹ ౔ث ฏ੒11೥ɿ೶੓෼෍ௐ
ࠪ

10 468 127 ̗ాٱߴ ીԙ܊େ࡚ொӬ٢
ాٱߴ ԭੵ஍ ूམ ໻ ੜʢ લ・

຤ʣݹ෿ ໻ੜऴ຤ʙݹ෿住居跡 ฏ੒21೥ɿݝӦ೶૯ࣄ
൐͍ൃ۷ௐࠪʹۀ

11 468 97 ݪ໦ࡔ ીԙ܊େ࡚ொԬผ෎
ݪ໦ࡔ ୆஍ ෍஍ࢄ ໻ੜɼݹ෿ ฏ੒11೥ɿ೶੓෼෍ௐ

ࠪ

12 468 96 ࣞޒ ીԙ܊େ࡚ொԬผ෎
ࣞޒ ୆஍ ෍஍ࢄ ໻ੜɼݹ෿ ฏ੒11೥ɿ೶੓෼෍ௐ

ࠪ

13 468 98 ૣഅ ીԙ܊େ࡚ொԬผ෎
ૣഅ ୆஍ ෍஍ࢄ ໻ੜɼݹ෿ ฏ੒11೥ɿ೶੓෼෍ௐ

ࠪ

14 468 128 খ༄ ીԙ܊େ࡚ொԬผ෎
খ༄ ԭੵ஍ ෍஍ࢄ ໻ੜɼݹ෿ ฏ੒18೥ɿ֬ೝௐࠪ

15 468 137 ഴాԼ ીԙ܊େ࡚ொԬผ෎
ഴాԼ ୆஍ ෍஍ࢄ ໻ੜʢޙʣɼ

୅ݹ෿ɼݹ

౔ཷث·Γɼߴ෇ࣜ・
੢ೆܥࠃ࢛・੉ށ಺ܥ
౔ثɼޯۄɼ౐ੴɼ੒
઒ࣜ౔ثɼ๽ॻ౔ث

େ࡚ொຒଂจԽ۷ൃࡒ
ௐࠪใࠂॻʢ̓ʣ

16 468 129 ాٶ ીԙ܊େ࡚ொԬผ෎
ాٶ ԭੵ஍ ෍஍ࢄ ໻ੜɼݹ෿ ໻ੜ౔ث ฏ੒18೥ɿ֬ೝௐࠪ

17 468 130 ̖ాٱߴ ીԙ܊େ࡚ொӬ٢
ඌϊഭ・ాٱߴ ୆஍ ूམ

ೄจʢ൩ʣɼ
໻ੜʢલʙ
ऴ຤ʣɼݹ෿ɼ
୅ʙۙ୅ݹ

竪穴住居跡・۷ཱப建
物・౔ߔ・޵ঢ়Ҩߏɼ
໨ࠁ・ࣜࠤ઒ࣜ・ೖࠇ
ಥଳจ・ࢁϊࣜޱ・த
௡໺ࣜ・౦ࣜݪ౔ثɼ
ຏ੡ੴ᭲・ੴਲ਼・Ψϥ
εۄ・੨࣓・ݹમ

େ࡚ொຒଂจԽ۷ൃࡒ
ௐࠪใࠂॻʢ̔ʣ

18 468 102 ધഭ ીԙ܊େ࡚ொӬ٢
ધഭ ୆஍ ෍஍ࢄ ೄจɼ໻ੜɼ

෿ݹ
ฏ੒11೥ɿ೶੓෼෍ௐ
ࠪ

19 468 103 Լݪ ીԙ܊େ࡚ொཹ࣋
Լݪ ୆஍ ෍஍ࢄ ೄจʢޙʣɼ

໻ੜɼݹ෿
ɼثདྷࣜ౔ࢢ・ࣜ॓ࢦ
໻ੜ౔ثɼ౔ثࢣɼຏ
੡ੴි

ฏ੒11೥ɿ೶੓෼෍ௐ
ࠪ

20 468 134 ௣໦ஈ ીԙ܊େ࡚ொӬ٢
௣໦ஈ ୆஍ ෍஍ࢄ ೄจɼݹ෿ɼ

தੈ ຏ੡ੴිɼ੒઒ࣜ౔ث ฏ੒18೥ɿ෼෍ௐࠪ

21 468 104 Ӭ٢ఱਆஈ ીԙ܊େ࡚ொӬ٢
ఱਆ

Տ ؛ ஈ
ٰ・ ୆
஍

ूམ
ุ
ɼೄثੴچ
จɼ ໻ ੜɼ
୅ɼݹ෿ɼݹ
தੈɼۙੈ

φΠϑܗੴثɼઑ಄ثɼ
ೄจ౔ثɼ໻ੜ౔ثɼ
੒઒ࣜ౔ثɼ౔ثࢣɼ
ಔڸɼݹમ

ฏ੒24 ʙ 27೥౓ɿൃ
۷ௐࠪ

22 468 53 Լງ ીԙ܊େ࡚ொԬผ෎
Լງ ୆஍

ू མ
஍
Լ ࣜ ԣ
穴ุ

ೄ จïૣð・
ïޙʣɼ໻ੜ
ʢதʣɼݹ෿ɼ
୅ɼதੈɼݹ
ۙੈ

ूੴҨߏɼେܕ住居跡ɼ
౔޵Λ൐͏۷ཱப建物
跡ɼ஍Լࣜԣ穴ุ౳

େ࡚ொຒଂจԽ۷ൃࡒ
ௐࠪใࠂॻʢ̑ʣ

23 468 90 ᕆׯ ીԙ܊େ࡚ொҪມ
ᕆׯ ୆஍ ෍஍ࢄ ໻ੜɼݹ෿ ฏ੒11೥ɿ೶੓෼෍ௐ

ࠪ

24 468 30 ؙۚ৓跡 ીԙ܊େ࡚ொҪມ
খ຀・ؙۚ

୆ ஍・
ԭੵ஍ ৓ؗ跡

ೄจʢૣʣɼ
୅ɼݹ෿ɼݹ
தੈɼۙੈ

۷ཱப建物跡ɼ౔޵ɼߔɼ
ੴࣜࡔ౔ثɼੴ᭲ɼԜੴɼ
౔ثࢣɼਢثܙɼ੨࣓ɼ
ന࣓ɼ੨Ֆɼඋલমɼ
౐ੴɼݛɼమ੡඼

ΘΕݴங৓ͱࢯڷਔٹ
͍ͯΔ͕ɼௐࠪͰ΋ෆ
໌େ࡚ொຒଂจԽൃࡒ
۷ௐࠪใࠂॻʢ̐ʣ

25 468 86 Ҫມ຀ ીԙ܊େ࡚ொҪມ
Ҫມ຀ ୆஍ ෍஍ࢄ ໻ੜɼݹ෿ ฏ੒11೥ɿ೶੓෼෍ௐ

ࠪ
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൪号 Ҩ跡൪号 Ҩ跡໊ ॴࡏ஍ ஍ܗ छྨ ୅࣌ Ҩ物౳ උߟ

26 468 122 Ҫມ࿨ా ીԙ܊େ࡚ொҪມ
࿨ా ԭੵ஍ ෍஍ࢄ ෿ݹ ੒઒ࣜ౔ث ฏ੒18೥ɿ֬ೝௐࠪ

27 468 88 ࿬ٶ ીԙ܊େ࡚ொҪມ
࿬ٶ ୆஍ ෍஍ࢄ

ɼೄثੴچ
จʢૣظʣɼ
୅ݹ෿ɼݹ

ೄจ౔ث ฏ੒27・28೥ɿൃ۷ௐ
ࠪ

28 468 89 ಊԂງ ીԙ܊େ࡚ொҪມ
ಊԂງ ୆஍ ෍஍ࢄ ໻ੜɼݹ෿ ฏ੒23೥ɿ֬ೝௐࠪ

29 468 87 ্ࡔ ીԙ܊େ࡚ொҪມ
্ࡔ ୆஍ ෍஍ࢄ ໻ੜɼݹ෿ ฏ੒11೥ɿ೶੓෼෍ௐ

ࠪ

30 468 95 Ԃߥ ીԙ܊େ࡚ொԾ॓
Ԃߥ ୆஍ ෍஍ࢄ

ɼೄثੴچ
จʢૣظʣɼ
໻ੜʢதظʣɼ
෿ɼதੈɼݹ
ۙੈ

ੴਕɼूࡉੴਕ֩ɼࡉ ੴɼ
લฏࣜ・ฏᑄࣜ・࠹ϊ
ਆࣜ౔ثɼ竪穴住居跡ɼ
ɼث੒઒ࣜ౔・ࣜޱϊࢁ
౦೻ܥ・උલম

ฏ੒24 ʙ 26ŋ28೥౓ɿ
ൃ۷ௐࠪ

31 468 49 ඒಊ̖ ીԙ܊େ࡚ொԾ॓
ඒಊ ୆஍ ෍஍ࢄ ෿ɼதੈɼݹ

ۙੈ
ɼ੒઒ࣜ౔޵ಓɼ౔ݹ
ɼ੨ന࣓ɼثࢣɼ౔ث
උલমɼৗ׈ম

େ࡚ொຒଂจԽ۷ൃࡒ
ௐࠪใࠂॻʢ̒ʣ

32 468 50 ඒಊ̗ ીԙ܊େ࡚ொԾ॓
ຎމ ୆஍ ෍஍ࢄ ෿ݹ ฏ੒̓೥ɿ೶੓෼෍ௐ

ࠪ

33 468 34 େ࡚৓跡 ીԙ܊େ࡚ொԾ॓
৓಺΄͔ ୆஍ ৓ؗ跡 த ʢੈࣨொʣɼ

ۙੈ

34 468 33 ຎϲ࡛৓跡މ ીԙ܊େ࡚ொԾ॓ݹ৓ ୆஍ ৓ؗ跡 த ʢੈࣨொʣ ᒁҪࢯͷ৓

35 468 51 খԂ ીԙ܊େ࡚ொӬ٢
খԂ ԭੵ஍ ෍஍ࢄ ෿ݹ ฏ੒14೥ɿ֬ೝௐࠪ

36 468 29 ໺ޚ৓跡 ીԙ܊େ࡚ொӬ٢
લԬ・ਂࡔ ୆஍ ৓ؗ跡 ୅ɼதੈݹ ฏ҆࣌୅຤ʢ1190೥ʣ

ங৓γϥε࠾औͰ൒յ

37 468 106 ֎Ԃ ીԙ܊େ࡚ொӬ٢
֎Ԃ ୆஍ ෍஍ࢄ ໻ੜɼݹ෿ ฏ੒11೥ɿ೶੓෼෍ௐࠪ

38 468 126 ຀୩・നࢁ ીԙ܊େ࡚ொ
຀୩・നࢁ ԭੵ஍ ෍஍ࢄ தੈ ໺Է৓ͷງͷՄೳੑ༗

Γ ฏ੒17೥ɿ೶੓෼෍ௐࠪ

39 468 105 େഭ ીԙ܊େ࡚ொӬ٢
େഭ ୆஍ ෍஍ࢄ ໻ੜɼݹ෿ ౔ث ฏ੒11೥ɿ೶੓෼෍ௐࠪ

40 468 17 Ҫాߴ ીԙ܊େ࡚ொҪມ
Ҫߴ ʢాඈ஍ʣ ୆஍ ෍஍ࢄ ໻ੜʢதʣ ໻ੜ౔ث ฏ੒17೥ɿ೶੓෼෍ௐࠪ

41 221 449 ৭ޒ ༗໌ொ໺ਆࢢࢤ෍ࢤ
৭・෩穴ޒ ୆஍ ෍஍ࢄ ෿ݹ ฏ੒10೥ɿ೶੓෼෍ௐࠪ

42 221 450 ੢ϊງ ాݪ༗໌ொࢢࢤ෍ࢤ
੢ϊງɼԼޒෑ ୆஍ ෍஍ࢄ ෿ݹ ฏ੒10೥ɿ೶੓෼෍ௐࠪ

43 221 407 ϊ্ࡔ ాݪ༗໌ொࢢࢤ෍ࢤ
ݪϊ্ɼલాɼ੢ࡔ ୆஍ ෍஍ࢄ ໻ੜɼݹ෿ ฏ੒11೥ɿ೶੓෼෍ௐ

ϊԼࡔҨ跡໊ɿچࠪ

44 221 352 ਗ਼ਫ ాݪ༗໌ொࢢࢤ෍ࢤ
ਗ਼ਫ ୆஍ ෍஍ࢄ ໻ੜʢதʣ ຏ੡ੴිɼଧ੡ੴි

େ۱஍۠ຒଂจԽࡒ෼෍
ௐࠪɿچҨ跡໊ɿฏాɼ
ͷԼɼӬా׭ݩɼాݪ

45 221 439 ౦தݪ
ాݪ༗໌ொࢢࢤ෍ࢤ
౦தݪɼେ௩ɼ౻ݪɼ
தਢ

୆஍ ෍஍ࢄ ෿ݹ ฏ੒10೥ɿ೶੓෼෍ௐ
Ҩ跡໊ɿதਢچࠪ

46 221 504 େ௩
ాݪ༗໌ொࢢࢤ෍ࢤ
େ௩ɼग़ޱɼ༗ຊɼ
஛௩

୆஍ ෍஍ࢄ ೄจɼݹ෿ ฏ੒8・10೥ɿ೶੓෼
෍ௐࠪ

47 221 386 ܈෿ݹాݪ ాݪ༗໌ொࢢࢤ෍ࢤ
େ௩ɼ஛௩ ୆஍ ԁ෿ ෿ݹ

ܘ෿ʢԁ෿௚ݹాݪ
࿐׹5�6̼ɹੴ͞ߴ40̼
ग़ʣେ௩̖ݹ෿ʢԁ෿௚
׹4�5̼ɹੴ͞ߴ20̼ܘ
࿐ग़ʣେ௩#ݹ෿ʢԁ෿
௚1�3̼͞ߴ10̼ܘɹʣ
෿ʢখԁݹϊ্1ŋ2号ࡔ
෿ʣɼ஍Լࣜԣ穴 ʢุ࠺
ೖܕɼܰੴੴ׹ɼ㭹ɼ
੒ਓঁੑɼ౛ࢠʣ

ॻࠂຒจൃ۷ௐࠪใݝ
ʢ13ʣچҨ跡໊ɿେ௩
఼ɼେ௩ݹ෿܈ɼେ௩
෿ɼݹ෿・େ௩̗ݹ̖
ϊࡔ෿ɼݹϊ্１号ࡔ
্２号ݹ෿ɼେ௩
ฏ
੒26೥ɿࣛࣇౡࡍࠃେ
ֶൃ۷ௐࠪ

48 221 366 ௕ా ాݪ༗໌ொࢢࢤ෍ࢤ
௕ాɼ຀ɼय़೔໔ ୆஍ ूམ・

෍஍ࢄ
ೄจɼ໻ੜ
ʢதʣɼݹ෿ɼ
தੈ

ɼ੒઒ࣜ౔ث౔ࣜޱϊࢁ
ɼന࣓ɼ竪穴住居跡ʢ໻ث
ੜ̐・ݹ෿̏ʣɼ౔ุ޵
ʢதੈʣɼ۷ཱப建物ʢ໻
ੜ̏・ݹ෿̐・தੈ̐ʣ

༗໌ொຒଂจԽ۷ൃࡒ
ௐࠪใࠂॻʢ２ʣ

49 482 9 ݹϊԂࢢ্
෿܈ ؊ଐ܊౦۲ྑொ߂ؠ ୆஍ ෿ݹ ෿ݹ １ʙ̑号܈෿ݹ

ୈ̎දɹपล遺跡Ұཡදʢ̎ʣ
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ୈ̏දɹࢤ෍̘̞ࢤʙࣛ԰۲良̟̘̩ؒͷ遺跡ʢ̍ʣ
˞ɹฏ੒28೥݄̏31೔ࡏݱ

第３節　志布志ＩＣ～鹿屋串良ＪＣＴ間の遺跡

ɹ東九州自動車道の志布志ＩＣ～鹿屋串良ＪＣＴ間には
23の遺跡が存在する。報告書が刊行されていない遺跡
もあるが，ここでは第２図に示す志布志ＩＣ付近～鹿屋

番
号

遺
跡
名

ॴࡏ஍・ཱ஍ ௐࠪ
੔ཧ・
ใࠂॻ

Ҩ跡ͷ֓ཁ

୅࣌ ओͳҨߏ ओͳҨ物

１ 見
帰

ொࢤ෍ࢤࢢࢤ෍ࢤ
ࢤ෍ࢤ
୆஍
ඪߴ໿70̼

̝25೥౓ʙ
ௐࠪத

தۀ࡞

چ ੴ ث ʕ ϋϯϚʔετʔϯ
ണย
ଧ໘ௐ੔ണย
ೄจૣظ ౔޵ ੴࣜࡔŋԼണ็ࣜ౔ث
ੴ᭲
ຏੴ
ੴࡼ
ೄจલதظ མͱ͠穴
౔޵ ʕ

ೄจޙ൩ظ ߏঢ়Ҩߔ
ຏফೄจŋؙඌࣜŋ੢ฏࣜŋதַᶘࣜ౔

ثຏੴ
Ꮟੴ

ɹೄจ࣌୅Λத৺ͱͨ͠Ҩ跡Ͱ͋Δɻچੴ࣌ث୅͸ࡉੴਕจԽظʹൺఆ͞ΕΔɻೄจ࣌୅ૣظͷग़౔Ҩ物͸ɼ౔ثͷग़౔
ʹൺ΂ੴثͷग़౔͕ඇৗʹগͳ͍ɻલظͷམͱ͠穴͸２جͰɼͦΕΒͷఈ෦ʹ͸ߌ跡ͱ͑ߟΒΕΔখϐοτ͕̓ʙ̔ͭ֬
ೝ͞Ε͍ͯΔɻ

２
宮
之
上

ொࢤ෍ࢤࢢࢤ෍ࢤ
ָ҆
୆஍
ඪߴ໿45̼

Ҩ物͕ແ͍͜ͱ͕֬ೝ͞Ε͍ͯΔͨΊɼຊௐࠪΛ・ߏ۷ௐࠪʹΑΓɼຊ࿏ઢ্ʹ͸Ҩࢼ՝ͷࡒจԽݝ
ɻͣͤࢪ࣮

３ 安
良

ொࢤ෍ࢤࢢࢤ෍ࢤ
ָ҆
୆஍
ඪߴ໿30̼

ʕ ʕ ̝28೥౓Ҏ߱ௐࠪ༧ఆ

４

小
牧
古
墳
群

ொࢤ෍ࢤࢢࢤ෍ࢤ
ָ҆
୆஍
ඪߴ໿50̼

̝27೥౓ʙ
ௐࠪத

தۀ࡞

چ ੴ ث ʕ 
ੴਕࡉ
ੴਕ֩ࡉνοϓ
ೄจ૲૑ظ ूੴҨߏ 
ੴണย༵ࠇ౔ث

ೄจૣظ ूੴҨߏ
લฏࣜŋੴࣜࡔŋԼണ็ࣜŋԡܕจŋฏ
ᑄࣜŋ࠹ϊਆࣜ౔ث
ࣖખ
ੴ᭲
ຏੴ
ҟ
ثੴܗ

໻ ੜ ʕ ໻ੜ౔ث
ੴ包ஸ

ɹඌࠜͱ୩ʹΑΔى෬ͷ͋Δ஍ܗʹཱ஍͠ɼೄจ࣌୅ૣظΛத৺ͱͨ͠Ҩ跡Ͱ͋ΔɻೄจૣظͷूੴҨߏ͸ݕग़層ʹΑͬ
΍ɼࣖખɼث౔ܗͷᆵثϊਆࣜ౔࠹ͷௐ͕ࠪ஫໨͞ΕΔɻ·ͨɼޙࠓΑΔ΋ͷ͔ʹࠩظ࣌ΒΕɼݟ͕ࠩʹ੒᛽ͷେ͖͞ߏͯ
ҟܗੴثɼԁ൫ঢ়ੴ͕ثग़౔͠ɼҨ跡ͷੑ֨Λ஌Δ্Ͱ΋ॏཁͰ͋Δɻ

５ 次
五

༗໌ொࢢࢤ෍ࢤ
໺Ҫ૔
୆஍ԑล෦
ඪߴ໿50̼

ऴྃ தۀ࡞

چ ੴ ث ʕ 
ੴਕࡉੴਕ֩ɼࡉܕݪܣണย

ೄจૣظ
མͱ͠穴
࿈穴౔

޵౔޵
ूੴҨ

ߏຏੴूੵҨߏ

લฏࣜŋՃࣜࢁ܀ŋ٢ాࣜŋࡳϊݩᶝྨ

ੴࣜࡔŋதݪᶛࣜŋԼണ็ࣜŋ܂ϊؙࣜ
ŋԡܕจŋखࣜࢁ޲ŋ࠹ϊਆ̗ࣜ౔ث
ଧ
੡ŋຏ੡ੴ᭲
ੴ਴

෦ຏ੡ੴිہτϩ
τϩੴث

ɹچੴ࣌ث୅͔Βೄจ࣌୅ૣ͕ظத৺ͱͳΔҨ跡Ͱ͋Δɻچੴ࣌ث୅͸
ൺఆ͞ΕΔҨ物͕ग़౔͍ͯ͠ΔɻೄจʹظੴਕจԽࡉ
᛽͕ଟྔʹग़౔ͨ͠఺Ͱ͋Δɻࡅ΍Ҩ物͕ଟ͘ग़౔͠ɼಛʹ஫໨͞ΕΔͷ͸ඃ೤ഁߏલ༿ʹ֘౰͢ΔҨظ͸ɼૣظ୅ૣ࣌

６ 大
代

༗໌ொࢢࢤ෍ࢤ
໺Ҫ૔
୆஍ԑล෦
ඪߴ໿40̼

Ҩ物͕ແ͍͜ͱ͕֬ೝ͞Ε͍ͯΔͨΊɼຊௐࠪΛ・ߏ۷ௐࠪʹΑΓɼຊ࿏ઢ্ʹ͸Ҩࢼ՝ͷࡒจԽݝ
ɻͣͤࢪ࣮

串良ＪＣＴ間の23の遺跡について概要を記載する。詳
細については報告書を参照していただきたい。
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ୈ
̎
ਤ
ɹ
ࢤ
෍
ࢤ
̞
̘
ʙ
ࣛ
԰
۲
良
̟
̘
̩
ؒ
ͷ
遺
跡
Ґ
ஔ
ਤ

0
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0
0
0
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1
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1
0
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1
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1
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番
号

遺
跡
名

ॴࡏ஍・ཱ஍ ௐࠪ
੔ཧ・
ใࠂॻ

Ҩ跡ͷ֓ཁ

୅࣌ ओͳҨߏ ओͳҨ物

７ 木
森

༗໌ொࢢࢤ෍ࢤ
໺Ҫ૔
Տ؛ஈٰ
ඪߴ໿30̼

̝26೥౓ʙ
ௐࠪத

ʕ
ೄจૣظ ूੴҨߏ

લฏࣜŋՃࣜࢁ܀ŋ٢ాࣜŋԼണ็ࣜŋ
ԡܕจ౔ث
ੴ᭲
ੴ࡬
ຏੴ・Ꮟੴ

த ੈ
۷ཱப建物跡

ϐοτ

ਢثܙ
౔ثࢣ
੨࣓
ന࣓
ੴ੡ੴು׈
ย
మ੡඼
మᕥ

ɹೄจ࣌୅ૣظͱதੈΛத৺ͱ͢Δෳ߹Ҩ跡Ͱ͋Δɻೄจ࣌୅ૣظͷूੴɼதੈͷ۷ཱப建物跡౳͕ݕग़͞Εɼೄจ࣌୅
ੴ੡ੴುยɼమ੡඼౳͕ग़౔͍ͯ͠Δɻ׈ɼ੨࣓ɼന࣓ɼثࢣɼ౔ثܙɼຏੴ・Ꮟੴɼਢ࡬ɼੴ᭲ɼੴثͷ౔ظૣ

８
春
日
堀

༗໌ொࢢࢤ෍ࢤ
๗ݪ
Տ؛ஈٰ
ඪߴ໿30̼

̝26೥౓ʙ
ௐࠪத

தۀ࡞

ೄจૣظ

竪穴住居跡
࿈穴
౔޵
ूੴҨߏ
౔

޵౔ूثத
୸Խ
物ूத
མͱ͠穴

લฏࣜŋՃࣜࢁ܀ŋੴࣜࡔŋԼണ็ࣜŋ
ϊਆ̖࠹ŋࣜࢁ޲จŋखܕϊؙࣜŋԡ܂
ࣜ౔ث

౔੡඼ʢԾশʣଧ੡ੴ᭲ܗ֯ࡾ
ଧ੡ŋ؀ঢ়ੴි
τϩτϩੴث
ຏੴ
୆
ੴ
ੴࡼ
౐ੴ
ઠ޸ԁ᛽

໻ ੜ 竪穴住居跡 ث౔ࣜޱϊࢁ

ݹ ෿


ߏঢ়Ҩߔ竪穴住
居跡
౔޵
๮ঢ়
᛽ूੵҨߏɼ౔
தूث

ᙈʢ࡫؏ࣜ
౦ࣜݪʣ
ᆵ
ᆁ

ᆀߴਢثܙ

ᆀߴ๮ঢ়᛽
ຏ੡ੴ᭲ย

ෆ໌ظ࣌
۷ཱப建物跡ɼ
౔޵ɼϐοτ

୅ʙதੈݹ

ম౔跡
竪穴建物
跡
౔ุ޵
۷ཱ
ப建物跡
ɼྻࡤ
ϐοτ

౔ثࢣïᆀ
ᙈ
࿶ð

ۙ ੈ

ߏঢ়Ҩߔ
ಓݹ
౔޵
Ҩ物ूத

ಃث
ث࣓

ɹೄจૣ͔ظΒதੈΛத৺ͱ͢Δෳ߹Ҩ跡Ͱ͋Δɻೄจ࣌୅ૣظͷ竪穴住居跡
࿈穴౔޵
ूੴʢ100جҎ্ʣ
མͱ͠穴ɼ
໻ੜ࣌୅ͷ竪穴住居跡

ثͷ౔ظ୅ૣ࣌ग़͞ΕɼҨ物͸ೄจݕ୅ʙதੈͷ۷ཱப建物跡͕ݹଧ੡ੴ᭲
ଧ੡ੴි
؀ঢ়ੴි

τϩτϩੴث
ຏੴ౳
ೄจ࣌୅ظޙ・໻ੜ࣌୅・ݹ෿࣌୅ͷ౔ث౳͕ग़౔͍ͯ͠Δɻ·َͨքΧϧσϥ෾Րʹ൐͏ӷঢ়Խ
৅ʢ෾࠭跡ʣ΋֬ೝ͞Ε͍ͯΔɻݱ

９
稲
荷
堀

ીԙ܊େ࡚ொ
ඛా
୆஍�
ඪߴ໿50N

ɹݝจԽࡒ՝ͷ۷ࢼௐࠪʹΑΓɼຊ࿏ઢ্ʹ͸Ҩߏ・Ҩ物͕ແ͍͜ͱ͕֬ೝ͞Ε͍ͯΔͨΊɼຊௐࠪ
Λ࣮ͣͤࢪɻ

10
平
良
上
Ｃ

ીԙ܊େ࡚ொ
Ҫມ
୆஍
ඪߴ໿40̼

ऴྃ தۀ࡞ ೄจૣظ

竪穴住居跡
࿈穴
౔޵
ूੴҨߏ
౔

޵౔ूثத
ຒઃ
౔ث
νοϓूத

٢ాࣜŋੴࣜࡔŋԼണ็ࣜŋԡܕจŋฏ
ᑄࣜ౔ث
ੴ᭲
ੴ࡬
ଧ੡ŋຏ੡ੴි
ፏ
ฏଧ੡ੴි�
ຏੴ
ੴࡼ
᛽ੴث
ੴ֩
ണ
ยɼϑϨʔΫ
νοϓ

ɹೄจ࣌୅ૣظΛத৺ͱ͢ΔҨ跡Ͱ͋ΔɻҨߏ͸竪穴住居跡ɼ࿈穴౔޵ɼूੴɼ౔ݕ͕޵ग़͞Ε͍ͯΔɻҨ物͸ɼೄจ࣌
୅ૣظͷ౔ثɼੴ᭲ɼੴ࡬ɼଧ੡ੴිɼຏ੡ੴි౳͕ग़౔͍ͯ͠Δɻ·ͨɼَքΧϧσϥ෾Րʹ൐͏ӷঢ়Խݱ৅ʢ෾࠭跡ʣ
΋֬ೝ͞Ε͍ͯΔɻ

11 宮
脇

ીԙ܊େ࡚ொ
Ҫມ
୆஍
ඪߴ໿40̼

̝27೥౓ʙ
ௐࠪத

ʕ

چ ੴ ث ʕ ੴ֩
ԁ᛽
ϑϨʔΫ
νοϓ

ೄจૣظ
ूੴҨߏ
౔޵

ϐοτɼ౔ूث
த

Ճࣜࢁ܀ŋখ຀̖̏λΠϓŋԼണ็ࣜŋ
ϊਆࣜ౔࠹จŋฏᑄࣜŋܕϊؙࣜŋԡ܂

ثଧ੡ੴ᭲
ຏੴ
νοϓ
ʣࡏࢄʢࡅഁ
᛽

ۙੈʙۙݱ୅ ʕ ౔ළʢࡵຎমʣ
Ӭ௨ๅ׮

ɹچੴ࣌ث୅・ೄจ࣌୅ૣظΛத৺ͱ͢ΔҨ跡Ͱ͋Δɻچੴ࣌ث୅ͷҨߏ͸ݕग़͞Ε͍ͯͳ͍͕ɼੴث੡࡞աఔͷॴ࢈ͱ
ग़͞Εݕதɼϐοτ͕ूثɼ౔޵͸ɼूੴɼ౔ߏͷҨظ୅ૣ࣌ΘΕΔੴ֩ɼϑϨʔΫɼνοϓ౳͕ग़౔͍ͯ͠Δɻೄจࢥ
͍ͯΔɻҨ物͸ɼ౔ث
ੴث౳໿10
000఺͕ग़౔͍ͯ͠Δɻۙੈͷ׮Ӭ௨ๅɼۙੈҎ߱ͷ౔ළʢࡵຎমʣ͕ ग़౔͍ͯ͠Δɻ
َքΧϧσϥ෾Ր２ʹ࣌౓ͷେ஍਒ʹΑΓൃੜͨ͠ӷঢ়Խݱ৅ʢ෾࠭跡ʣ΋֬ೝ͞Ε͍ͯΔɻ

ୈ̐දɹࢤ෍̘̞ࢤʙࣛ԰۲良̟̘̩ؒͷ遺跡ʢ̎ʣ
˞ɹฏ੒28೥݄̏31೔ࡏݱ
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番
号

遺
跡
名

ॴࡏ஍・ཱ஍ ௐࠪ
੔ཧ・
ใࠂॻ

Ҩ跡ͷ֓ཁ

୅࣌ ओͳҨߏ ओͳҨ物

12
堂
園
堀

ીԙ܊େ࡚ொ
Ҫມ
୆஍
ඪߴ໿45̼

ɹݝจԽࡒ՝ͷ۷ࢼௐࠪ・ཱݝຒଂจԽࡒηϯλʔͷ֬ೝௐࠪʹΑΓɼຊ࿏ઢ্ʹ͸Ҩߏ・Ҩ物͕ແ
͍͜ͱ͕֬ೝ͞Ε͍ͯΔͨΊɼຊௐࠪΛ࣮ͣͤࢪɻ

13 荒
園

ીԙ܊େ࡚ொ
Ծ॓
୆஍ԑล෦
ඪߴ໿50̼

̝24೥౓ʙ
ௐࠪத

தۀ࡞

چ ੴ ث ʕ ੊ࡉܕݪੴਕ֩・ࡉੴਕ・ਫথണย

ೄจૣظ
ૉࡐണยʢทؠʣ
Ҩߏ
ूੴҨߏ

νοϓ・ണยू
த۠
౔޵

લฏࣜŋ٢ాࣜŋՃࣜࢁ܀ŋԼണ็ࣜŋ
ԡܕจŋखࣜࢁ޲ŋฏᑄࣜŋ࠹ϊਆࣜŋ
ۤ඿ࣜŋૣظ຤৚ࠟจ౔ث

ث౔ܗ௷ੴ
᭲
εΫϨΠύʔ 
ੴ࡬
ࣖખ
ଧ੡・ຏ
੡ੴි
ຏੴ
ੴࡼ
ϑϨʔΫ
νοϓ

໻ੜதظ 竪穴住居跡
౔޵ ٢ϲ⃻ࣜŋࢁϊࣜޱ౔ث
ຏ੡ੴ᭲ະ੡
඼
౐ੴ

ݹ ෿ 竪穴住居跡 ౦ࣜݪŋ࡫؏ࣜ౔ث
ਢثܙ
౐ੴ

୅Ҏલݹ ߏঢ়Ҩߔ ʕ

த ੈ
۷ཱப建物跡
౔

ߏঢ়Ҩߔ
޵ଳঢ়
Խ໘ɼϐοτߗ

౔ثࢣʢࡼʣ
౦೻ܥਢثܙ
ಃث
੨࣓

՚ೆ࠼ࡾ

ۙੈҎ߱ ଳঢ়ߗԽ໘ ຎমࡵ
ɹೄจ࣌୅ૣ͔ظΒݹ෿࣌୅Λத৺ͱ͢Δෳ߹Ҩ跡Ͱ͋Δɻೄจ࣌୅ૣظͷूੴҨߏɼ໻ੜ࣌୅・ݹ෿࣌୅ͷ竪穴住居跡ɼݹ୅
Ҏલͷߔঢ়Ҩߏɼதੈͷ۷ཱப建物跡ͳͲ͕ݕग़͞ΕɼҨ物͸ೄจ࣌୅ૣظͷ౔ثɼଧ੡ੴ᭲ɼଧ੡ੴිɼຏੴ౳
໻ੜ࣌୅・
ɼ࣓ثɼಃثࢣɼ౔ث୅ͷ౔࣌෿ݹ ౳͕ग़౔͍ͯ͠Δɻ·ͨɼَث քΧϧσϥ෾Րʹ൐͏ӷঢ়Խݱ৅ʢ෾࠭跡ʣ΋֬ೝ͞Ε͍ͯΔɻ

14

永
吉
天
神
段

ીԙ܊େ࡚ொ
Ӭ٢
୆஍ԑลٴͼՏ؛
ஈٰ
ඪߴ໿30 ʙ 50̼

ऴྃ

ຒจௐࠪη
ୈ１஍఺
ï̔ð

ߦץ2016�3

چ ੴ ث ϒϩοΫ
᛽܈ ઑ಄ث
φΠϑܕੴث
୆ܗੴث
ണย

ೄจૣظ
ूੴҨߏ
ຒઃ౔
ث

લฏࣜŋ٢ాࣜŋՃࣜࢁ܀ŋखࣜࢁ޲ŋ
Լണ็ࣜŋԡܕจŋฏᑄࣜŋ࠹ϊਆࣜŋ
ۤ඿ࣜŋ৚ࠟจ౔ث
ੴ᭲
ੴ࡬
ଧŋຏ੡
ੴි
ຏੴ
Ꮟੴ
ੴࡼ
ϑϨʔΫ
νοϓ

ೄจظޙ ʕ ๺ࣜࢁࠜٱ
தַᶘࣜ౔ث

ೄจ൩ظ
竪穴住居跡
མͱ
͠穴
౔޵

ೖࣜࠤŋࠇ઒ࣜŋࠁ໨ಥଳจ౔ث

ۄ؅
ଧ੡ੴි

໻ ੜ
竪穴住居跡
ԁܗप

ุߔ౔܈ุ޵
۷
ཱப建物跡
౔޵

ೖདྷࣜŋࢁϊࣜޱ౔ث
మ᭲
ຏ੡ੴ᭲

ۄ؅

ݹ ෿ 竪穴住居跡
౔޵ ੒઒ࣜ౔ث
ਢثܙ

ݹ ୅ ۷ཱப建物跡
౔޵ ਢثܙ
౔ثࢣ

த ੈ
۷ཱப建物跡
౔

ุ޵஍Լࣜ޵

Ր૴౔޵
౔޵

ന࣓
੨࣓
౔ثࢣ

ث౔࣭נ౦೻ܥਢܙ

ثඋલম
ৗ׈ম

ڸभ࿡Ֆބ౐ੴ
ੴ
ౝ
મݹ

ۙ ੈ ۙੈุ 
ຎমࡵછ෇

Ӭ௨ๅ׮ੴӓ
ɹچੴ࣌ث୅͔Βۙੈ·Ͱͷෳ߹Ҩ跡Ͱ͋Δɻ໻ੜ࣌୅தظͷԁܗपุߔΛ௖఺ͱ͢Δ౔ݕ͕܈ุ޵ग़͞Εͨɻ౔ุ͔޵
Β͸ࠃ಺ڃݹ࠷ʹҐஔ͚ͮΒΕΔమ͕᭲ग़౔ͨ͠ɻதੈʹ͓͍ͯ͸ന࣓ɼ੨࣓ɼ࣭נ౔ثɼ౦೻ܥਢثܙ౳͕ଟྔʹग़౔͠ɼ
౰ྲྀ࣌௨ͷڌ఺Ͱ͋ͬͨ͜ͱΛ͏͔͕͍஌Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

15
京
の
塚

ીԙ܊େ࡚ொ
੢ཹ࣋
୆஍
ඪߴ໿95̼

ऴྃ தۀ࡞

ೄจૣظ ूੴҨߏ
ੴࣜࡔŋԼണ็ࣜŋதࣜݪŋԡܕจŋ࠹
ϊਆࣜ౔ث
ଧ੡ੴ᭲
ੴ֩

ೄจલظʙ
தظॳ಄

౔޵
౔ूثத
ીാࣜŋਂӜࣜŋେࣜࢁࡀŋୋౡࣜŋધࣜݩ
౔ث
ଧ੡ੴ᭲
ੴ࡬
ੴਲ਼
εΫϨΠύʔ
ೋ

ണย޻Ճ࣍ຏੴ
Ꮟੴ
ੴࡼ
ੴ֩
ϑϨʔΫ

ۙੈҎ߱ ಓݹ・ߏঢ়Ҩߔ ʕ
ɹೄจ࣌୅લ͔ظΒதظॳ಄͕த৺ͱͳΔҨ跡Ͱ͋Δɻ200جΛ௒͑Δೄจ࣌୅தظͷ౔ݕ͕޵ग़͞Ε͍ͯΔɻ·ͨɼࡏ
஍ܥ౔ثͷਂӜࣜ౔ـۙ・ث஍ํͷେࣜࢁࡀ౔ث΍ୋౡࣜ౔ث・੉ށ಺஍ํͷધࣜݩ౔ثͳͲ͕ग़౔͠ɼଞ஍Ҭͱͷަྲྀ
Λ͏͔͕͍͠Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

ୈ̑දɹࢤ෍̘̞ࢤʙࣛ԰۲良̟̘̩ؒͷ遺跡ʢ̏ʣ
˞ɹฏ੒28೥݄̏31೔ࡏݱ



ô�14�ô

ௐࠪͷਐΉ荒園遺跡ʢฏ੒ùý೥ø÷݄ɾ౦͔ΒࡱӨɹࣸਅԞ͸ಊ園ງ遺跡ɾେ࡚Đ$ʢԾʣʣ

番
号

遺
跡
名

ॴࡏ஍・ཱ஍ ௐࠪ
੔ཧ・
ใࠂॻ

Ҩ跡ͷ֓ཁ

୅࣌ ओͳҨߏ ओͳҨ物

16 小
牧

ࣛ԰۲ྑࢢொ
ాࢁࡉ

୆஍
ඪߴ໿60̼

̝27೥౓ʙ
ௐࠪத

தۀ࡞

چ ੴ ث ʕ 
ੴਕࡉϑϨʔΫ
νοϓ

ೄจૣظ
竪穴住居跡
࿈穴౔

޵౔޵
ूੴҨߏ

લฏࣜŋ٢ాࣜŋ܂ϊؙࣜŋԼണ็ࣜŋ
ฏᑄࣜŋ৚ࠟจܥ౔ث
ੴ࡬
ຏੴ
ੴࡼ

ೄจલظ ʕ ીാࣜ౔ث
ਂӜࣜ౔ث
ຏੴ

ೄจظޙ

竪穴住居跡
෬ᙈ

ଧ੡ੴිूੵҨ

ߏूੴ
౔޵
౔
தूث


ث౔ܥདྷࣜŋԜઢจࢢŋࣜ॓ࢦੴ᭲
ԣ
ਕܕੴث
ଧ੡ੴි
ຏੴ
ੴࡼ

ೄจ൩ظ ʕ ೖࣜࠤŋࠇ઒ࣜŋࠁ໨ಥଳจ౔ث
໻ੜதظ ʕ ೖདྷࣜ

ࣜޱϊࢁ౐ੴ

ݹ ෿
竪穴住居跡
᛽ू
ੵҨߏ
౔ཷث

౔޵

౦ࣜݪʙ௰ಊࣜݪ
෍ཹܥ౔ث
ਢثܙ

మ᭲
మ੡඼
Ꮟੴ

ۄޯܰੴՃ޻඼

ݹ ୅ ౔޵ ౔ثࢣʢᙈ・ᆀʣ
ਢثܙ୹ᰍᆵ

தੈҎ߱

竪穴建物跡
۷ཱ
ப建物跡
ঢ়Ҩߔ

ߏ౔޵
ப穴
ম
౔Ҭ

౔ثࢣïᆀð
ന࣓
੨࣓
ੴು
᯿ͷӋޱ

ɹچੴ࣌ث୅͔Βதੈ·Ͱͷෳ߹Ҩ跡Ͱ͋Δɻೄจ࣌୅ૣظ΍ظޙͷྑ޷ͳ竪穴住居跡΍ͦΕʹ൐͏౔͕ثग़౔͍ͯ͠Δɻ
·ͨɼݹ෿࣌୅ͷ竪穴住居跡΍தੈͷ۷ཱப建物跡͕ݕग़͞Ε͍ͯΔɻຊҨ跡͸ɼ֤ظ࣌ʹ͓͚Δूམ跡ͱ͑ߟΒΕɼप
ลͷҨ跡Λ含Ίͯ۲ྑ઒Ԋ؛Ͱͷਓؒ׆ಈͷมભΛܧଓతʹ௥͏͜ͱ͕Ͱ͖ΔҨ跡Ͱ͋Δɻ

ୈ̒දɹࢤ෍̘̞ࢤʙࣛ԰۲良̟̘̩ؒͷ遺跡ʢ̐ʣ
˞ɹฏ੒28೥݄̏31೔ࡏݱ



ô�15�ô

番
号

遺
跡
名

ॴࡏ஍・ཱ஍ ௐࠪ
੔ཧ・
ใࠂॻ

Ҩ跡ͷ֓ཁ

୅࣌ ओͳҨߏ ओͳҨ物

17
川
久
保

ࣛ԰۲ྑࢢொ
ాࢁࡉ
Տ؛ஈٰٴͼ୆஍
ඪߴ໿30 ʙ 50̼

̝26೥౓ʙ
ௐࠪத

தۀ࡞

ೄจૣظ ूੴҨߏ
౔޵
લฏࣜŋՃࣜࢁ܀ŋ૔Ԃ̗ࣜŋ٢ాࣜŋ
ੴࣜࡔŋԼണ็ࣜŋԡܕจŋ࠹ϊਆࣜ౔

ثੴ᭲
ଧ੡ੴි
ੴࡼ

ೄจલظ ूੴҨߏ 
ثŋીാࣜ౔ࣜ߾ຏ੡ੴි

ೄจ൩ظ ूੴҨߏ ث໨ಥଳจ౔ࠁ઒ࣜŋࠇ

໻ੜதظ 竪穴住居跡 ث౔ࣜޱϊࢁŋԼ৓ࣜŋࣜڮߴ

ݹ ෿
竪穴住居跡
஁໶
ؔ࿈建物跡
ಓݹ
跡


ࣜ؏࡫᯿Ӌޱ

ޱస༻᯿Ӌ٭ᆀߴమ᭲

మᕥ
ۄ؅
ۄޯ

ݹ ୅ ۷ཱப建物跡 ਢثܙ
౔ثࢣ

த ੈ
竪穴建物跡ɼ۷
ཱப建物跡
ಓݹ
跡
ߏঢ়Ҩߔ

੨࣓
ന࣓
࿶ثנ

ɹچੴ࣌ث୅͔Βதੈ·Ͱͷෳ߹Ҩ跡Ͱ͋Δɻಛʹݹ෿࣌୅Ͱ͸ɼूམΛߏ੒͢Δଟ਺ͷ竪穴建物跡͕ݕग़͞Ε͍ͯΔɻ
ͦΕΒͷҨߏͷதʹ͸ɼ஁໶ؔ࿈ҨߏΛ൐͏΋ͷ΍ઐ༻ͷ᯿ͷӋ͕ޱग़౔͍ͯ͠Δɻݹ෿࣌୅ͷమ੡඼ͷੜ࢈աఔΛ໌Β
͔ʹ͢Δྑ޷ͳࢿྉͰ͋Δɻ

18
町
田
堀

ࣛ԰۲ྑࢢொ
ాࢁࡉ
୆஍ԑล෦
ඪߴ໿90̼

̝25೥౓ʙ
ௐࠪத

ຒจௐࠪη
ï̓ð
ߦץ2016�3

ೄจૣظ ूੴҨߏ Լണ็ࣜŋฏᑄࣜ౔ث

ೄจظޙ
竪穴住居跡
ຒઃ
౔ث
མͱ͠穴
౔

޵ੴිूੵҨߏ

தַᶘࣜ౔ث
ੴ౛
ଧ੡ŋຏ੡ੴි
ੴ
᭲
ώεΠ੡ਨ০
খۄ
ۄ؅
ۄޯ

ೄจ൩ظ ʕ ث໨ಥଳจ౔ࠁ

໻ੜதظ 竪穴住居跡 ث౔ࣜޱϊࢁ

ݹ ෿
஍Լࣜԣ穴ุ
ԁ
ঢ়Ҩߔ
ุߔपܗ
ߏ

੒઒ࣜ౔ثʢᆵ・ߴᆀ・ᆁʣ
ਓࠎ
మ݋

మ᭲
౛ࢠ
ϠϦ᭍
ҟܗమث

ݹ ୅ ম౔跡
ಓݹ ౔ثࢣ
ਢثܙ

ɹೄจ࣌୅͔ظޙΒݹ୅ͷෳ߹Ҩ跡Ͱ͋Δɻೄจ࣌୅ظޙͰ͸
竪穴建物跡͔Βݪ־จΛ׬͢ࢪશͳੴ౛͕ग़౔͍ͯ͠Δɻ
·ͨɼݹ෿࣌୅Ͱ͸ɼ88جͷ஍Լࣜԣ穴ุ͕ใ͞ࠂΕ͍ͯΔɻ஍Լࣜԣ穴ุͰ͸ॳΊͯ
ԁܗपߔΛ൐͏ྫ͕֬ೝ͞Εͯ
͍Δɻ

19 牧
山

ࣛ԰۲ྑࢢொ
ాࢁࡉ
୆஍ԑล෦
ඪߴ໿110N

̝25೥౓ʙ
ௐࠪத

தۀ࡞

چ ੴ ث ʕ ണย

ೄจૣظ
竪穴住居跡
࿈穴
౔޵
౔޵
ूੴ
Ҩߏ
ੴث੡࡞跡

٢ాࣜŋੴࣜࡔŋԼണ็ࣜŋ܂ϊؙࣜŋ
௰λΠϓŋԡܕจ౔ث
ੴ᭲
ੴ࡬
εΫ
ϨΠύʔ 
ຏੴ
ണย
νοϓɼඃ೤ഁࡅ
᛽

ೄจલظ ຒઃ౔ثʢࣜ߾ʣ ثŋ৚ࠟจ౔ࣜ߾

ೄจظޙ
౔޵
ϐοτɼམͱ
͠穴ঢ়Ҩߏ
ຒઃ
౔ث
ੴूثத෦

དྷࣜŋ੢ฏࣜŋؙඌࣜŋଠ࿠ഭࣜŋࢢ

ثສాࣜŋதַᶘࣜ౔ࡾଧ੡ŋຏ੡ੴ
ි
ຏੴ
ണย
ੴ֩
୆ੴ
ੴףɼඃ೤ഁ
᛽ࡅ

ೄจ൩ظ ౔޵ɼϐοτ ೖࣜࠤŋಥଳจ౔ث

໻ੜதظ
竪穴住居跡
۷ཱ
ப建物跡
౔޵


ث౔ࣜޱϊࢁଧ੡ੴි
ຏ੡ੴි
ຏ੡
ੴ᭲
ଧ੡ੴ᭲
ຏੴ
Ꮟੴ
ੴࡼɼ੨ಔᮓ

த・ۙੈ ಓ跡ݹ ੨࣓
ന࣓
ຎমࡵ

ɹچੴ࣌ث୅ʙதੈʹ͔͚ͯͷෳ߹Ҩ跡Ͱ͋ΔɻதͰ΋ೄจ࣌୅ظޙͷ۷ཱப建物跡ͱ͑ߟΒΕΔப穴܈ʢܘ໿30DN・ਂ
͞໿40DNͷப穴300 ʙ ʣ͕ݸ400 ؀ঢ়Ͱ֬ೝ͞Ε͓ͯΓ஫໨͞ΕΔɻ·ͨɼຒઃ౔ث΍ࡇ᛾༻ͱΈΒΕΔੴף΋ग़౔ͯ͠
͍Δɻ

ୈ̓දɹࢤ෍̘̞ࢤʙࣛ԰۲良̟̘̩ؒͷ遺跡ʢ̑ʣ
˞ɹฏ੒28೥݄̏31೔ࡏݱ



ô�16�ô

番
号

遺
跡
名

ॴࡏ஍・ཱ஍ ௐࠪ
੔ཧ・
ใࠂॻ

Ҩ跡ͷ֓ཁ

୅࣌ ओͳҨߏ ओͳҨ物

20

田
原
迫
ノ
上

ࣛ԰۲ྑࢢொ
ాࢁࡉ
୆஍ԑล෦
ඪߴ໿120N

̝22೥౓ʙ
ௐࠪத

ೄจલظҎ
߱ฤ
ຒจௐࠪη
ï̑ð
ߦץ2016�3

ೄจૣظ

竪穴住居跡
࿈穴
౔޵
ूੴҨߏ

མͱ͠穴
౔޵

ੴ࡞੍ث跡

લฏࣜŋ٢ాࣜŋੴࣜࡔŋԼണ็ࣜŋ܂
ϊؙࣜŋԡܕจŋखࣜ޲ŋ࠹ϊਆࣜŋத

ث౔ࣜݪੴ૦
ຏ੡・ଧ੡ੴ᭲
ੴ࡬
ຏ
ੴ
Ꮟੴ
ੴࡼ

ೄจલظ མͱ͠穴 ીാࣜ౔ث

ೄจظޙ ʕ ثདྷࣜ౔ࢢ・ث౔ࣜ॓ࢦ

ೄจ൩ظ ʕ ث઒ࣜ౔ࠇ

໻ੜதظ

竪穴住居跡
۷ཱ
ப建物跡
ԁܗŋ

ߔपܗํ౔޵ɼ
ப穴ྻ


ث౔ࣜޱϊࢁٖԜઢจܥᆵ
थൽ෍Ꮟ
ੴ౔੡ޯۄ
ຏ੡ੴ᭲
ੴ࡬
ຏੴ
౐ੴ

Ꮟੴ
୆ੴɼ౔੡Ճ޻඼

୅Ҏ߱࣌෿ݹ
ɼಓ跡ɼߏঢ়Ҩߔ
੊ঢ়Ҩ܈ߏ

౔ثࢣ࿶
ຎমࡵ

ɹೄจ࣌୅ૣظʙ໻ੜ࣌୅தظΛத৺ͱͨ͠ෳ߹Ҩ跡Ͱ͋Δɻ໻ੜ࣌୅தظͰ͸ɼϕουঢ়Ҩߏʹ൐͏ํܗ΍େܕͷԁܗ
ͷ竪穴住居跡ɼ౩࣋பΛ２ͭ࣋౩Λ含Ή۷ཱப建物跡ɼப穴ྻ΍ԁܗํ・ܗͷपߔͳͲɼେ۱൒ౡதԝ෦Ͱͷ౰࣌ͷूམ
ͷ͋ΓํΛ஌Δ্ͰوॏͳࢿྉͰ͋Δɻ·ͨɼେܕ建物跡ͷՄೳੑ͕͍ߴͱͯ͠ɼҰ෦͕ݱ஍ʹอଘ͞Ε͍ͯΔɻೄจ࣌
୅ૣظʹ͍ͭͯ΋竪穴住居跡20ݢɼ࿈穴౔ج40޵ͳͲ஫໨͞ΕΔҨ͕ߏଟ͘ݕग़͞Ε͍ͯΔɻ

21
立
小
野
堀

ࣛ԰۲ྑࢢொ
ాࢁࡉ
୆஍ԑล෦
ඪߴ໿125N

̝22೥౓ʙ
ௐࠪத

தۀ࡞

ೄจલŋதظ ʕ ਂӜࣜ౔ث

ೄจظޙ ʕ ثདྷࣜ౔ࢢŋ੢ฏࣜŋࣜ॓ࢦ

໻ੜதظ ʕ ث౔ࣜޱϊࢁ

ݹ ෿
஍Լࣜԣ穴ุ
౔
ߏঢ়Ҩߔ
ุ޵

੒઒ࣜ౔ث
ਢثܙ
మثʢ౛ŋ݋ŋ૦ŋ
๶ŋ౛ࢠŋ᭲౳ʣ
੨ಔླ
ਓࠎ

ෆৄظ࣌ ߏঢ়Ҩߔ ʕ

ɹೄจ࣌୅લ͔ظΒݹ෿࣌୅·Ͱͷෳ߹Ҩ跡Ͱ͋Δɻݹ෿࣌୅ͷ஍Լࣜԣ穴ุ͕ଟྔͷ౔ثɼਢثܙɼమ᭲΍మ݋౳ͷమثɼ
੨ಔ੡ླ
ਓࠎ౳Λ൐͍190͞ݟൃجΕͨɻ͜Ε͚ͩଟ͘ͷ෭૴඼Λ൐ͬͨ஍Լࣜԣ穴ุͷൃݟ͸ɼ஍Լࣜԣ穴ุͷͩڀݚ
͚Ͱͳ͘ೆ۝भͷݹ෿࣌୅ͷ༷૬Λղ໌্͍ͯ͘͠ͰوॏͳࢿྉͱͳΔɻ
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第３章　発掘調査の方法と成果

第１節　調査の方法
ɹ本節では，発掘調査の方法，遺構の認定と検出方法，
整理作業・報告書作成作業の方法について記す。
１　発掘調査の方法
ɹ荒園遺跡第１地点の発掘調査は，平成23年度に確認
調査，平成24年度に本調査を実施した。調査対象表面
積は956㎡，調査対象延面積は2,360㎡である。
ɹ本遺跡の調査用区割り（グリッド）は，平成23年度の
確認調査時において工事用基準杭「ＳＴＡ106」と「ＳＴ
Ａ105」の延長線を中心に，10ｍ間隔で西側から東側に
向かって１，２，３・・・，北側から南側に向かってＡ，
Ｂ，Ｃ・・・と設定した。
ɹこのグリッドを基にして，Ｍ－1区の左下を原点（０，
０），縦軸をＸ，横軸をＹとし，遺構・遺物の測量作業
を行うこととした。また，トータルステーションで測量
作業を行う場合，公共座標に基づき基準点を設定した。
ɹ発掘調査は，基本的に重機で表土を除去した後，確認
調査の結果に基づき，遺物包含層については人力で掘り
下げを行った。無遺物層，火山灰の一次堆積層は，一部
重機を用いて慎重に掘り下げた。遺構は，移植ごて等の
遺構掘削に適した道具を用いて慎重に調査し，実測，写
真撮影等を行い，遺物は，出土地点をトータルステー
ションを使用して記録し取り上げを行った。
ɹ各年度の発掘調査の方法及び概要（詳細は，第１章に
掲載）は，以下のとおりである。
ฏ੒ùú೥౓
ɹ確認調査は永吉天神段遺跡と同時に実施し，その結
果，荒園遺跡の調査延面積は29,903㎡となった。
ɹ平成23年７月1日から９月28日までの約３か月間，
調査対象地域にグリッドに沿ってトレンチを９か所設定
し，調査区全体の包含層の有無について調査した。トレ
ンチの形状は８ｍ×４ｍの長方形を基本とし,必要に応
じて拡張した。表面を覆う雑草の除去・雑木の伐採を人
力で行った後，重機及び人力により徐々に包含層を掘り
下げた。遺物・遺構を発見した場合には，重機による掘
り下げを即時中止し，山鍬・鋤簾等による人力掘削で遺
構・遺物の検出を行った。検出した遺構については，写
真撮影，実測を行った。出土遺物はトータルステーショ
ンで記録した後，掘り下げを続けた。いくつかのトレン
チでは，遺構に影響のない部分について，安全対策を施
しながら下層確認トレンチを設定し，Ⅺ層（シラス）上
面まで調査を実施した。しかしながらⅦ層（薩摩火山灰）
より下位の旧石器時代相当層については，上層の包含層
が厚く十分な調査面積を確保することができなかったた

め，本調査にて範囲を確定させることとなった。
ฏ੒ùû೥౓
ɹ調査期間は平成24年５月７日～平成24年９月26日
で，調査延面積は2,360㎡であった。
ɹ調査は重機で表土を除去した後，基本的には山鍬・鋤
簾等による人力にて掘り下げを行った。
ɹⅢ層上面での地形測量を行った。また，鬼界カルデラ
に伴う液状化現象（噴砂）の見られたトレンチでは，土
層断面の本調査を行った。
ɹ遺物包含層が残存している場合は，小破片はグリッド
ごとに一括して取り上げ，それ以外の遺物は，必要に応
じて写真撮影を実施した後にトータルステーションを用
いて取り上げを行った。まとまった遺物及び遺構に関わ
りのある遺物については，縮尺1/5 ～ 1/10の実測を行っ
た。
２　遺構の認定と検出方法
ɹ検出された遺構の認定と検出方法については，以下の
とおりである。　
ʢ̍ʣ遺ߏͷೝఆ
ɹ検出面，埋土状況，規模等を総合的に判断し，調査担
当者で検討したうえで遺構の認定を行った。本編掲載の
主な遺構の認定は以下のとおりである。
ɹ竪穴住居跡は，埋土や形状，床面の有無，遺物の出土
など総合的に判断した。
ɹ集石遺構については，時期を問わず10個以上のもの
を集石遺構と認定した。時期については検出面，集石遺
構内外の出土遺物の種類等で総合的に検討し，判断し
た。
ɹなお，遺構は検出の写真撮影後掘り下げ実測を行っ
た。遺構に応じて縮尺10分の１と，20分の１の実測を
行った。
ʢ̎ʣ遺ߏͷݕग़ํ๏
ɹ遺構の検出及び調査方法として，当時の掘り込み面に
限りなく近い位置での検出を目指して調査を進めたが，
判別のしやすい地層上面での検出が多くなったのは否め
ない。特に，黒色土に掘り込まれた遺構埋土が黒色系に
なることが多い中世～弥生時代の遺構については，掘り
過ぎるものもあり「検出面からの深さ」にばらつきが
あったので，調査のあり方を再検討し，今後の調査に生
かしたい。
�  また，雑木林があった箇所の調査では，撹乱を受けて
いる箇所があり，遺構の検出をはじめ調査が難しかっ
た。この場合，ミニトレンチの設定，撹乱部分の埋土除
去等最善の調査方法を調査担当で検討し，遺構の推定ラ
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インも含め残存部の記録保存に努めた。

３　整理作業・報告書作成作業の方法及び内容
ɹ平成25・26年度の発掘調査支援業務において，発掘
調査と並行して，第1地点出土遺物の水洗い・注記を
行った。
ɹ水洗作業の方法は，土器や石器の一部にはブラシを用
い，黒曜石や剥片石器は超音波洗浄機を用いて進めた。
ɹ注記は，水洗い終了後順次行った。注記を行う際，薬
品を使用するため換気に注意しながら手作業で進めた。
これまでに刊行された遺跡の記号と重複しないように
データを管理している埋文センター南の縄文調査室に確
認をとり，遺跡名を表す記号を「ＡＺ」とした。その後
に出土区，層，取り上げ番号等が記してある。
ɹ平成28年度の整理作業及び報告書作成作業支援業務
で注記・分類・接合から作業を行った。遺構内遺物と包
含層遺物に分けた後，包含層出土土器は，層位と土器の
胎土や文様等で時期ごとに分別し，接合する方法をとっ
た。石器は，剥片石器と礫石器に分けた後，器種及び石
材別に分類した。作業の効率化を図るため，整理作業及
び報告書作成作業支援業務委託先である国際文化財（株）
で出土土器・石器の実測を行った。
ɹ遺物出土分布図は，トータルステーションで取り上げ
たデータを統合し，図化ソフトを使用して作成した。
ɹ遺構の認定・分類は，実測図や写真等を用いて，発掘
調査担当者と連携を取りながら再検討し確定した。
ɹ土層断面や遺構の原図データの点検・修正後，トレー
スを行った。
ɹ原稿を執筆し，本報告書作成作業・印刷・製本を行っ
た。

第２節　層序
ɹ荒園遺跡は住宅地であったことや，長年の耕作の影響
で，一部に削平・盛土・撹乱等の影響がみられた。第１
地点は仮宿台地の縁辺部，斜面部にあたり，表土が厚く
Ⅱ層以下の残存状況は比較的良好でⅡ層は黒色土で１ｍ
以上の厚さがあり，色調の違いで５層に細分した。
ɹＶ，Ⅵ層においては，約7,300年前の鬼界カルデラの
大爆発時の地震による液状化の跡が確認でき，液状化に
よる噴砂によるもので厚いところでは１ｍ程堆積してい
た。Ⅶ層（幸屋降下軽石）～Ⅺ層のローム層の液状化に
伴う噴砂と判断される幅約20㎝の砂脈が貫き， 基本層位
Ⅳ層（アカホヤ火山灰）と基本層位Ⅶ層（幸屋降下軽石）
の間に噴砂の層（基本層位Ⅴ・Ⅵ層：シラス及び黄色軽
石）が堆積していた（第10図　Ⅷ層上面噴砂状況参照）。
なお，大隅半島南部における約7,300 年前の鬼界カルデ
ラ噴出物の層序は， 下位より幸屋降下軽石，幸屋火砕流，
降下火山灰（アカホヤ火山灰）である。
ɹなお，包含層や遺構・遺物の年代を把握する手掛かり
の１つとなる火山灰等の詳細については，次のとおりで
ある。　

ɹⅠ層：表土（造成土及び耕作土）である。３㎜～５㎜程
度の白色軽石を多く含み，しまりが有り硬い。

ɹⅡａ層：黒色腐植土層で，下層に比べてわずかに暗い。
ɹⅡｂ層：黒褐色土で，微粒の赤褐色の斜長石を含む。古

墳時代・弥生時代の包含層である。
ɹⅡｃ層：黒色砂質土で，上下層に比べてわずかに暗い。

古墳時代・弥生時代の包含層である。
ɹⅡｄ層：黒褐色砂質土で，0.5㎜程度の褐色粒子を多く

含む。上下層に比べてわずかに明るい。古墳時代・
弥生時代の包含層である。

ୈ̐ਤɹೆ๺ԣஅ౔૚ਤ
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ɹ※火山灰の年代については，町田洋　新井房夫著東京
大学出版会　2003　『新編火山灰アトラス－日本列島と
その周辺－』（P.108 ～ 110）から引用した。なお，年代
は放射性炭素年代測定法で算出され，暦年較正した年代
である。
ɹ※Ⅲ層・Ⅶ層をアミフセとする（第４・５図）。

ɹⅡe層：黒色腐植土層で，若干光沢があり，保湿性に冨
み，わずかに粘りがある。縄文時代後期の包含層であ
る。

ɹⅢ層：褐色土で１cm ～２cm程度の黄色軽石粒（池田火
山灰：約6,300年前の池田カルデラ起源の噴出物）含
む。粘りはないが，硬い粒子を多く含み，しまりがあ
る。

ɹⅣ層：暗橙色土で，アカホヤ火山灰（約7,300年前の鬼界
カルデラ起源の噴出物）の堆積層。

ɹⅤ層：黄色軽石。噴砂による堆積層。
ɹⅥ層：白色砂質土である。噴砂による堆積層。
ɹⅦ層：黄色砂質土である。鬼界カルデラ起源の幸屋軽石

を含む。
ɹⅧ層：灰黄褐色粘質土である。にぶい黄褐色土の２

cm ～３cmのブロックを含む。縄文時代早期の包含層
である。

ɹ基本土層，遺物包含層，火山灰層の堆積状況の詳細
は，下表（第９表）のとおりである。

ୈ̕දɹ荒園遺跡ୈ̍஍఺ɹجຊ౔૚

ᶗ層 փࠇ৭౔ʢද౔ʣ
ᶘB層 ৭౔ʢ΍΍ೈ࣭ʣ׊ࠇ
ᶘC層 ৭ͷࣼ௕ੴΛ含Ήʣ׊৭౔ʢඍཻͷ੺׊ࠇ ໻ੜʙݹ෿
ᶘD層 ৭౔ࠇ
ᶘE層 ৭౔ʢ΍΍஡৭ΛଳͼΔʣ׊ࠇ
ᶘF層 ʣ࣭ߗ৭౔ʢ΍΍ࠇ ೄจظޙ

ᶙ層 ԫന৭ܰੴ
஑ాܰੴʢ஑ాΧϧσϥʣ

ᶚ層 ҉ᒵ৭Րࢁփ౔
ΞΧϗϠՐࢁփ層ʢَքΧϧσϥʣ

ᶛ層 ԫ৭ܰੴʢ෾࠭ʣ
ᶜ層 ന৭࣭࠭౔ʢ෾࠭ʣ

ᶝ層 ԫ৭࣭࠭౔
԰ܰੴʢَքΧϧσϥʣ޾

ᶞ層 փԫ׊৭೪࣭౔ ೄจૣظ



ô�21�ô

㐨ࠉ⏫
஭

J

I

H

G

F

36.5

37.0

37.5 38.0 3
8
.
5

3
9
.
5 4
0
.
0

40.5

3
9
.
0

㞟▼１ྕ

㞟▼２ྕ

㞟▼３ྕ

砂⬦

2 3 4 5 6
0 (1:300) 10m

第３節　調査の成果
１　縄文時代早期の調査
ʢ̍ʣௐࠪͷ֓ཁ
ɹ縄文時代早期の遺構・遺物はⅧ層（灰黄褐色土）から
検出・出土している。遺構は集石遺構３基が検出され，
遺物は早期後半の塞ノ神式土器・苦浜式土器が多く出土
し，石器は石鏃・石匙・磨石等が出土している。

ୈ̒ਤɹೄจ࣌୅ૣظ遺ߏ഑ஔਤ

ʢ̎ʣ遺ߏ
ूੴ̍߸ʢୈ̓ਤʣ
ɹＩ-５区，Ⅷ層で検出された。礫はすべて角礫で，長
軸65㎝，短軸60㎝の範囲に集中して出土した。掘り込
みは軸80㎝，短軸75㎝のやや楕円形を呈し，検出面か
らの深さは最深部で20㎝であった。構成礫数は78個で
礫の最大長は，10㎝弱のものが大部分を占める。
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ୈ̓ਤɹूੴ̍߸ ୈ̔ਤɹूੴ̎߸

ୈ̕ਤɹूੴ̏߸

ूੴ̎߸ïୈ̔ਤʣ
ɹＩ-５区，Ⅷ層で検出された。礫はすべて角礫で，長
軸60㎝，短軸55㎝，掘り込みは確認できなかった。構
成礫数は16個，礫の大きさは大きいもので17㎝，小さ
いもので４㎝程で大きさはまばらである。集石内からは
土器細片が出土したが図化し得なかった。東に８ｍのと
ころに集石１号が位置する。

ूੴ̏߸ïୈ̕ਤʣ
ɹＨ-５区，Ⅷ層で検出された。礫はすべて角礫で，長
軸210㎝，短軸90㎝の範囲に広がる。西側に礫が集中す
るものの掘り込みは確認できなかった。構成礫数は88
個，礫の最大長は10㎝弱のものが大部分を占める。土
器細片が出土したが図化し得なかった。ほぼ中央に，細
く液状化の砂脈が走る。
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ɹＩ-４区・Ｈ-４･５区において，液状化による噴砂
噴出溝が確認された。砂脈は，Ｈ･Ｉ-５区において南
北方向に１本約12ｍ，Ｉ-４･５区おいて東西方向に１
本約15ｍ走り，この２本はＩ-５区でＴ字に交わる。さ
らに集石３号を分断するように東西に１本約２ｍ走る。
幅は20 ～ 30㎝，白色の砂質土で，Ⅵ層土に該当する。
噴砂の噴出及び堆積の状況は，Ｉ-４区設定のトレンチ
及び東西横断（Ｈ･Ｉ区境）の土層断面において，Ⅶ～
Ⅺ層を貫き，Ⅴ層（黄色軽石）･Ⅵ層（白色砂質土）を形
成したことが確認できる。
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ʢ̏ʣ遺෺ʢୈøø ʙ ûøਤʣ
ɹ遺物は土器片が3,021点，石器等が392点，Ⅷ層（灰黄
褐色土）から出土している。調査区は台地の崖の途中の
平坦地に立地し，南西側に落ち込む手前の標高約
36ｍ～ 40ｍに出土が集中する。

౔ث
ɹ土器の多くは早期後半の塞ノ神式土器に帰属すると考
えられるが，磨滅が著しい破片が多く，型式を特定でき
るものも限られる。接合する破片は少なく，完形となる
ものはなかった。器形・文様の特徴から，９つに分類し
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た。
ɹⅠ類は口縁部に刺突文，胴部に貝殻条痕文を施すもの
で，20点出土し，そのうち１点図化した。
ɹⅡ類は器壁が薄く，楔形の貼付け文や刺突連点文を施
す円筒形，又は角筒形と考えられるもので，２点出土
し，図化した。
ɹⅢ類は貝殻刺突文による施文を中心とするもので，30
点出土し，そのうち２点図化した。
ɹⅣ類は櫛状工具，又は貝殻による羽状文や条痕文を施
すもので，８点出土し，そのうち３点図化した。
ɹⅤ類は刻み目のある突帯文と刺突連点文を施すもの
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で，19点出土し，そのうち９点図化した。
ɹⅥ類は区画内の撚糸文や口縁部に刻み目や刺突連点文
を施すもので，25点出土し，そのうち５点図化した。
ɹⅦ類は貝殻による刺突文や押引文，条痕文を施すもの
で，1,488点出土し，そのうち82点図化した。
ɹⅧ類はⅦ類の特徴に加え，器形が直線的に立ち上がる
形状のものや縦・横位に突帯文を施すもので，46点出
土し，そのうち11点図化した。Ⅸ類は「その他の型式・
土製品」で，３点図化した。
ɹⅠ･Ⅱ･Ⅲ類はＩ-４･５区の標高37ｍ付近に集中し
て出土し，Ⅳ･Ⅴ類はＨ･Ｉ･Ｊ-５区の標高38ｍ付近
に，Ⅵ･Ⅷ類はＨ･Ｉ-５･６区の標高37ｍ～ 39ｍ付近
に出土し，Ⅶ類は調査区の広範囲に出土している。

ᶗྨ౔ثɹʢୈøûਤɹ̍ʣ
ɹ１はほぼ直立する円筒形土器の口縁部から胴部と考え
られる。口唇部は斜めに内傾し，口縁部は刺突文，その
下は貝殻条痕文が施される。内面調整は斜位に貝殻条痕
が施される。
ɹ以上の特徴から，前平式土器に相当すると考えられ
る。

ᶘྨ౔ثɹʢୈøüਤɹ̎ɾ̏ʣ
ɹ２は小片のため全体像が見えないが，円筒形土器の口
縁部と考えられる。口唇部に刻み目，口縁上部から横位
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の貝殻刺突文と横位の条痕文，横位の条痕文の中に縦位
に楔形の貼付け文が施される。
ɹ３はほぼ直立する円筒形土器の胴部と考えられる。縦
位の刺突連点文が施される。内面調整は縦位の条痕のち
ナデが施される。
ɹ以上の特徴から，加栗山式土器に相当すると考えられ
る。

ᶙྨ౔ثɹʢୈøýਤɹ̐ɾ̑ʣ
ɹ４はほぼ直立する円筒状の胴部と考えられる。外面は
櫛歯状の工具で横位に刺突連点文が施される。焼成が悪
く内面の破損が著しい。
ɹ５はほぼ直立する円筒形土器の胴部と考えられる。外
面は貝殻腹縁による刺突文が施される。
ɹ以上の特徴から，下剥峯式土器に相当すると考えられ
る。

ᶚྨ౔ثɹʢୈøþਤɹ̒ʙ̔ʣ
ɹ６は円筒状に直立する胴部と考えられる。櫛歯状の工
具による３条ないし４条のはっきりした羽状文が施され
る。内面調整はナデが施されている。
ɹ７は胴部から直線的に立ち上がる口縁部と考えられ
る。口縁上部貝殻押引文が施され，その下は斜位に貝殻
条痕文が施される。内面調整は横位の貝殻条痕のちナデ
が施されている。
ɹ８は内湾気味に立ち上がる底部に近い胴部と考えられ
る。４条の線の細い櫛状工具による羽状文が施される。
内面調整はナデが施されている。
ɹ以上の特徴から，桑ノ丸式土器に相当すると考えられ
る。

ᶛྨ౔ثɹʢୈøÿɾøĀਤɹ̕ʙ øþʣ
ɹ９は口縁部で口唇部に刻み目，口縁上部から縦位に突
帯が施されている。
ɹ10は外反する形状の口縁部と考えられる。横位に三
条の押引文，突帯，その下に細い条痕文が施される。内
面調整は，ナデが施される。
ɹ11は胴部で，内湾気味に立ち上がる付近と考えられ
る。上部に縦位の１条，下部に横位の３条，刻み目を施
した突帯がＴ字に交わる形で施される。
ɹ12はやや外反する形状の口縁部と考えられる。羽状
の条痕文が横位に施され，その下に横位に刺突文が施さ
れる。内面調整は横位にハケナデが施される。
ɹ13は胴部で，胴部下部から屈曲し内湾気味に立ち上
がる付近と考えられる。刻み目を施した突帯がＴ字に交
わる。文様と胎土の特徴から，9と同一個体と考えられ
る。
ɹ14は外反する頸部と考えられる。刻み目を施した突
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帯が２条平行に施される。内面調整は横位にナデが施さ
れる。
ɹ15は口縁上部は刻み目，その下横位に２条の貝殻刺
突文の入る突帯が施される。
ɹ16は胴部で，斜位に刺突連点文が施されている。内
面調整はナデが施されるが荒い。
ɹ17は胴部付近から徐々に開く形状の口縁部と考えら
れる。口縁上部に刻み目を施した突帯が２条，その下は
斜位に刺突連点文が施される。
ɹ以上の特徴から，天道ヶ尾・妙見式土器に相当すると
考えられる。

ᶜྨ౔ثɹʢୈù÷ਤɹøÿ ʙ ùùʣ
ɹ出土した破片は少なく，接合することはなかった。こ
こではそのうちの５点を図化した。
ɹ18・19は胴部である。いずれも縦位の網目撚糸文を

�������

�� �� �������

��

��

施した後、箆枠文を施し，ナデが施される。
ɹ20は胴部で，内面調整はナデが施される。
ɹ以上の特徴から，塞ノ神Ａｂ式土器に相当すると考え
られる。
ɹ21・22は口縁部・文様の特徴から塞ノ神Ａa式の可能
性があるが，Ⅵ類に掲載した。
ɹ21はほぼ直立する筒状の口縁部と考えられる。口唇
部上部内側は内側に傾斜し，外側に刻み目が施される。
その下に１本の沈線を挟み横位に刺突連点文，３本の条
痕文が斜位に施され，再び横位に刺突連点文が施され
る。
ɹ22はほぼ直立する筒状の口縁部と考えられる。口縁
上部及び屈曲部に刻み目が施される。その下に１本の沈
線を挟み横位に刺突連点文，斜位に３本の条痕と刺突連
点文が施される。
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ᶝྨ౔ث
ɹ本遺跡の縄文時代早期の中心となるものである。
ɹ器形と部位及び文様から以下の５つに細分した。底部
の破片で無文のものがあるが，器形及び施文方法から塞
ノ神Ｂｄ式土器に相当すると考える。
ᶝôᶃɹޱԑ෦ɹᰍ෦͔Β֎൓͢Δ΋ͷʢୈùøਤɹùúʣ
ɹ23は口縁部から胴部の破片で，口唇部が欠損する。
頸部で屈曲し，外反する形状と考えられる。口縁部及び
頸部に貝殻による押引文が施され，その間に斜格子状に
貝殻条痕文が施される。頸部から下は横位に貝殻条痕文
と押引文が交互に施される。内面調整は荒く指圧痕が残
り，貝殻条痕のちナデが施される。
ᶝôᶄɹޱԑ෦ɹʢୈùù ʙ ùýਤɹùû ʙ ý÷ʣ
ɹ24には口唇部に刺突文，口縁上部から斜位に貝殻条
痕文が施される。内面調整はナデが施される。
ɹ25には口唇部に刺突文，口縁部に押引文が施され，
その下は格子状に細い貝殻条痕文が施される。内面調整
は，摩滅が著しいが，ナデが確認できる。
ɹ26には口唇部に刺突文，口縁上部に巻貝による押引
文が施され，その下は格子状に貝殻条痕文が施される。
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0 (1:3) 10cm
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内面調整は，ナデが施される。
ɹ27には口唇部上部が平坦部が形成され外側に刻み目
が施される。残存する口縁部全面に横位の貝殻条痕文が
施される。内面は起伏があり調整は荒い。
ɹ28には口縁上部は貝殻刺突文，その下は斜位に貝殻
条痕文が施される。
ɹ29は口縁上部は貝殻刺突文，その下は横位，さらに
その下に斜位に貝殻条痕文が施される。内面調整は摩滅
が著しいが斜位の条痕が認められる。
ɹ30は口縁上部は貝殻刺突文，その下は斜位に貝殻条
痕文が施される。内面調整は貝殻条痕のちナデが施され
る。
ɹ31は口縁上部は横位に貝殻条痕文，その下に斜位に
貝殻条痕文が施される。
ɹ32は口縁上部は横位に刺突文，その下は斜格子状に
細く鋭い貝殻条痕文が施される。内面調整は貝殻条痕の
ちナデが施される。
ɹ33は口縁上部は貝殻刺突文が施される。内面調整は
貝殻条痕のちナデが施される。
ɹ34は口縁上部は刻み目，直下に横位に貝殻条痕文，

�� ��
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その下に斜格子状に貝殻条痕文が施される。内面調整は
貝殻条痕が施される。
ɹ35は口縁上部より横位，途中から斜位も加わる細く
はっきりした条痕が施される。内面調整は，横位の条痕
が認められる。　
ɹ36は横位に貝殻押引文が施される。
ɹ37は口唇部に貝殻刺突文，口縁上部に横位に４本の
条痕文，その下は斜位の貝殻条痕文が施される。内面調
整は，ケズリのちナデが施される。
ɹ38は口縁部に横位に連点文，その下に斜位に条痕が
施される。摩滅の影響が大きいが，内側にナデの調整が
認められる。
ɹ39は口唇部はやや起伏があり，口縁上部は貝殻刺突
文，その下は斜位に貝殻条痕文が施される。内面調整は
ナデが施される。
ɹ40は口唇部は波状口縁の一部と考えられ，起伏があ
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り，頸部の途中まで残存するがその幅は狭い。口縁上部
は貝殻刺突文，その下に斜位に貝殻条痕文が施される。
ɹ41は口縁上部は横位，その下に斜位の４本ないし５
本の貝殻条痕文が施される。内面調整はケズリによる凹
凸が残るがナデが施される。
ɹ42は波状口縁を呈し，口縁部に幅の狭い貝殻による
刺突文，その下に二叉状の工具による，斜交する条痕が
施される。内面調整はナデが施される。
ɹ43は口縁部から無作為に貝殻条痕文が施される。内
面調整は所々に指頭圧痕が残り，貝殻条痕のちナデが施
される。
ɹ44は口縁上部より横位，その下は斜位の条痕が施さ
れる。内面調整は，ケズリのちナデが施される。
ɹ45は口縁上部より横位，その下に縦位に条痕が施さ
れるが線は引っ掻くように途切れ途切れである。内面調
整は，横位にケズリとナデが施される。
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ɹ46は口唇部に貝殻刺突文，口縁上部から横位斜位に
特に規則性なく条痕文が施される。内面調整は，貝殻条
痕のちナデが施される。
ɹ47は口唇部に刻み目，口縁上部から横位に貝殻押引
文と貝殻条痕文が交互に施される。内面調整は所々に指
頭圧痕が残り，ナデが施される。
ɹ48は口唇部に刺突文，口縁上部を若干空けて，横位
に貝殻刺突文が施される。
�  49は口唇部は貝殻刺突文が施され，口縁上部１㎝程を
空けて横位に巻貝による押引文，その下に斜位の細い条
痕文が２条認められる。内面調整は荒く凹凸があり，ケ
ズリ・ナデが施される。
ɹ50は口唇部に刺突文，口縁上部横位に貝殻刺突文が
施され，その下に格子状に貝殻条痕文，その下に横位に
貝殻刺突文が施される。内面調整は貝殻条痕のちナデが
施される。
ɹ51は口唇部に刺突文，口縁上部に貝殻押引文が施さ
れ，その下に斜位に条痕文が施される。外面はケズリの
調整の痕なのかやや凹凸がある。内面調整は貝殻条痕の
ちナデが施される。
ɹ52は口唇部は平らに面取りされ，口縁部上部を１cm
弱空け，横位に貝殻押引文が施される。内面調整は，斜
位にケズリのちナデが施される。
ɹ53は口唇部は平らに面取りされ，口縁上部貝殻刺突
文が施される。内面調整は，ナデが施される。
ɹ54は口唇部は平らに面取りされ，口縁部は貝殻押引
文が施され，その下は２本ないし３本の貝殻条痕文が施

される。内面調整は，ケズリのちナデが施される。
ɹ55は口縁上部貝殻刺突文が施され，その下は貝殻条
痕文が施される。内面調整は，ケズリのちナデが施され
る。
ɹ56は口縁上部は貝殻押引文，その下は斜位に貝殻条
痕文が施される。内面調整は横位の貝殻条痕のちナデが
施される。
ɹ57は口縁上部貝殻刺突文が施され，その下は横位に
貝殻条痕文が施される。
ɹ58は口縁上部は貝殻刺突文，その下は斜位に貝殻条
痕文が施される。内面調整は横位の貝殻条痕のちナデが
施される。
ɹ59は胴部付近からすぼむ箇所を頸部とすると，頸部
から口縁部は15㎝程を測る。胴部付近は丸く膨らみ，
胴部から頸部にかけてすぼみ，口縁部に向けて再び開く
花瓶に似た形状と考えられる。２本ないし３本の貝殻条
痕文が上部は横位，その下は縦位に，胴部付近は横位に
刺突文が施される。内面調整は指圧痕も残り凹凸がある
が，貝殻条痕のちナデが施される。
ɹ60は残存する下部の肥圧部分を頸部とすると頸部か
ら口縁部は15㎝程を測り，口縁上部は少し内湾する。
口縁部に幅の狭い貝殻による刺突文，その下に斜格子状
に貝殻条痕文が施され，その下に再び刺突文が施され
る。内面調整はケズリのちナデが施される。残存する下
部の肥圧部分を頸部と考えると59の形状に近いものと
判断し，Ⅶ-②に分類した。
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0 (1:3) 10cm

ᶝôᶅɹᰍ෦ʢୈùþਤɹýø ʙ ýþʣ
ɹ61は残存部分においては，全体的に不規則に貝殻条
痕文が施される。内面調整は，部分的に摩滅が著しいが
ケズリのちナデが認められる。
ɹ62 ～ 67は口縁部が外反する形状の頸部である。
ɹ62は頸部付近に横位に貝殻刺突文が施される。その
上部に斜位の条痕文が施される。
ɹ63は頸部付近に横位に２条（下は破損で確認しにく
い），貝殻押引文が施される。内面調整は，ケズリのち
ナデが施される。
ɹ64は頸部付近に横位の貝殻刺突文が施され，その下

��

��

��

��

�� ��

��

ୈùþਤɹೄจ࣌୅ૣظͷ౔ثɹᶝྨôᶅ

0 (1:3) 10cm

��

に斜位に貝殻条痕文が施される。内面調整は，貝殻条痕
のちナデが施される。
ɹ65は頸部付近に横位貝殻刺突文が施され，その下に
斜位に貝殻条痕文が施される。内面調整は，貝殻条痕の
ちナデが施される。
ɹ66は頸部付近に横位貝殻刺突文が施され，上には斜
位に下には横位に貝殻条痕文が施される。内面調整は，
ナデが施される。
ɹ67は頸部付近に横位に２条の貝殻刺突文が施され，
その上に斜位の貝殻条痕文が施される。内面調整は，ナ
デが施される。
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ᶝôᶆɹ಑෦ɹԣҐʹ֋֪৚ࠟจΛ͢ࢪ΋ͷ
ʢୈùÿਤɹýÿ ʙ þþʣ

ɹ68は横位に貝殻条痕文が施される中に，横位に貝殻
刺突文が途中から２段にずらして施される。内面調整
は，ナデが施される。
ɹ69は横位に貝殻条痕文が施され，その下に横位に貝
殻押引文が施される。刺突文が施された突帯が一部残存
するが，本遺跡でも外に例のないものである。内面調整
は，貝殻条痕のちナデが施される。
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ɹ70は縦位・横位に貝殻条痕文が施される中に，横位
に刺突文が施される。内面調整は，ナデが施される。
ɹ71は横位に３条の貝殻押引文が施される。内面調整
は，ナデが施される。
ɹ72は上から横位に１条の貝殻条痕文，次に貝殻刺突
文，３条の貝殻条痕文が施される。焼成があまりよくな
く，内面調整は凹凸があるもののナデが認められる。
ɹ73は上から斜位に貝殻刺突文と１条の貝殻条痕文が
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ほぼ平行に，次に横位に２条の貝殻条痕文が施される。
内面調整はナデが認められる。
ɹ74は横位に２条の貝殻条痕文，その間に貝殻刺突文
が横位に施される。内面調整はやや荒く，輪積み痕，指
圧痕が認められる。
ɹ75は横位の貝殻刺突文が施される。内面調整はケズ
リの痕が認められる。
ɹ76は横位の貝殻刺突文と条痕文が交互に施される。
ɹ77は横位に貝殻条痕文が施される中に，横位に刺突
文が２条施される。内面調整は，ナデが施される。
ᶝôᶆɹ಑෦ɹࣼҐํ޲ʹ৚ࠟจΛ͢ࢪ΋ͷ

ʢୈùĀਤɹþÿ ʙ ÿþʣ
ɹ78は斜位に格子状の条痕文が施される。内面調整は，
貝殻条痕が施される。

ɹ79は横位の貝殻条痕文の下に斜位もしくは格子状に
幅の広い貝殻条痕文が施される。内面調整は，細い貝殻
条痕のちナデが施される。
ɹ80は格子状に貝殻条痕文が施される。内面調整は，
貝殻条痕のちナデが施される。
ɹ81は格子状に貝殻条痕文が施される。内面調整は，
ケズリが施される。
ɹ82は格子状に３本ないし４本の貝殻条痕文が施され
る。内面調整は，貝殻条痕のちナデが施される。
ɹ83は格子状に１本ないし２本の貝殻条痕文が施され
る。内面調整は，ナデが施される。
ɹ84は横位もしくは斜位に２本ないし３本の条痕文が
施される。内面調整は，細い貝殻条痕のちナデが施され
る。

ୈùĀਤɹೄจ࣌୅ૣظͷ౔ثɹᶝྨôᶆʢ̎ʣ
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ɹ85は横位・斜位の細い貝殻条痕文が施される。内面
調整は，貝殻条痕のちナデが施される。
ɹ86は縦位・斜位の細い貝殻条痕文が施される。内面
調整は，貝殻条痕のちナデが施される。
ɹ87は縦位斜位に貝殻条痕文が施される。内面調整は，
貝殻条痕のちナデが施される。
ᶝôᶇɹఈ෦ʢୈú÷ɾúøਤɹÿÿ ʙ ø÷ûʣ
ɹ88は底部から開く形状である。内部調整はナデが施
され，底面はケズリの跡が認められる。
ɹ89は底部から開く形状で，内面底部隅は丸い。斜位
の条痕が１条確認できる。内部調整は貝殻条痕のちナデ
が施される。
ɹ90は底部から開く形状で，内面底部隅は丸い。横位
に条痕が施される。内部調整はナデが部分的に認められ
る。
ɹ91は底部から開く形状である。内面調整はナデが施
される。
ɹ92は底部から開く形状である。
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ɹ93は底部から徐々に開く形状で，内面底部隅は丸い。
内面調整はナデが施される。
ɹ94は横位に貝殻条痕施され，残存はよくないものの
上部はやや開く形状と考えられる。
ɹ95は底部から上に向かい徐々に開く形状である。外
面は指圧痕が残り，横位に１本ないし２本の条痕が途切
れ途切れに施される。内部調整はナデが施される。
ɹ96は底部から上に向かい徐々に開く形状である。格
子状に３本ないし４本の条痕が施される。内部調整は底
部隅付近に指圧痕，さらに細い条痕ののちナデが施され
る。
ɹ97は底部から上に向かい徐々に開く形状で，内面底
部隅は直角に近く，底部中心部に向けて厚みが増す。
ɹ98は底部から上に向かい徐々に開く形状である。内
部調整はナデが施される。
ɹ99は底部から上に向かい徐々に開く形状である。格
子状に２本ないし３本の条痕が施される。内部調整はケ
ズリのちナデが施される。
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ɹ100は胴部にかけて直立する形状の底部である。直径
6.6㎝を測る。
ɹ101は胴部にかけて直立する形状の底部と考えられ
る。直径10.4㎝を測る。
ɹ102は胴部にかけて直立する形状の底部である。直径
6.8㎝を測る。斜位と横位の細い線の連点刺突文が施さ
れる。
ɹ103・104は底面に網代痕が認められる。

ᶞྨ౔ثʢୈúùɾúúਤɹø÷ü ʙ øøüʣ
ɹ105は波状口縁の口縁部である。口縁部に刺突文，蛇
行する貝殻条痕文，屈折する角部分に相当することもあ
り角部分には縦位に刺突文が１条施される。内面調整
は，貝殻条痕のちナデが施される。
ɹ106は口唇部は平らに面取りされ，口縁部から横位の
条痕が施される中に，横位に２条の貝殻刺突文の入る突
帯が施される。
ɹ107は胴部で，市松模様状に縦位と横位の条痕が施さ
れる中に，横位に２条，その下に横位に１条の貝殻刺突
文の入る突帯が施される。内面調整は，貝殻条痕のちナ
デが施される。
ɹ108は胴部で,蛇行する細く浅い条痕文が施される。
内面調整は，貝殻条痕のちナデが施される。
ɹ109は胴部で,蛇行する細く浅い条痕文が施される。
内面調整は，貝殻条痕のちナデが施される。

ୈúùਤɹೄจ࣌୅ૣظͷ౔ثɹᶞ ʢྨ̍ʣ
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ɹ110は胴部で,横位の突帯に，突帯に重ねるかのよう
に貝殻による波状の条痕文が施される。
ɹ111は胴部で,横位の突帯の間に，やや突帯に重ねる
かのように貝殻による波状の条痕文が施される。内面調
整は，貝殻条痕のちナデが施される。
ɹ112は胴部で，横位に貝殻による波状の条痕文が施さ
れる。内面調整は，ナデが施される。
ɹ113は胴部で，横位の貝殻条痕文を挟むように刺突文
が施される。内面調整は，貝殻条痕のちナデが施され
る。
ɹ114は胴部で，縦位と斜位に貝殻条痕文，その下に貝
殻押引文が横位に施される。内面調整は，貝殻条痕文の
ちナデが施される。
ɹ115は胴部もしくは頸部から外反する形状の口縁部と
考えられる。波状口縁部の頭頂部に突帯を伴うものと考
えられ，口唇部は平坦面を形成する。口縁上部は突帯を
含め横位に刻み目が施され，その下に横位に巻貝による
押引文が施される。

ɹ以上の特徴から苦浜式土器に相当するものと考えられ
る。

ᶟྨ౔ثɹͦͷଞɼ౔੡඼ʢୈúûਤɹøøý ʙ øøÿʣ
ɹ116は胴部で，横位に突帯と貝殻条痕文，さらに鋸歯
文が施される。内面調整は，貝殻条痕のちナデが施され
る。特徴から，石峰式土器に相当するものと考えられる
が，出土がこの１点のみで断定できず，その他の型式と
してⅨ類に掲載した。
ɹ117は直径10㎝程の椀と考えられる。指圧痕が特に外
面に残る。
ɹ118は意図的な抉りの加工が施されており，さらに網
掛けによると思われる紐ずれ痕がみられることから土器
片錘と考えられる。再利用された土器片はもともと深鉢
の口縁部と考えられる。貝殻刺突文が横位に２条施され
る。内面調整はナデが施されており，その特徴から塞ノ
神Ｂｄ式に相当するものと考えられる。

0 (1:3) 10cm
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ੴث
ɹ石器は，石鏃８点，スクレイパー２点，楔形石器５
点，二次加工剥片６点，石斧１点，石匙１点，石核１
点，砥石１点を図化した。

ੴ ʢ᭲ୈúýਤɹøøĀ ʙ øùýʣ
ɹ119は正三角形を呈している。基部の抉りは浅い。調
整は全面交互剥離で整形している。石材はホルンフェル
スである。
�  120は二等辺三角形を呈している。基部の抉りは浅い。
調整は全面交互剥離で整形している。石材は姫島産の黒
曜石と考えられる。
ɹ121は正三角形を呈している。先端部が欠損している。
基部の抉りは浅い。調整は全面交互剥離で整形してい
る。石材は姫島産の黒曜石と考えられる。
ɹ122は正三角形を呈している。基部の抉りは浅い。先
端部と片方の脚部が欠損している。調整は全面交互剥離
で整形している。石材は上青木産の黒曜石と考えられ
る。
ɹ123は正三角形を呈している。基部の抉りは浅い。片
方の脚部が欠損している。調整は全面交互剥離で整形し
ている。石材は姫島産の黒曜石と考えられる。
ɹ124は二等辺三角形を呈している。調整は全面交互剥
離で整形している。石材は姫島産の黒曜石と考えられ
る。未製品，又は尖頭状石器の可能性もある。
ɹ125は先端部側のみの残存で全体像は見えないものの
二等辺三角形を呈しているものと考えられる。調整は交
互剥離で整形している。石材は腰岳産の黒曜石と考えら
れる。

ୈúýਤɹೄจ࣌୅ૣظͷੴثʢ̍ʣ
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ɹ126は左側が欠損しているものの二等辺三角形を呈
し，基部の抉りはやや深いものであったと考えられる。
調整は交互剥離で整形している。石材は姫島産の黒曜石
と考えられる。
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εΫϨΠύʔʢୈúþਤɹøùþɾøùÿʣ
ɹ127は剥片の縁辺部や端部に二次調整を行い，刃部整
形を施す。背面左下部に自然面を残す。石材は珪質頁岩
である。
ɹ128は一縁辺を両側からの加工により刃部形成してい
る。両面左側に自然面を残す。石材は姫島産の黒曜石と
考えられる。

ᑹܗੴثʢୈúþɾúÿਤɹøùĀ ʙ øúúʣ
ɹ129は両面上部，腹面下部に剥離痕が確認できる。石
材は頁岩である。
ɹ130の両面下部に剥離痕が確認できる。背面左側に自
然面を残す。石材は珪質頁岩である。
ɹ131は上下に向き合う二辺から対抗する剥離痕が確認
できる。石材は頁岩である。

0 (1:1) 3cm
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ɹ132は両面下部に剥離痕が確認できる。石材は姫島産
の黒曜石と考えられる。
ɹ133は平坦な打面を形成した後，両面を周辺から中心
に向かって求心的に剥ぐものである。石材は姫島産の黒
曜石と考えられる。

ೋ࣍Ճ޻ണยʢୈúÿਤɹøúû ʙ øúĀʣ
�  134は石鏃の未製品と考えられる。背面は左右縁部，
腹面は右縁部に剥離痕が確認できる。石材は腰岳産の黒
曜石と考えられる。
ɹ135は背面右縁部，腹面左縁部に微細な使用痕が確認
できる。石材は姫島産の黒曜石と考えられる。
ɹ136は石鏃の未製品と考えられる。両面左右縁部の剥
離，基部の抉りが施される。石材は姫島産の黒曜石と考
えられる。
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ɹ137は背面上下端部，腹面上部に剥離痕が確認できる。
石材は姫島産の黒曜石と考えられる。
ɹ138は鋭角になる先端部に微細な剥離痕が確認でき
る。石材は姫島産の黒曜石と考えられる。
ɹ139は表面上部，裏面上下端部に剥離痕が確認できる。
石材は姫島産の黒曜石と考えられる。

ୈúÿਤɹೄจ࣌୅ૣظͷੴثʢ̏ʣ
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ੴ ʢිୈúÿਤɹøû÷ʣ
ɹ140は短冊形を呈する。研磨痕があるとともに，周縁
部に剥片剥離を施してあることからして，再利用という
形で加工されたものと考えられる。石材はホルンフェル
スである。
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0 (1:1) 3cm
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ੴ࡬ʢୈúĀਤɹøûøʣ
ɹ141は非左右対称を呈するが，摘み
部は中央に位置する。刃部は丸刀に属
する。石材は頁岩である。

ੴ ʢ֩ୈúĀਤɹøûùʣ
ɹ142は打面転移をしながら双方向か
ら剥片を剥いでいるものである。石材
は姫島産の黒曜石と考えられる。

౐ੴʢୈúĀਤɹøûúʣ
ɹ143は，砥石である。破損品である
が，背面上部及び右部に磨面が残る。
石材は頁岩である。
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���
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���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶄ ԑ෦ޱ ಥɾ৚ࠟࢗ փ৭׊ փ৭׊ ô ˓ ˓ ô ô ô ಥࢗ৶෦ޱ

�� )ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶄ ԑ෦ޱ ࿈఺ɾ৚ࠟ ઙԫᒵ৭ փ৭׊ ô ˓ ˓ ô ô ô

�� )ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶄ ԑ෦ޱ ಥɾ৚ࠟࢗ ৭׊໌ փ৭׊ ô ˓ ô ˓ ô ô

�� )ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶄ ԑ෦ޱ ಥɾ৚ࠟࢗ ʹͿ͍ԫᒵ৭ ʹͿ͍ԫᒵ৭ ô ˓ ˓ ô ô ô

��

�� )ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶄ ԑ෦ޱ ৚ࠟ ʹͿ͍׊৭ ʹͿ͍׊৭ ˓ ˓ ˓ ô ô ô

�� )ô� ᶞ
����ɾ
����ɾ
����

ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶄ ԑ෦ޱ ಥɾ৚ࠟࢗ ᒵ৭ ᒵ৭ ô ˓ ˓ ô ô ô

�� (ô�ɾ)ô� ᶞ Ұׅ ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶄ ԑ෦ޱ ৚ࠟ ᒵ৭ ᒵ৭ ˓ ˓ ˓ ˓ ô ô ಄ѹࠟࢦ

�� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶄ ԑ෦ޱ ৚ࠟ ৭׊໌ ৭׊໌ ô ˓ ˓ ô ô ô

�� )ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶄ ԑ෦ޱ ৚ࠟ փ৭׊ ʹͿԫ׊৭ ô ˓ ˓ ô ô ô

��

�� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶄ ԑ෦ޱ ಥɾ৚ࠟࢗ ʹͿ͍׊৭ ʹͿ͍׊৭ ô ˓ ˓ ô ô ô

�� Đô� ᶞ ����ɾ
���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶄ ԑ෦ޱ ໨ɾ৚ࠟࠁ ʹͿ͍׊৭ ʹͿ͍ԫ׊৭ ˓ ˓ ô ô ô ô ໨ɾࠁ৶෦ޱ

಄ѹࠟࢦ
�� )ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶄ ԑ෦ޱ ಥɾԡҾࢗ ʹͿ͍ᒵ৭� ʹͿ͍ᒵ৭ ô ˓ ˓ ô ô ô ಥࢗ৶෦ޱ

�� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶄ ԑ෦ޱ ಥɾ৚ࠟࢗ փ৭׊ փ׊৭ ಥࢗ৶෦ޱ

�� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶄ ԑ෦ޱ ಥɾ৚ࠟࢗ ʹͿ͍ԫᒵ৭ ʹͿ͍ԫᒵ৭ ô ˓ ˓ ô ˓ ô ಥࢗ৶෦ޱ

�� )ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶄ ԑ෦ޱ ಥɾ৚ࠟࢗ ʹͿ͍ᒵ৭ փ৭׊໌ ˓ ˓ ˓ ô ô ô ಥࢗ৶෦ޱ

�� .ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶄ ԑ෦ޱ ԡҾ ᒵ৭ɾ׊փ৭ ᒵ৭ɾ׊փ৭ ˓ ˓ ô ˓ ô ô

�� )ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶄ ԑ෦ޱ ಥࢗ ᒵ৭ ᒵ৭ ˓ ô ˓ ô ô ô

�� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶄ ԑ෦ޱ ԡҾɾ৚ࠟ ʹͿ͍ԫᒵ৭ փԫ׊৭ ˓ ˓ ˓ ô ô ô

�� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶄ ԑ෦ޱ ಥɾ৚ࠟࢗ ৭׊ ৭׊ ˓ ˓ ˓ ô ˓ ô

�� )ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶄ ԑ෦ޱ ԡҾɾ৚ࠟ ԫᒵ৭ ԫᒵ৭ ˓ ô ˓ ô ô ô

�� )ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶄ ԑ෦ޱ ಥɾ৚ࠟࢗ ৭׊ ৭׊ ˓ ˓ ˓ ô ô ô

�� )ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶄ ԑ෦ޱ ಥɾ৚ࠟࢗ ʹͿ͍ԫᒵ৭ ʹͿ͍ԫᒵ৭ ô ô ˓ ô ô ô
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൪߸ छث ෼ྨ ෦Ґ จ༷ ৭ɹௐ ଻ɹ౔ උɹߟ֎໘ ಺໘ ੴӳ ௕ੴ ֯ર ۚӢ฼ ੺৭ཻ ଞ

�� �� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶄ ԑʙޱ
಑෦ ಥɾ৚ࠟࢗ ৭׊໌ փ׊৭ ô ˓ ˓ ô ô ô ಄ѹࠟࢦ

�� �� Đô� ᶞ
����ɾ
����ɾ
����

ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶄ ԑʙޱ
಑෦ ಥɾ৚ࠟࢗ ৭׊໌ ৭׊໌ ˓ ˓ ˓ ô ô ô

��

�� )ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶅ ᰍ෦ ৚ࠟ փ׊৭ ᒵ৭ ˓ ˓ ˓ ô ô ô

�� )ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶅ ᰍ෦ ಥࢗ ৭׊ ʹͿ͍ᒵ৭ ˓ ô ˓ ô ô ô

�� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶅ ᰍ෦ ԡҾ ʹͿ͍ԫ׊৭ ʹͿ͍ԫ׊৭ ˓ ˓ ô ô ô ô

�� +ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶅ ᰍ෦ ಥɾ৚ࠟࢗ ৭׊໌ ᒵ৭ ô ˓ ˓ ô ô ô

�� +ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶅ ᰍ෦ ಥɾ৚ࠟࢗ փ৭׊ փ৭׊ ô ˓ ˓ ô ô ô

�� +ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶅ ᰍ෦ ಥɾ৚ࠟࢗ ᒵ৭ ᒵ৭ ô ˓ ˓ ô ô ô

�� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶅ ᰍ෦ ಥɾ৚ࠟࢗ փ׊৭ ʹͿ͍ԫᒵ৭ ô ˓ ô ô ô ô

��

�� )ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶆ ಑෦ ಥɾ৚ࠟࢗ ৭׊ ৭׊ ˓ ˓ ô ô ô ô

�� +ô� ᶘ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶆ ಑෦ ԡҾɾ৚ࠟ ʹͿ͍ԫᒵ ʹͿ͍ԫᒵ ˓ ˓ ô ô ô ô

�� +ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶆ ಑෦ ಥɾ৚ࠟࢗ ʹͿ͍׊৭ ʹͿ͍׊৭ ô ˓ ˓ ˓ ô ô

�� )ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶆ ಑෦ ԡҾ փ׊৭ ᒵ৭ ô ˓ ˓ ô ô ô

�� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶆ ಑෦ ಥɾ৚ࠟࢗ ໌੺׊৭ ৭׊ ˓ ˓ ˓ ô ô ô ʢ಺ʣփന৭
෇ண෺͋Γ

�� Đô� ᶞ ����ɾ
���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶆ ಑෦ ಥɾ৚ࠟࢗ ৭׊ ৭׊ ˓ ˓ ô ô ô ô

�� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶆ ಑෦ ಥɾ৚ࠟࢗ ৭׊ ৭׊ ˓ ˓ ô ô ô ô ಄ѹࠟࢦ

�� )ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶆ ಑෦ ಥࢗ ໌ԫ׊৭ ʹͿ͍ԫᒵ৭ ô ˓ ˓ ô ô ô

�� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶆ ಑෦ ಥɾ৚ࠟࢗ ᒵ৭ ᒵ৭ ˓ ˓ ô ô ô ô

�� )ô� ᶞ ����ɾ
���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶆ ಑෦ ಥɾ৚ࠟࢗ ʹͿ͍ԫᒵ ʹͿ͍ԫᒵ ˓ ˓ ˓ ô ô ô

��

�� )ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶆ ಑෦ ৚ࠟ ᒵ৭ ৭׊ ˓ ˓ ˓ ô ô ô

�� )ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶆ ಑෦ ৚ࠟ ໌ԫ׊৭ փԫ׊৭ ô ˓ ô ô ô ô

�� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶆ ಑෦ ৚ࠟ ʹͿ͍׊৭ ʹͿ͍׊৭ ˓ ˓ ô ô ô ô

�� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶆ ಑෦ ৚ࠟ ʹͿ͍ԫᒵ৭ ʹͿ͍ԫᒵ৭ ô ˓ ô ˓ ô ô

�� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶆ ಑෦ ৚ࠟ փ׊৭ ৭׊ ˓ ˓ ô ô ˓ ô

�� )ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶆ ಑෦ ৚ࠟ ৭׊ ৭׊ ô ˓ ô ô ˓ ô

�� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶆ ಑෦ ৚ࠟ ʹͿ͍׊৭ փ׊৭ ô ˓ ô ˓ ô ô

�� +ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶆ ಑෦ ৚ࠟ ʹͿ͍ԫᒵ৭ ʹͿ͍ԫᒵ৭ ô ˓ ô ˓ ô ô

�� +ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶆ ಑෦ ৚ࠟ փന৭ փ৭׊ ˓ ˓ ô ô ô ô

�� +ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶆ ಑෦ ৚ࠟ ઙԫᒵ৭ ʹͿ͍ԫ׊৭ ˓ ˓ ô ô ô ô

��

�� )ô� ᶞ ����ɾ
���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶇ ఈ෦ ô ᒵ৭ ʹͿ͍׊৭ ô ˓ ˓ ˓ ˓ ô

�� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶇ ఈ෦ ৚ࠟ ᒵ৭ ʹͿ͍׊৭ ô ˓ ˓ ô ô ô

�� Đô� ᶞ ����ɾ
���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶇ ఈ෦ ৚ࠟ ᒵ৭ ৭׊໌ ˓ ˓ ˓ ô ô ô

�� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶇ ఈ෦ ô ᒵ৭ փ৭׊ ô ˓ ˓ ô ˓ ô

�� +ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶇ ఈ෦ ô ʹͿ͍ᒵ৭ ʹͿ͍ᒵ৭ ô ˓ ˓ ô ô ô

�� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶇ ఈ෦ ô ᒵ৭ ᒵ৭ ô ˓ ˓ ô ô ô

�� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶇ ఈ෦ ৚ࠟ ʹͿ͍ᒵ৭ փ৭׊ ˓ ˓ ô ô ô ô

�� )ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶇ ఈ෦ ৚ࠟ ʹͿ͍׊৭ ʹͿ͍׊৭ ˓ ˓ ˓ ô ˓ ô ಄ѹࠟࢦ

�� Đô� ᶞ ����ɾ
���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶇ ఈ෦ ৚ࠟ ᒵ৭ ৭׊ ˓ ˓ ô ô ˓ ô ಄ѹࠟࢦ

�� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶇ ఈ෦ ô ʹͿ͍ᒵ৭ ৭׊ࠇ ô ˓ ˓ ô ô ô

�� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶇ ఈ෦ ô ৭׊ ৭׊ ô ˓ ˓ ô ˓ ô

�� )ô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶇ ఈ෦ ৚ࠟ ᒵ৭ փ৭׊ ô ˓ ˓ ô ˓ ô

��� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶇ ఈ෦ ô փ৭׊໌ փ৭׊໌ ô ˓ ˓ ô ô ô

��� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶇ ఈ෦ ô ᒵ৭ փ׊৭ ô ˓ ˓ ô ô ô

��� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶇ ఈ෦ ಥ࿈఺ࢗ ৭׊໌ փ৭׊ ˓ ˓ ˓ ô ô ô

ୈøùදɹೄจ࣌୅ૣظ౔࡯؍ثදʢ̏ʣ
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ïDNð
େ෯࠷
ïDNð

େް࠷
ïDNð

ॏྔ
ïHð ੴࡐ උɹߟ

��

��� Đô� ᶞ ���� ੴ᭲ ��� ��� ���� ���� ϗϧϯϑΣϧε

��� Đô� ᶞ ���� ੴ᭲ ��� ��� ���� ���� ੴ༵ࠇ

��� Đô� ᶞ ���� ੴ᭲ ��� ��� ���� ���� ੴ༵ࠇ

��� )ô� ᶞ ���� ੴ᭲ ��� ��� ���� ���� ੴ༵ࠇ

��� Đô� ᶞ ���� ੴ᭲ ��� ��� ���� ���� ੴ༵ࠇ

��� Đô� ᶞ ���� ੴ᭲ ��� ��� ��� ���� ੴ༵ࠇ

��� )ô� ᶞ ���� ੴ᭲ ��� ��� ��� ���� ੴ༵ࠇ

��� Đô� ᶞ ���� ੴ᭲ ��� ��� ��� ���� ੴ༵ࠇ

��

��� Đô� ᶞ ���� εΫϨΠύʔ ��� ��� ��� ���� ؠท࣭ܔ

��� Đô� ᶞ ���� εΫϨΠύʔ ��� ��� ��� ���� ੴ༵ࠇ

��� Đô� ᶞ ���� ᑹܗੴث ��� ��� ��� ���� ทؠ

��� )ô� ᶞ ���� ᑹܗੴث ��� ��� ��� ���� ؠท࣭ܔ

��� Đô� ᶞ ���� ᑹܗੴث ��� ��� ��� ���� ทؠ

��� Đô� ᶞ ���� ᑹܗੴث ��� ��� ��� ���� ੴ༵ࠇ

��

��� +ô� ᶞ ���� ᑹܗੴث ��� ��� ��� ����� ੴ༵ࠇ

��� )ô� ᶞ ���� ೋ࣍Ճ޻ണย ��� ��� ��� ���� ੴ༵ࠇ

��� )ô� ᶞ ���� ೋ࣍Ճ޻ണย ��� ��� ��� ���� ੴ༵ࠇ

��� Đô� ᶞ ���� ೋ࣍Ճ޻ണย ��� ��� ��� ���� ੴ༵ࠇ

��� )ô� ᶞ ���� ೋ࣍Ճ޻ണย ��� ��� ��� ���� ੴ༵ࠇ

��� Đô� ᶞ ���� ೋ࣍Ճ޻ണย ��� ��� ��� ���� ੴ༵ࠇ

��� )ô� ᶞ ���� ೋ࣍Ճ޻ണย ��� ��� ��� ���� ੴ༵ࠇ

��� +ô� ᶞ ���� ੴ佁 ��� ��� ��� ����� ϗϧϯϑΣϧε

��

��� Đô� ᶞ ���� ੴ࡬ ��� ��� ��� ���� ทؠ

��� +ô� ᶞ ���� ੴ֩ ��� ��� ��� ����� ੴ༵ࠇ

��� Đô� ᶞ ���� ౐ੴ ��� ��� ��� ����� ทؠ

ୈøûදɹೄจ࣌୅ૣظੴ࡯؍ثද
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൪߸ छث ෼ྨ ෦Ґ จ༷ ৭ɹௐ ଻ɹ౔ උɹߟ֎໘ ಺໘ ੴӳ ௕ੴ ֯ર ۚӢ฼ ੺৭ཻ ଞ

��
��� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶇ ఈ෦ ô ʹͿ͍੺׊৭ ᒵ৭ ˓ ˓ ˓ ô ˓ ô ໢୅ࠟ

��� Đô� ᶞ ���� ਂു ϊਆ#E࠹ ᶝྨôᶇ ఈ෦ ô փԫ׊৭ ʹͿ͍ԫ׊৭ ô ˓ ˓ ô ˓ ô ໢୅ࠟ

��

��� )ô� ᶞ ���� ਂു ۤ඿ ᶞྨ ԑ෦ޱ ಥɾ৚ࠟࢗ փԫ׊৭ ʹͿ͍׊৭ ˓ ˓ ˓ ô ô ô

��� Đô� ᶞ ���� ਂു ۤ඿ ᶞྨ ԑ෦ޱ ಥɾ৚ࠟࢗ ᒵ৭ ᒵ৭ ô ˓ ˓ ô ô ô
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２　古墳時代の調査
ʢ̍ʣௐࠪͷ֓ཁ
ɹ古墳時代の遺構・遺物はⅡc・Ⅱd・Ⅱe層から検出・
出土している。遺構は，竪穴住居跡２軒が検出され，遺
物は遺構及び包含層中から古墳時代の土器が多量に出土
した。

ୈûøਤɹݹ෿࣌୅遺ߏ഑ஔਤ

ʢ̎ʣ遺ߏ
୦݀ॅډ跡̍߸ʢୈûù ʙ ûýਤʣ
ɹJ－５区Ⅱe層上面で検出される。平面形は2.8ｍ×
2.5ｍのほぼ方形で，南側に出入り口と思われる張り出
しがある。斜面に立地するが，床面はほぼ水平で，掘り
方はほぼ垂直である。上部は東から西に傾斜する形で大
きく削平を受けており，検出面から床面までの深さは
20㎝～ 80㎝程を測る。床面中央に焼土が確認でき，そ
の下には掘り込みが確認できたが，遺物は出土しなかっ
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１：黒色土。Ⅳ層の混在ࡣ少࡞い

２：黒色土。軟質のụ⏣㍍▼㸪Ⅳ層

がከࡃ混在。

３：黒色土。Ⅳ層のᚤ⢏Ꮚ混在。

４：黒色土。軟質。ụ⏣㍍▼。Ⅳ層

５：黒褐色土。軟質。Ⅳ層のᚤ⢏Ꮚ

混在。

６：↝土。
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た。柱穴は確認できなかった。埋土は６層に分けられ，
アカホヤを混在する黒色～黒褐色土を主体とする。堆積
状況は１層がレンズ状を呈するものと考えられる。
ɹ床面直上から，良好な残存状態の土器が多数出土し
た。このうち17点を図示した。
ɹ144 ～ 146は平底の甕で，底面に木葉痕が認められる。
ɹ144・145はバケツ形を呈し，ほぼ完形である。
ɹ144は底部に張り出しがなく，胴部から口縁部にかけ

て直線的に立ち上がる。胴部上位に，刻み目を施した擦
れ違い突帯を有する。器面調整は，内外面ともに斜位か
ら横位のナデ，又はヘラナデが施される。器面には輪積
みの痕跡が残る。底部付近には指頭圧痕が認められる。
口縁部より胴部上半にかけてススが付着する。
ɹ145は底部に張り出しを有し，口縁部付近がやや内側
に湾曲する。胴部上位に刻み目を施した突帯を有する。
器面調整は，横位から斜位のナデ，又はヘラナデが施さ
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0 (1:3) 10cm
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れる。器面には輪積みの痕跡が残る。底部付近に
は指頭痕が認められる。口縁部より胴部上半にか
けてススが付着する。
ɹ146・147は口縁部がやや内湾する形状を呈す
る。
ɹ146はほぼ完形で，充実脚台状の底部を有する。
胴部下半は丸みを帯び，胴部上位に棒状工具によ
る刻み目を施した擦れ違い突帯を有する。器面調
整は，内外面共に横位から斜位の工具によるナデ
が施される。突帯から上位の器面には輪積みの痕
跡が残る。底部には指頭痕が認められる。
ɹ147は口縁部から胴部上半にかけての破片であ
る。胴部に刻み目を施した突帯を有する。器面調
整は，外面は横位から斜位のナデ，内面はヘラナ
デが施される。
ɹ148 ～ 150は丸底の甕で，いずれもほぼ完形で
ある。
ɹ148は胴部が直線的に立ち上がり，頸部の屈曲
はゆるやかで，口縁部はわずかに外反する。器面
調整は，外面は胴部から頸部にかけて縦位のヘラ
ナデ，内面は斜位のナデが施される。胴部にスス
が付着しており，底部付近は被熱の痕跡が認めら
れる。
ɹ149は胴部が内湾して立ち上がり，口縁部は外
反する。頸部の屈曲は小さい。器面調整は内外面
共に横位から斜位のヘラナデが施される。口縁部
付近にススが付着する。
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ɹ150は胴部が直線的に立ち上がり，口縁部から頸部は，
ゆるいS字状に屈曲して外反する。底部は欠損している。
器面は摩耗しており調整は不明瞭だが，頸部付近にヘラ
ナデが認められる。胴部の一部にススが付着する。
ɹ151は坩である。丸底を呈し，胴部は楕円形で頸部か
ら口縁部は直線的に立ち上がる。器面調整は，口縁部に
ナデ，胴部外面に横位のミガキが施される。
ɹ152は小型壺の口縁部である。頸部はほぼ直立し，口
縁部付近が外反する。器面調整は横位のナデが施され
る。
ɹ153は高坏である。脚部を欠損している。坏部中位で

屈折し，口縁部は外反する。器面調整は接脚部付近は縦
位のミガキ，上位は横位のミガキが施される。
ɹ154 ～ 159は鉢である。丸底で，口縁部付近はほぼ直
立する。器面調整は，横位から縦位のナデ，またはヘラ
ナデが施される。154・158は内面にススが付着してい
る。
ɹ160 ～ 162は床面上から出土した加工痕を有する軽石
である。平坦面を整形しており、炉の支脚として使用さ
れたものとも考えられる。
ɹ163は上面に被熱の痕跡を有する平坦な礫である。

0 (1:4) 10cm



被熱範囲
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含まれる。
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まりが強い。
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ɹG・H－４区Ⅱe層で検出される。住居の南西側は
調査外に延びており，平面形は５ｍ×５ｍの方形を呈
すると考えられる。東側中央に出入り口と思われる張
り出しがある。Ⅱe層上面で平面形が検出されたが，
西側の土層断面においてⅡc層からの掘り込みが確認
できる。壁面はほぼ垂直で，床面までの深さは80cｍ
程であったものと推定される。張り出し部底面は床面

ୈûþਤɹ୦݀ॅډ跡̎߸ʢ̍ʣ

より10㎝ほど一段高い。ピットが６基
検出された。主柱は中央南北で並ぶP５
とP６の二本とみられ，主柱間の距離は
２m20㎝，深さはＰ６で40㎝を測る。
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１：黒色土。やや軟質。Ⅱc・dの混在土。

２：黒色土。埋土 1よりしまりが強い。パミスが少量含まれる。

３：黒褐色土。パミスが少量含まれる。

４：黒色土。Ⅳ層アカホヤ火山灰が混在。

５：黒褐色土。埋土３よりしまりが強い。

６：黒色土。砂質でやや軟質。

７：明褐色土。砂質でもろい。Ⅳ層の小ブロックが混在。

P2 １：黒色土。砂質でやや軟質。

P2 ２：明褐色土。砂質でもろい。Ⅳ層の小ブロックが混在。

ô�53�ô

ୈûÿਤɹ୦݀ॅډ跡̎߸ʢ̎ʣ

壁際に幅25㎝，深さ20㎝程の壁帯溝が巡り，それに平
行する形で，壁から80㎝程内側に，幅20㎝，深さ15㎝
程の方形区画の溝が検出された。溝はさらにP５に繋が
る形で溝の西辺に平行するもの，P６付近から東側の壁
帯溝に伸びるもの，内側の溝東側から北側の壁帯溝に伸
びるものが加わる。床は全体的に平坦面を形成し，溝を
挟む高低差はほとんどない。床面で確認された溝の形状
から，建物内に何らかの区画を有していたものとも考え
られる。
ɹ埋土は７層に分層され，パミスを含む黒～黒褐色土を
主体とし,１～５層はほぼ水平に堆積する。
ɹ竪穴内には炭化材が多く見られ，その中には板材と思
われるものも見られる。部材は樹種同定の結果はセンダ
ンであった。
ɹ遺物は12点を図示した。
ɹ164・165は丸底の壺である。胎土・器面調整が類似
しており，同一個体とも考えられる。164は口縁部から
肩部にあたり，頸部から口縁部にかけて直線的に立ち上
がる。165は胴部から底部にあたり，ほぼ球状を呈する。
器面調整は主に工具によるナデが施され，器面は精緻で
ある。
ɹ166・167は壺又は坩の口縁部破片と考えられる。横
位のナデが施される。
ɹ168・169は広口の小型丸底壺，又は坩である。168は
胴部の破片で，内外面ともに精緻な横位のミガキが施さ

���

���

0 (1:3) 10cm
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れる。169は口縁部から頸部の破片で，横位のナデが施
される。
ɹ170は甕の肩部と考えられる。外面に斜位のハケメが
施され，内面は工具によるケズリが認められる。
ɹ171は高坏の脚部である。裾部にかけてハの字状に開
き，脚部は棒状を呈する。器面調整は，内外面共にヘラ
ナデが施される。
ɹ172は小型の手捏ね土器である。
ɹ173は磨面と敲打痕が認められる礫石器である。平坦
な礫を使用し，両面及び側面の一部に敲打痕がある。石
材は安山岩である。
ɹ174は磨面と敲打痕が認められる礫石器である。底面
脚上の突起を有する。石材は安山岩である。
ɹ175は砥石である。両面を砥面とし，石材は砂岩であ
る。　　
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230( 鉢 )

187( 壺 )

189( 壺 )

180( 甕 )

188( 壺 )

185( 甕 )

195( 坩 )

223( 鉢 )

207( 高坏 )

206( 高坏 )

205( 高坏 )

204( 高坏 )

217( 高坏 )

216( 高坏 )

184( 甕 )

190( 壺 )

202( 高坏 )

182( 甕 )　

ୈüùਤɹݹ෿࣌୅遺෺ग़౔ঢ়گ

ʢ̏ʣ遺෺ʢୈüù ʙ üþਤʣ
ɹ古墳時代の遺物は，主としてⅡ層（黒褐色土～黒色土）
から出土した。
ɹ大部分は成川式土器の辻堂原式～笹貫式（中村1987）
に比定される。また，TK208型式に併行するとみられ
る須恵器𤭯の口縁部から頸部が出土している。
ɹ出土状況は，標高39ｍ～ 41ｍを中心として，調査区
全体に分布する。
ɹこの内，33点を図示した。
ɹ176・177は刻み目を施した突帯を有する甕の口縁部

である。口縁はわずかに内湾する。176は斜位のヘラナ
デが施される。177は外面に斜位のナデが施され，内面
に指頭痕が認められる。刻み目には布目の痕跡が認めら
れる。
ɹ178・179は甕の脚部である。外面に指頭痕が認めら
れる。178は中実で平底を呈する。179は天井部が平坦
で脚部は外反する。
ɹ180・181は甕である。180は底部を欠損する。頸部は
垂直に立ち上がり，口縁部は外反する。器面調整は口縁
部内外面に横位のナデ，頸部から胴部の外面に斜位から
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縦位のヘラナデ，内面に横位のヘラナデが施される。器
面には輪積みの痕跡が残る。181は口縁部から胴部の破
片である。頸部の屈曲は小さく，口縁部は外反する。器
面調整は口縁部内外面に横位のナデ，外面胴部に斜位の
ヘラナデが施される。口縁部に炭化物が付着している。
182は胴部下半を欠損する。頸部はくの字状に屈折し，
口縁部は外反する。器面調整は摩耗により不明瞭だが，
斜位のヘラナデが認められる。183は底部の破片である。
ヘラナデによる調整が施される。
ɹ184 ～ 186は球胴を呈し，口縁部が内湾気味にひらく，
布留式に類似した甕の破片である。器面調整は口縁部に
横位のナデ，肩部外面に斜位のハケメが施され，内面に
工具によるケズリが認められる。
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ɹ187 ～ 195は壺である。187は丸底を呈し，肩部はな
で肩で，頸部に棒状工具による刻み目を施した突帯を有
する。広口で，口縁部はほぼ直立する。器面調整は外面
に横位のヘラナデの後ミガキ，内面に横位のヘラナデが
施される。内面に指頭痕が残る。188は頸部から肩部の
破片である。肩部はなで肩で，頸部に斜位の刻み目を施
した突帯を有する。189は口縁部から胴部上半が残存す

る。肩部はなで肩で，頸部に棒状工具による斜位の刻み
目を施した突帯を有する。刻み目には布目の痕跡が認め
られる。広口で口縁部は外反する。器面調整は不明瞭だ
が口縁部に横位のナデ，胴部外面に横位から斜位のヘラ
ナデが施される。190は口縁部から頸部の破片である。
器面調整は口縁部に横位のナデ，肩部に縦位のヘラナデ
が施される。口唇部に外面側からの敲打による欠損が認
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められる。191 ～ 195は口縁部の破片である。191は頸
部からの立ち上がりが直線的で，口縁部のみ外反する。
調整は横位のナデが施される。192 ～ 194は頸部から口
縁部にかけて直線的に外反する。195は頸部から湾曲気
味に外反する。
ɹ196 ～ 199は小型丸底壺，又は坩である。193は口径
が胴部径よりも大きく，口縁部が長く伸びる形状を呈す
る。器面調整は内外面共にミガキが施される。197は胴
部の破片である。胴部上半に斜位のヘラナデが施され
る。198・199は丸底を呈する底部の破片である。
ɹ200 ～ 209は高坏の坏部である，200 ～ 202は中ほど
で屈曲して稜を有し，口縁が大きく外反する。器面調整
は横位のナデが施される。203 ～ 208は坏部の下位で屈

���

���

曲し，口縁部は斜め上方へ直線的に開く。器面調整は内
外面共にミガキが施される。208は横位のナデの後，縦
位のミガキにより，外面に放射状の暗紋を有する。209
は椀形を呈する。器面は外面に横位のミガキが施され，
内面に横位のナデの後，縦位のミガキによる放射状の暗
紋を有する。
ɹ210 ～ 221は高坏の脚部である。210 ～ 215は棒状を
呈する。216・217は棒状の脚部から屈曲して広がる裾
部である。218 ～ 221はハの字状に開く脚台である。器
面調整は外面にミガキが施される。221は円形の透かし
を有する。
ɹ222は小型の器台である。上部に放射状の暗紋を有す
る。
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ɹ223 ～ 231は鉢，又は坏である。223は体部からS字
状に屈曲して口縁が開く。器面調整は内外面共にミガキ
が施される。224は頸部が屈曲し，口縁部が外反する。
225は平底で胴部が直立し，口縁部が外反する。器面調
整は内外面共にヘラナデが施される。226は鉢の破片と
考えられる。227 ～ 232は丸底の坏である。
ɹ233 ～ 236は古代以降の資料である。233・234は壺の

胴部破片である。外面にハケメが施される。235 ～ 237
はロクロ土師器坏の破片である。
ɹ238は小型の手捏ね土器である。
ɹ239は須恵器の𤭯である。口縁部から頸部が残存する。
頸部に櫛描波状文が施されており，TK208型式と考え
られる。
ɹ240・241は加工痕を有する軽石である。
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第４章　自然科学分析

１　荒園遺跡における放射性炭素年代（AMS測定）
（株）加速器分析研究所

１　測定対象試料
　荒園遺跡は，鹿児島県曽於郡大崎町仮宿（北緯31°26
′23″，東経130°59′33″）に所在し，標高約35ｍの台地
上に位置する。測定対象試料は，1号竪穴式住居出土炭
化物（No.1：IAAA-123707），土器付着炭化物（No.3：
IAAA-123709，No.4：IAAA-123710），2号竪穴式住居
出土炭化物（No.2：IAAA-123708）の合計4点である

（表1）。土器付着炭化物No.3，4は，甕形土器の胴部に
付着した炭化物が採取された。

２　測定の意義
　1号，2号竪穴式住居の築造年代，及び1号竪穴式住居
内で出土した甕形土器の使用年代を明らかにする。

３　化学処理工程
（１）メス・ピンセットを使い，根・土等の付着物を取

り除く。
（２）酸-アルカリ-酸（AAA：Acid Alkali Acid）処理

により不純物を化学的に取り除く。その後，超純水
で中性になるまで希釈し，乾燥させる。AAA処理
における酸処理では，通常1mol/ℓ（1M）の塩酸

（HCl）を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウ
ム（NaOH）水溶液を用い，0.001Mから1Mまで徐々
に濃度を上げながら処理を行う。アルカリ濃度が
1Mに 達 し た 時 に は「AAA」，1M未 満 の 場 合 は

「AaA」と表1に記載する。
（３）試料を燃焼させ，二酸化炭素（CO2）を発生させる。
（４）真空ラインで二酸化炭素を精製する。
（５）精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元

し，グラファイト（C）を生成させる。
（６）グラファイトを内径1mmのカソードにハンドプレ

ス機で詰め，それをホイールにはめ込み，測定装置
に装着する。

４　測定方法
　加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC社製）
を使用し，14Cの計数， 13C濃度（13C/12C），14C濃度

（14C/12C）の測定を行う。測定では，米国国立標準局
（NIST）から提供されたシュウ酸（HOxⅡ）を標準試料
とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も
同時に実施する。

５　算出方法
（１）δ13C は，試料炭素の13C 濃度（13C/12C）を測定

し，基準試料からのずれを千分偏差（‰）で表した
値である（表1）。AMS装置による測定値を用い，
表中に「AMS」と注記する。

（２）14C年代（Libby Age：yrBP）は，過去の大気中
14C濃度が一定であったと仮定して測定され，1950
年を基準年（0yrBP）として遡る年代である。年代
値の算出には，Libbyの半減期（5568年）を使用す
る（Stuiver and Polach 1977）。14C年代はδ13Cに
よって同位体効果を補正する必要がある。補正した
値を表1に，補正していない値を参考値として表2
に示した。14C年代と誤差は，下1桁を丸めて10年
単位で表示される。また，14C年代の誤差（±1σ）
は，試料の14C年代がその誤差範囲に入る確率が
68.2％であることを意味する。

（３）pMC (percent Modern Carbon)は，標準現代炭素
に対する試料炭素の14C濃度の割合である。pMC
が小さい（14Cが少ない）ほど古い年代を示し，
pMCが100以上（14Cの量が標準現代炭素と同等以
上）の場合Modernとする。この値もδ13Cによっ
て補正する必要があるため，補正した値を表1に，
補正していない値を参考値として表2に示した。

（４）暦年較正年代とは，年代が既知の試料の14C濃度
を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ，過去の
14C濃度変化などを補正し，実年代に近づけた値で
ある。暦年較正年代は，14C年代に対応する較正曲
線 上 の 暦 年 代 範 囲 で あ り，1標 準 偏 差（1σ ＝
68.2％）あるいは2標準偏差（2σ＝95.4％）で表示
される。グラフの縦軸が14C年代，横軸が暦年較正
年代を表す。暦年較正プログラムに入力される値
は，δ13C補正を行い，下一桁を丸めない14C年代
値である。なお，較正曲線および較正プログラム
は，データの蓄積によって更新される。また，プロ
グラムの種類によっても結果が異なるため，年代の
活用にあたってはその種類とバージョンを確認す
る必要がある。ここでは，暦年較正年代の計算に，
IntCal09データベース（Reimer et al. 2009）を用い，
OxCalv4.1較正プログラム（Bronk Ramsey 2009）
を使用した。暦年較正年代については，特定のデー
タベース，プログラムに依存する点を考慮し，プロ
グラムに入力する値とともに参考値として表2に示
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した。暦年較正年代は，14C年代に基づいて較正
（calibrate）された年代値であることを明示するた
めに「cal BC/AD」（または「cal BP」）という単位
で表される。

６　測定結果
　試料の14C年代は，1号竪穴式住居出土炭化物No.1が
1570±20yrBP，土器付着炭化物No.3が1560±20yrBP，
No.4が1600±20yrBP，2号竪穴式住居出土炭化物No.2
が1790±20yrBPである。1号竪穴式住居から出土した
3点の値は，誤差（±1σ）の範囲で重複もしくは近接し
ており，おおむね近い年代を示す。
暦年較正年代（1σ）は，No.1が435 ～ 537cal AD，No.3
が436 ～ 541cal AD No.4が420 ～ 532cal AD，No.2が
143 ～ 318cal ADの間に各々複数の範囲で示される。
No.1，3，4が古墳時代中期から後期頃，No.2が弥生時
代後期から古墳時代前期頃に相当する（佐原2005）。
なお，試料No.2が含まれる1 ～ 3世紀頃の暦年較正に関
しては，北半球で広く用いられる較正曲線IntCal09に
対して日本産樹木年輪試料の測定値が系統的に異なると
の指摘がある（尾嵜2009，坂本2010など）。その日本版
較正曲線を用いて試料No.2の測定結果を暦年較正した

場合，ここで報告する較正年代値よりも新しくなる可能
性がある。
試料の炭素含有率はすべて60％以上の十分な値で，化
学処理，測定上の問題は認められない。
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２　荒園遺跡出土試料の自然科学分析
（年代測定，樹種・種実同定）

ύϦϊɾαʔϰΣΠࣜגձࣾ
はじめに
ɹ荒園遺跡は，鹿児島県曽於郡大崎町仮宿に所在し，持
留川左岸に隣接する仮宿台地の南側縁辺部(標高約
50m)に位置する。平成24 ～ 26年度の調査結果によれ
ば，縄文時代早期の集石，弥生時代中期の竪穴住居跡，
古墳時代の竪穴住居跡，中世の溝状遺構などの遺構や，
旧石器時代の細石刃核(畦原型)，細石刃，黒曜石と水
晶の剥片やチップ，縄文時代早期の土器･石器，弥生時
代中期の土器･石器，古墳時代の土器，中世の東播系須
恵器･備前焼などの遺物が検出される他，喜界カルデラ
噴火に伴う液状化現象(噴砂跡)や紫ゴラ(AD874年)
に比定される火山灰層が確認されている。
ɹ本分析調査では，竪穴住居跡より出土した炭化材と炭
化種実の同定および放射性炭素年代測定を実施し，年代
および当時の植物利用に関する資料を作成する。

１　試料
ɹ試料は，炭化材2点(試料番号1,2)，炭化種実8点(試
料番号3 ～ 8，予備2点)の，計10点である。
ɹ放射性炭素年代測定は，竪穴住居跡2号 焼失家屋炭
化物(部材)(試料番号1)，竪穴住居跡1号 埋土内炭化
物(試料番号3 ～ 5)，竪穴住居跡2号 埋土内炭化物(試
料番号6 ～ 8)より選択･一部同定された炭化材計7点を
対象に実施する。
ɹ炭化材同定は，竪穴住居跡2号 焼失家屋炭化物(部
材)(試料番号1)，竪穴住居跡1号 炭化物(試料番号2)
の，2点について実施するほか，年代測定に用いる炭化
材6点(試料番号3 ～ 8)についても，同定を実施する。
ɹ炭化種実同定は，竪穴住居跡1号 埋土内炭化物(試料
番号3 ～ 5)，竪穴住居跡2号 埋土内炭化物(試料番号
6 ～ 8)と，予備試料2点(1号住居内埋土，2号住居内埋
土)の，計8点を対象に実施する。

２　分析方法
(1)放射性炭素年代測定
ɹ試料の状況を観察し，年代測定用試料として約50mg
を切り出す。切り出した植物片から，メス・ピンセット
などにより，根や土壌など後代の付着物を，物理的に除
去する。塩酸（HCl）により炭酸塩等酸可溶成分を除去，
水酸化ナトリウム（NaOH）により腐植酸等アルカリ可
溶成分を除去，HClによりアルカリ処理時に生成した炭
酸塩等酸可溶成分を除去する（酸・アルカリ・酸処理 
AAA:Acid Alkali Acid）。 濃 度 はHCl，NaOH共 に
1mol/Lである。試料の燃焼，二酸化炭素の精製，グラ
フ ァ イ ト 化(鉄 を 触 媒 と し 水 素 で 還 元 す る)は

Elementar社 のvario ISOTOPE cubeとIonplus社 の
Age3を連結した自動化装置を用いる。処理後のグラ
ファイト・鉄粉混合試料をNEC社製のハンドプレス機
を用いて内径1mmの孔にプレスし，測定試料とする。
ɹ測定はタンデム加速器をベースとした14C-AMS専用
装 置(NEC社 製)を 用 い て，14Cの 計 数，13C濃 度
(13C/12C)，14C濃度(14C/12C)を測定する。AMS測
定時に，米国国立標準局（NIST）から提供される標準
試料(HOX-Ⅱ)，国際原子力機関から提供される標準
試料(IAEA-C6等)，バックグラウンド試料(IAEA-C1)
の測定も行う。
ɹδ13Cは試料炭素の13C濃度(13C/12C)を測定し，基
準試料からのずれを千分偏差(‰ )で表したものである。
放射性炭素の半減期はLIBBYの半減期5,568年を使用す
る。また，測定年代は1950年を基点とした年代（BP）
であり，誤差は標準偏差（One Sigma;68%）に相当する
年代である。測定年代の表示方法は，国際学会での勧告
に従う(Stuiver and Polach 1977)。また，暦年較正用に
一桁目まで表した値も記す。
ɹ暦年較正に用いるソフトウエアは，Oxcal4.2(Bronk 
& Lee , 2013)を用いる。較正曲線はIntcal13(Reimer et 
al.,2013)を用いる。
(2)炭化材同定
ɹ試料を自然乾燥させた後，木口(横断面)・柾目(放
射断面)・板目(接線断面)の3断面の割断面を作製し，
実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の
種類や配列を観察し，その特徴を現生標本および独立行
政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと
比較して種類(分類群)を同定する。
ɹなお，木材組織の名称や特徴は，島地・伊東(1982)や
Wheeler他(1998)を参考にする。また，日本産樹木の木材組
織については，林(1991)や伊東(1995,1996,1997,1998,1999)を参
考にする。
(3)炭化種実同定
ɹ試料を双眼実体顕微鏡下で観察し，ピンセットを用い
て，同定が可能な炭化種実を抽出する。炭化種実の同定
は，現生標本および石川(1994)，中山ほか(2010)，鈴
木ほか(2012)等を参考に実施し，個数を数えて結果を
一覧表で示す。同定された分類群は，写真を添付して同
定根拠とする。また，主な分類群を対象に，デジタルノ
ギスを用いて，炭化種実の大きさを計測した結果を一覧
表に併記する。分析後は，炭化種実を分類群別に容器に
入れて返却する。

３　結果
(1)放射性炭素年代測定
ɹ結果を表1に示す。今回の試料はいずれも保存状態が
良く，定法でのAAA処理が可能である。年代値は，試



ô�69�ô

ྉࢼ
൪߸ Ҩߏ ੑঢ় ঢ়ܗ ෼ੳࢼྉ ॲཧ

ํ๏
ิਖ਼೥୅

#1
Ў��̘
ʢ̄ʣ

$PEF�/P�
1-%ô QBMô

� ୦݀ॅډ੻�߸� ୸Խࡐ ൘໨ঢ় ൒ׂ """ �
���ʶ��� ����ʶ�� ����� �����

� ୦݀ॅډ੻�߸� ୸Խࡐ ഁย�ย ಉ Ұ थ छ�ย ࢖
༻ï઀߹ແð """ �
���ʶ��� ����ʶ�� ����� �����

� ୦݀ॅډ੻�߸� ୸Խࡐ ഁย�ย ࢖େͷഁยΛ࠷
༻ """ �
���ʶ��� ����ʶ�� ����� �����

� ୦݀ॅډ੻�߸� ୸Խࡐ ഁย�ย ࢖େͷഁยΛ࠷
༻ """ �
���ʶ��� ����ʶ�� ����� �����

� ୦݀ॅډ੻�߸� ୸Խࡐ ഁย�ยï઀߹ð ಉ Ұ थ छ�ย ࢖
༻ï઀߹ð """ �
���ʶ��� ����ʶ�� ����� �����

� ୦݀ॅډ੻�߸ ୸Խࡐ ϛΧϯׂঢ়�ย ֎�೥ """ �
���ʶ��� ����ʶ�� ����� �����

� ୦݀ॅډ੻�߸� ୸Խࡐ ඍࡉย��ย �छ ྨ��ย Λ ू
Ίͯ࢖༻ """ �
���ʶ��� ����ʶ�� ����� �����

1ð೥୅஋ͷࢉग़ʹ͸ɺ-JCCZͷ൒5568ظݮ೥Λ࢖༻ɻ
2ð#1೥୅஋͸ɺ1950೥Λج఺ͱͯ͠Կ೥લͰ͋Δ͔Λࣔ͢ɻ
3ð෇ࠩޡͨ͠ه͸ɺଌఆࠩޡМʢଌఆ஋ͷ68ˋ͕ೖΔൣғʣΛ೥୅஋ʹͨ͠ࢉ׵஋ɻ
4ð"""͸ɺࢎɺΞϧΧϦɺࢎॲཧΛࣔ͢ɻ

ྉ໊ࢼ ิਖ਼೥୅
ï#1ð

ྐྵ೥ֱਖ਼೥୅ $PEF�/P�೥୅஋ ֬཰ தԝ஋
�߸ྉ൪ࢼ
୦݀ॅډ੻
�߸
୸Խ෺

����ʶ�� М DBM "% ����� ô DBM "% ����� DBM #1 �
��� ô �
��� ����� ̲̰̻̖̙
���

QBMô
�����

1-%ô
�����DBM "% ����� ô DBM "% ����� DBM #1 �
��� ô �
��� �����

�М DBM "% ����� ô DBM "% ����� DBM #1 �
��� ô �
��� �����
DBM "% ����� ô DBM "% ����� DBM #1 �
��� ô �
��� �����

�߸ྉ൪ࢼ
୦݀ॅډ
�߸
୸Խ෺

����ʶ��
М

DBM "% ����� ô DBM "% ����� DBM #1 �
��� ô �
��� ����� ̲̰̻̖̙
���

QBMô
�����

1-%ô
�����DBM "% ����� ô DBM "% ����� DBM #1 �
��� ô �
��� �����

DBM "% ����� ô DBM "% ����� DBM #1 �
��� ô �
��� �����

�М
DBM "% ����� ô DBM "% ����� DBM #1 �
��� ô �
��� �����
DBM "% ����� ô DBM "% ����� DBM #1 �
��� ô �
��� �����
DBM "% ����� ô DBM "% ����� DBM #1 �
��� ô �
��� �����

�߸ྉ൪ࢼ
୦݀ॅډ੻
�߸
୸Խ෺

����ʶ�� М DBM "% ����� ô DBM "% ����� DBM #1 �
��� ô �
��� ����� ̲̰̻̖̙
���

QBMô
�����

1-%ô
�����DBM "% ����� ô DBM "% ����� DBM #1 �
��� ô �
��� �����

�М DBM "% ����� ô DBM "% ����� DBM #1 �
��� ô �
��� �����
DBM "% ����� ô DBM "% ����� DBM #1 �
��� ô �
��� �����

�߸ྉ൪ࢼ
୦݀ॅډ੻
�߸
୸Խ෺

����ʶ�� М DBM "% ����� ô DBM "% ����� DBM #1 �
��� ô �
��� ����� ̲̰̻̖̙
���

QBMô
�����

1-%ô
�����DBM "% ����� ô DBM "% ����� DBM #1 �
��� ô �
��� �����

�М DBM "% ����� ô DBM "% ����� DBM #1 �
��� ô �
��� �����
DBM "% ����� ô DBM "% ����� DBM #1 �
��� ô �
��� �����

�߸ྉ൪ࢼ
୦݀ॅډ੻
�߸
୸Խ෺

����ʶ�� М DBM "% ����� ô DBM "% ����� DBM #1 �
��� ô �
��� ����� ̲̰̻̖̙
���

QBMô
�����

1-%ô
�����DBM "% ����� ô DBM "% ����� DBM #1 �
��� ô �
��� �����

�М
DBM "% ����� ô DBM "% ����� DBM #1 �
��� ô �
��� �����
DBM "% ����� ô DBM "% ����� DBM #1 �
��� ô �
��� �����
DBM "% ����� ô DBM "% ����� DBM #1 �
��� ô �
��� �����

�߸ྉ൪ࢼ
୦݀ॅډ੻
�߸

����ʶ�� М DBM "% ����� ô DBM "% ����� DBM #1 �
��� ô �
��� ����� ̲̰̻̖̙
���

QBMô
�����

1-%ô
�����DBM "% ����� ô DBM "% ����� DBM #1 �
��� ô �
��� �����

�М DBM "% ����� ô DBM "% ����� DBM #1 �
��� ô �
��� �����
�߸ྉ൪ࢼ
୦݀ॅډ੻
�߸
୸Խ෺

����ʶ��
М

DBM #$ ����� ô DBM #$ ����� DBM #1 �
��� ô �
��� ����� ̲̰̻#$
���

QBMô
�����

1-%ô
�����DBM #$ ����� ô DBM #$ ����� DBM #1 �
��� ô �
��� �����

DBM #$ ����� ô DBM #$ ����� DBM #1 �
��� ô �
��� �����
�М DBM #$ ����� ô DBM #$ ����� DBM #1 �
��� ô �
��� �����

1ðࢉܭʹ͸ɺ0YDBMɹ74�2Λ࢖༻�
2ðࢉܭʹ͸දʹؙࣔͨ͠ΊΔલͷ஋Λ࢖༻͍ͯ͠Δɻ�
3ð1ܻ໨ΛؙΊΔͷ͕͕ͩྫ׳ɺྐྵ೥ֱਖ਼ۂઢ΍ྐྵ೥ֱਖ਼ϓϩάϥϜ͕վਖ਼͞Εͨ৔߹ͷࢉܭ࠶΍ൺֱ͕͍ߦ΍͍͢Α͏ʹɺ1ܻ໨Λ
ؙΊ͍ͯͳ͍ɻ
4ð౷ܭతʹਅͷ஋͕ೖΔ֬཰͸М͸68�ɺ2М͸95�Ͱ͋Δ��
5ðதԝ஋͸ɺ֬཰෼෍ਤͷ໘ੵ͕ೋ෼͞ΕΔ஋Λ೥୅஋ʹͨ͠ࢉ׵΋ͷɻ

ද̎ɽྐྵ೥ֱਖ਼݁Ռ

ද̍ɽ์ࣹੑ୸ૉ೥୅ଌఆ݁Ռ

料番号1が1745±20BP，試料番号3が1615±20BP，試
料番号4が1610±25BP，試料番号5が1605±20BP，試
料番号6が1660±25BP，試料番号7が1750±20BP，試
料番号8が2085±20BPである。
ɹ暦年較正とは，大気中の14C濃度が一定で半減期が

5568年として算出された年代値に対し，過去の宇宙線
強度や地球磁場の変動による大気中の14C濃度の変動，
及び半減期の違い（14Cの半減期5730±40年）を較正す
ることによって，暦年代に近づける手法である。較正の
もとになる直線は暦時代がわかっている遺物や年輪(年
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輪は細胞壁のみなので，形成当時の14C年代を反映して
いる)等を用いて作られており，最新のものは2013年に
発表されたIntcal13(Reimer et ai.,2013)である。また，
較正年代を求めるソフトウエアはいくつか公開されてい
るが，今回はOxcal4.2(Bronk & Lee , 2013)を用いる。
なお，年代測定値に関しては，国際的な取り決めによ
り，測定誤差の大きさによって値を丸めるのが普通であ
るが(Stuiver and Polach 1977)，将来的な較正曲線なら

びにソフトウエアの更新に伴う比較，再計算がしやすい
ように，表には丸めない値(1年単位)を記す。2σの値
は， 試 料 番 号1がcalAD240 ～ 380， 試 料 番 号3が
calAD390 ～ 540，試料番号4がcalAD400 ～ 540，試料
番 号5がcalAD400 ～ 540， 試 料 番 号6がcalAD260 ～
500， 試 料 番 号7がcalAD240 ～ 340， 試 料 番 号8が
calBC170 ～ 50，である(表2，図1)。
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ïùð୸Խࡐಉఆ
ɹ結果を表3に示す。炭化材は，広葉樹7種類(コナラ
属アカガシ亜属・クスノキ科・リンボク・バラ科ナシ亜
科・センダン・エゴノキ属・ハイノキ属ハイノキ節)と
イネ科に同定された。各分類群の解剖学的特徴等を記
す。
ɾίφϥଐΞΧΨγѥଐʢQuercus subgen. Cyclobalanopsisðɹ
ϒφՊ
ɹ試料は2点あるが，いずれもAMSに全量使用するた
め，実体顕微鏡のみによる観察。放射孔材で，道管は単
独で放射方向に配列する。大型の複合放射組織を持つ。
ɾΫεϊΩՊʢLauraceaeʣ
ɹ試料は小片で実体顕微鏡による観察のみ。散孔材で，
道管は単独または2-3個が放射方向に複合して散在す
る。放射組織は異性，1-2細胞幅，1-20細胞高。柔細胞
には油細胞が認められる。
ɾϦϯϘΫʢPrunus spinulosa Sieb. et Zucc.ʣόϥՊαΫϥ
ଐ
ɹ散孔材で，道管は小径，単独または2-8個が主に放射
方向に複合して散在し，年輪界に向かって径を漸減させ
る。道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列，内壁に
はらせん肥厚が認められる。放射組織は異性，1-3細胞
幅，1-30細胞高。
ɾόϥՊφγѥՊʢRosaceae subfam. Maloideaeʣ
ɹ散孔材で，道管は単独または2-5個が複合して散在し，
年輪界に向かって径を漸減させる。道管の分布密度は比
較的高い。道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列，
内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性，
1-2細胞幅，1-20細胞高。
ɾηϯμϯʢMelia azedarach L. var. subtripinnata Miquelʣ
ηϯμϯՊηϯμϯଐ
ɹ環孔材で，孔圏部は3-5列，孔圏外でやや急激に径を

減じたのち，単独または2-6個が複合して配列し，年輪
界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し，壁
孔は交互状に配列，小道管内壁にはらせん肥厚が認めら
れる。放射組織は同性，1-4細胞幅，1-30細胞高。
ɾΤΰϊΩଐʢStyraxʣɹΤΰϊΩՊ
ɹ試料は小片で，実体顕微鏡による観察のみ実施。散孔
材で，横断面では楕円形，単独または2-4個が複合して
散在し，年輪界に向かって径を漸減させる。道管は階段
穿孔を有する。放射組織は異性，1-3細胞幅，1-20細胞
高。
ɾϋΠϊΩଐϋΠϊΩઅʢSymplocos sect. LodhraʣϋΠϊ
ΩՊ
ɹ散孔材で，道管は単独または2-5個が複合する。道管
の分布密度は比較的高い。道管は階段穿孔を有し，段は
多数。放射組織は異性，1-3細胞幅，1-20細胞高。
ɾΠωՊʢGramineaeʣ
ɹ試料は微細片。軸方向組織のみで，放射組織は認めら
れない。原生木部の小径の道管の左右に1対の大型の道
管があり，その外側に師部細胞がある。これらを厚壁の
繊維細胞（維管束鞘）が囲んで維管束を形成している。
ïúð୸Խछ࣮ಉఆ
ɹ結果を表4に示す。また，炭化種実各分類群の写真を
図版2に，主な炭化種実の計測値等を表4に示して同定
根拠とする。分析に供された8試料を通じて，被子植物
3分類群(落葉広葉樹のブドウ属，栽培種のイネ，コム
ギ)4個の炭化種実が同定された。16個は保存状態が不
良で同定ができなかった。炭化種実以外の残渣は，炭化
材を主体とし，菌核や土粒等を含む。以下，炭化種実の
出土状況を述べる。
ɾࢼྉ൪߸úï୦݀ॅډ跡ø߸�ຒ౔಺୸Խ෺ð
ɹ不明の破片が1個確認され，果皮か樹皮かの判別が困
難であった。
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ɾࢼྉ൪߸ûï୦݀ॅډ跡ø߸ɹຒ౔಺୸Խ෺ð
ɹ不明の破片が1個確認され，菌核の可能性がある。
ɾࢼྉ൪߸üï୦݀ॅډ跡ø߸ɹ�ຒ౔಺୸Խ෺ð
ɹ不明の破片が1個確認され，穀類等の種実の可能性が
ある。
ɾࢼྉ൪߸ýï୦݀ॅډ跡ù߸ɹ�ຒ౔಺୸Խ෺ð
ɹ落葉つる性木本のブドウ属の種子が1個確認された。
ɾࢼྉ൪߸þï୦݀ॅډ跡ù߸ɹ�ຒ౔಺୸Խ෺ð
ɹ栽培種のイネの胚乳が1個と，不明の破片が11個確認
された。イネの胚乳(炭化米)の計測値より求めた「粒
大(長さ×幅)，粒形(長さ/幅)」(佐藤,1988)は，粒
大が10.64で極小型，粒形が1.41となり，短粒に該当す
る。
ɹ一方，不明の破片は，最大8.7mmを測り，表面が平
滑で材質が類似することから，同分類群･部位に由来す
ると考えられる。
ɾࢼྉ൪߸ÿï୦݀ॅډ跡ù߸ɹ�ຒ౔಺୸Խ෺ð
ɹ同定が可能な炭化種実は確認されなかった。
ɾ༧උïø߸ॅډ಺ຒ౔ð
ɹ栽培種のイネの胚乳と考えられる破片が1個と，コム
ギの胚乳の破片が1個確認された。
ɾ༧උïù߸ॅډ಺ຒ౔ð
ɹ不明の破片が2個確認され，果皮か樹皮かの判別が困
難であった。

４　考察
ɹ竪穴住居跡1号，竪穴住居跡2号から出土した炭化材
は，いずれも小片あるいは微細片であり，元の形状は不
明である。これらの炭化材には，コナラ属アカガシ亜
属，クスノキ科，リンボク，バラ科ナシ亜科，センダ
ン，エゴノキ属，ハイノキ属ハイノキ節，イネ科の，計
8種類が確認された。
ɹまた，炭化材の暦年較正値(2σ)は，竪穴住居跡1号

は，アカガシ亜属(試料番号3)がcalAD390 ～ 540，リ
ンボク(試料番号4)がcalAD400 ～ 540，ナシ亜科(試
料番号5)がcalAD400 ～ 540と，値がよく揃っており，
約AD400 ～ 550の中に収まっている。一方，竪穴住居
跡2号は，センダン(試料番号1)がcalAD240 ～ 380，
アカガシ亜属(試料番号6)がcalAD260 ～ 500，ハイノ
キ節(試料番号7)がcalAD240 ～ 340，広葉樹(試料番
号8)がcalBC170 ～ 50と，試料により値がばらつく傾
向が得られた。
ɹ各種類の材質をみると，アカガシ亜属，リンボク，ナ
シ亜科，センダン，エゴノキ属，ハイノキ節は，比較的
重硬で強度が高い。クスノキ科には多くの種類が含まれ
ており，やや重硬な種類から比較的軽軟な種類まで材質
に幅がある。イネ科も草本から木質化するタケ亜科まで
含まれ，材質には幅がある。
ɹ遺構別にみると，竪穴住居跡1号では，リンボク，ア
カガシ亜属，クスノキ科，ナシ亜科が認められ，少なく
とも4種類が存在したことが推定される。リンボクを中
心に比較的重硬な材質の種類が多いことから，強度の高
い木材を利用したことを反映している可能性がある。
ɹ竪穴住居跡2号は，年代測定結果を参考にすれば，竪
穴住居跡1号よりも古い時期の住居跡と考えられる。出
土した炭化材のうち，試料番号1は建築部材と考えられ
ている。この炭化材はセンダンに同定され，比較的強度
の高い木材を建築部材として利用したことが推定され
る。残る埋土内炭化物は，アカガシ亜属，エゴノキ属，
ハイノキ節，イネ科が認められる。比較的強度の高い広
葉樹材が認められる点は，建築部材と同様の傾向であ
る。なお，イネ科については，材質から屋根を葺く萱材
等の一部に由来する可能性がある。
ɹ一方，出土炭化種実は，栽培種のイネ，コムギと，落
葉つる性木本のブドウ属に同定された。竪穴住居跡2号
より出土した短粒・極小型のイネや，1号住居跡より出
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土したイネ?，コムギは，当時利用された植物質食糧と
示唆され，火を受け炭化したとみなされる。栽培種を除
いた分類群は，竪穴住居跡2号より出土したブドウ属は，
林縁などの明るく開けた場所を好んで生育する落葉籐本
である。周辺の森林の林縁等に生育していたと考えら
れ，本地域に分布するエビヅル，サンカクヅル，アマヅ
ルのいずれかに由来する可能性がある。また，ブドウ属
は果実が食用可能である。出土種子に人間の利用痕跡は
認められないが，上述の栽培種とともに利用された可能
性は充分に考えられる。
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図版2　炭化種実
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1 . イネ 胚乳(試料番号7) 2 . イネ 胚乳?(1号住居内埋土)
3 . コムギ 胚乳(1号住居内埋土) 4 . ブドウ属 種子(試料番号6)
5 . 不明(種実?)(試料番号7) 6 . 不明(種実?)(試料番号7)
7 . 不明(種実?)(試料番号5)
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第５章　総括

第１節　縄文時代早期の液状化（噴砂跡）について
ɹ液状化に伴う噴砂跡は，第３章第２節で記したよう
に，Ⅶ層（幸屋軽石）以下のローム層の液状化に伴う噴
砂と判断される幅約20㎝の砂脈が貫き， Ⅳ層（アカホヤ
火山灰）とⅦ層の間にシラス（入戸火砕流）の二次堆積
物が堆積をなしているものである。
ɹ砂脈は， 主として細粒の軽石及び粗粒のガラス質の火
山灰からなり， 径が５㎝程度の白色・明灰色の軽石が見
られ，約7,300 年前に鬼界カルデラ噴出時に堆積したと
考えられるⅣ層とⅦ層の間に20cm ～ 30cmの厚さで挟
まれていた。Ⅴ・Ⅵ層（噴砂層）の直下のⅦ層は，径0.5 
㎜程度の淡黄色軽石などからなる厚さ10cmの降下軽石
層であり，上部には，径１㎝程度の火山豆石が多く含ま
れていた。Ⅴ層の直上には，オレンジ色を呈した粗粒ガ
ラス質火山灰Ⅳ層が厚さ20cm ～ 40cmにわたって堆積
している。
ɹ遺跡周辺での液状化現象（噴砂跡）としては，「鹿児島
県肝属郡の沖積平野に臨むシラス台地において，液状化
の跡が数か所発見された。この液状化は，大半が二次シ
ラス層から発生しており，断面幅十数㎝の砂脈状になっ
て噴出している。二次シラスの液状化の形態は，上部は
大半がアカホヤ下面もしくは内部に達しているが，アカ
ホヤ下位のローム層で停止したものもある。」（岡林・安
福・兵動・成尾1996）と報告されている。それを裏付け
るように，近年の発掘調査においても，鹿屋市串良町細
山田の川久保遺跡，大崎町永吉の永吉天神段遺跡，大崎
町井俣の平良上Ｃ遺跡などシラス台地の縁辺部でも河川
に近い低地部において，液状化に伴う噴砂跡が確認され
ている。いずれの遺跡も，幸屋降下軽石の直上に二次シ
ラスの堆積層が見られ，鬼界カルデラの噴火に伴う地震
による液状化現象の可能性が高いと判断される。

第２節　縄文時代早期について
ɹ遺構は，集石３基が検出された。
ɹ遺物は，早期後半の塞ノ神式土器・苦浜式土器が多く
出土し，石器は石鏃・石匙等が出土している。
１　遺構
ɹ集石３基，共通する特徴は乏しい。集石１号は，礫の
多くが10㎝弱のものがほとんどで，構成礫数は３基の
中では多い方で78個であった。それらの礫は，長軸
65㎝，短軸60㎝の範囲に集中し，深さ20㎝程の掘り込
みが確認された。集石２号は，礫の大きさがまばらで大
きい物で17㎝，小さいもので４㎝程，数も16個と少な
く，掘り込みは確認できなかった。集石１号と２号は

Ｉ-５区で検出され，２基間の距離は８ｍ程であった。
ɹ集石３号は，礫数は88個，大きさは10㎝弱のものが
ほとんどであった。それらの礫は，長軸210㎝，短軸
90㎝の範囲に広がり，掘り込みは確認できなかった。
２　遺物
ɹ出土した土器は小片が多くその総数は3,000点を超え
る。完形となるものはなく，縄文時代早期に比定される
土器の型式は多岐に渡るため，９つに分類した。それら
を既存の型式に比定させると以下のとおりである。
ɹⅠ類：前平式土器　河口貞徳氏によって提唱された鹿
児島市前平遺跡出土の土器を指標とするもの
ɹⅡ類：加栗山式土器  鹿児島市加栗山遺跡出土の土器
を指標とするもの
ɹⅢ類：下剥峯式土器  新東晃一氏によって提唱された
西之表市下剥峯遺跡出土の土器を指標とするもの
ɹⅣ類：桑ノ丸式土器  新東晃一氏によって提唱された
溝辺町桑ノ丸遺跡出土の土器を指標とするもの
ɹⅤ類：天道ヶ尾・妙見式土器　西住欣一郎氏によって
提唱された人吉市天道ヶ尾遺跡出土の土器を指標とする
もの及び吉本正典氏よって提唱されたえびの市妙見遺跡
出土の土器を指標とするもの
ɹⅥ類：塞ノ神Aa・Ab式土器  河口貞徳氏によって提
唱された菱刈町塞ノ神遺跡出土の土器を指標とするもの
ɹⅦ類：塞ノ神Bd式土器  河口貞徳氏によって提唱さ
れた菱刈町塞ノ神遺跡出土の土器を指標とするもの
ɹⅧ類：苦浜式  中種子町苦浜貝塚出土の土器を指標と
するもの
ɹⅨ類：その他の型式・土製品
ɹさらに出土の多くを占めるⅦ類は細分類し部位・形状
で５つに分けて整理した。
ɹ特筆すべきものとして，Ⅶ-②類の42・59・60が挙げ
られる。確認できる特徴がこれまでの出土例と比べると
やや異なるもので，施文や内面調整等は多くの塞ノ神
Bd式土器と同様の特徴を有するが，これらは口縁部か
ら頸部にかけて長い特徴があるものと考えられる。頸部
が残存する59は長さ15cmを測り，やや開く形状を呈し
ている。
ɹ出土した石器等は，チップ・フレイクも含め392点で
あった。そのうち，石鏃８点，スクレイパー２点，楔形
石器５点，二次加工剥片６点，石斧１点，石匙１点，石
核１点，砥石１点の計25点を掲載した。石材は多岐に
渡る中，掲載した25点のうち13点は姫島産と考えられ
る黒曜石が占めた。
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３　検出・出土状況から
ɹ検出された集石遺構の３基に対して遺物の出土量が特
に多いわけではないが，土器の破片が多く，その破片自
体の土器型式が多岐に渡る。前平式から苦浜式土器ま
で，各型式が連続しているが，第１地点は谷部に面する
傾斜地に位置し，定住生活の場とは考えにくい。第１地
点と比高差10 ｍの台地の縁辺部である第２地点からは，
さらに多くの集石遺構と遺物が出土していることに加
え，P.24の「図11　縄文時代早期遺物出土状況」におい
て地形及び土器型式毎に見た分布の状況・広がりの分析
から，第１地点の遺物の多くは，流れ込みの可能性が高
いと考える。
ɹ今後の整理作業において，第２地点の遺物を整理・分
類等が行われる中で，関係性が明らかになりその性格が
分かってくるものと考える。
ɹ
第３節　古墳時代について
ɹ第１地点の中心となる時代である。
ɹ竪穴住居跡２軒が検出され，住居跡埋土及び包含層中
からは成川式の土器が出土した。古墳時代後期の笹貫段
階の時期が主であると考えられる。
１　遺構
ɹ縄文時代早期でも触れたが，第１地点は谷部に面する
傾斜地に位置する。古墳時代の竪穴住居跡の立地として
は独特と言える。地形について，P.24の「第11図　縄文
時代早期遺物出土状況」とP.56の「第52図　古墳時代遺
物出土状況」を比べると，高低差が２mほどあるが若干
傾斜が緩やかになっていることが分かる。
୦݀ॅډ跡̍߸
ɹ竪穴住居跡１号は2.8m×2.5ｍのほぼ方形で深さは検
出面から深いところで80cm程である。立地を検出面で
見ると調査区の中でも傾斜がきついところで,掘り込み
の端と端では60cmの差が生じる。本来の掘り込み面が
だいぶ上部であったとしても，周りの地形から考えるに
傾斜地であったものと想像ができ, 地形に沿って建てら
れたものと考えられる。住居内には古墳時代の成川式土
器の完形土器（平底・丸底の甕，坩，高坏，鉢等）が10
点程床面直上で出土している。
ɹ他，被熱した礫・軽石が数点が土器と共に床面直上で
出土している。並んで出土してはいないものの，丸底の
甕の出土から軽石は支脚と使用されていた可能性も考え
られる。
୦݀ॅډ跡̎߸
ɹ竪穴住居跡２号は，調査区の境で検出され南西部が未
調査となるが，５m×５ｍの規模になると考えられる。
黒色土内での掘り下げで検出がⅡe層上面となったが，
西側の土層断面においてⅡc層からの掘り込みが確認で
きた。壁に沿って巡る壁帯溝と，それに平行するように

内側に巡る溝から，住居内に間仕切りがなされた壁立住
居の可能性が想定される。床面の高低差がほとんどない
ことから，建て直しや拡張の可能性は低い。ピットは６
基検出されているが，主柱と判断した２基とその他の形
状の差は大きい。P１からP４は径が大きいもので
30cm程で，中央南北で並び内側の溝に添うP５とP６
は径がが小さく深い。この状況から，P５とP６を主柱
とする二本柱の住居跡であったと考えられる。遺物は少
なく，古墳時代の成川式土器の壺，坩，石器等が10点
程床面直上で出土している。さらに埋土から炭化材が多
く出土し，土器と同様床面直上で板材と思われる大きな
炭化材が出土している。部材と思われるその炭化物の樹
種同定の結果はセンダンであった（試料番号１P.68 ～
P.75参照）。
ɹ竪穴住居跡２号は焼失家屋であるが，少ない遺物と多
く炭化物の出土からは，不注意による焼失よりも故意の
焼失の可能性が高いものと考える。さらに埋土の堆積状
況は，遺物及び炭化物の検出面から上層の２層はほぼ水
平で，埋め戻しが行われた可能性も考えられる（P.53第
48図　参照）。
ɹ竪穴住居跡２号のような溝を伴う住居跡の発見例は乏
しく，時代が違うが加栗山遺跡（鹿児島市川上町）の縄
文時代早期の住居跡Ⅹ号が類例としてあげられるだろ
う。壁側の一周する壁溝とそれと平行する溝を有すると
ころは酷似しているが，この住居跡は壁溝や溝内にも壁
柱や柱穴が検出されていることからして，建て直しや拡
張の可能性が高い。いずれにしても，今後の発掘の成果
から類例が見いだされることを望む。

２　遺物
୦݀ॅډ跡̍߸಺遺෺
ɹ144 ～ 146は内外面の輪積み痕が顕著で平底の底面に
木葉痕が残る甕である。144・145はバケツ形，146は口
縁部がやや内湾する形状であるが，144 ～ 146の３個体
は器面調整，突帯の刻み目など共通点が多く，宮崎平野
地域や志布志湾北岸域で見られる甕の作成技法の特徴を
有しているものと考える。146の口縁部の形状からこれ
らは笹貫段階のものと考える。
�  144は付着炭化物のAMS測定を行った（測定番号
IAAA-12709 P.65 ～ 67参照）。
ɹ147は破片であるが，口縁部がやや内湾する形状と考
えられ，笹貫段階のものと考える。形状が146と近いが，
器面調整は丁寧である。
ɹ148 ～ 150の内外面の輪積み痕が顕著な丸底の甕であ
る。148・150は胴部が直線的に立ち上がり，頸部から
口縁部にかけてＳ字状に屈曲して外反する。149は頸部
の屈曲が緩やかである。型式は笹貫段階のものと考え
る。
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�  149は付着炭化物のAMS測定を行った（測定番号
IAAA-12710 P.65 ～ 67参照）。
�  151は小型丸底壺，又は坩である。中村編年（中村
1987）では坩３型式で笹貫段階，柳田編年（柳田1991）
ではⅡc期になるものと考える。
ɹ153は脚部が欠損している高坏である。坏部中位で屈
曲し口縁部は外反する。中村編年では高坏２型式で中津
野段階，柳田編年ではⅡa期になるものと考える。
ɹ出土遺物について，甕は笹貫タイプに位置付けられる
が，高坏については，古い段階のものが混入した可能性
もある。笹貫式の時代には，薩摩半島から鹿児島湾岸部
では椀形の小形化した高坏が使用されるが，肝属平野部
では大型の外反口縁部が残る傾向にあり，都城市星原遺
跡などでは，古墳時代中期の段階でバケツ型の甕と外反
口縁の高坏がセットとなって住居跡から出土する例がみ
られ，遺構の時期は古墳時代中期である可能性が指摘さ
れる註1。
ɹまた，竪穴住居跡１号出土の甕のうち，突帯を有しな
い２個体（掲載番号148・150）は宮崎系のものと言える。
今塩屋・松永編年（今塩屋・松永2002）では４・５期
(古墳時代中期）付近に相当すると考えられる。突帯を
有する甕（掲載番号144 ～ 146）も，宮崎地域の影響が
見られるものであり，薩摩半島の成川式土器の型式の中
へ，単純に位置づけることはできない註２。

୦݀ॅډ跡̎߸಺遺෺
�  164・165は同一個体の壺と考えられる。中村編年（中
村1987）では坩３型式で笹貫段階，柳田編年（柳田
1991）ではⅡc期になるものと考える。竪穴住居跡１号
151と型式としては近いと考える。
ɹ166 ～ 169は小型丸底壺，又は坩と考えられる。これ
らは，中村編年では坩２型式で笹貫段階，柳田編年では
Ⅱa期になるものと考える。
�  171は高坏の脚部である。中村編年では高坏３型式で
辻堂原段階から笹貫段階，柳田編年（柳田1991）ではⅡ
b期の範疇と考える。
ɹ175は残存長が21cm，幅９cm，厚さ７cm，２面利
用の砥石である。石材は砂岩で，鋭利な刃物等の研ぎに
も利用されていたと考えられる。
ɹ竪穴住居跡２号の遺物の出土は，焼失家屋が故に少な
いと言える。その少ない遺物は竪穴住居跡１号より時期
的に古く，それらの遺物から判断すると住居の時期も同
様に古い可能性が考えられ，検出された炭化物のAMS
測定結果とも整合的と言える（測定番号IAAA-12708 
P.65 ～ 67及び試料番号１P.68 ～ P.75参照）。
แؚ૚遺෺ʹ͍ͭͯ
�  176 ～ 186は笹貫段階の甕で，すべて破片である。
176・177は胴部から直線的に立ち上がる甕，180 ～ 183

は頸部の屈曲の見られる丸底の甕で，180は輪積み痕が
残り，竪穴住居跡１号の甕と製法が似ている。
ɹ187は完形品で笹貫段階の壺である。188・189も187
と同型式と考えられ，突帯も施されるが，刻み目の特徴
は異なる。
ɹ196は小型丸底壺，又は坩であるが，中村編年では坩
２型式で東原段階と考える。
ɹ高坏が多く出土しているが完形となるものはない。坏
部を型式で分類すると，200 ～ 203は中村編年では高坏
２型式，204 ～ 208は中村編年では高坏３型式，柳田編
年では200 ～ 208はⅡa期の範疇と考える。脚部を型式
で 分 類 す る と，210 ～ 217は 柳 田 編 年 で は Ⅱa期，
218 ～ 220は柳田編年ではⅡb期に相当し，中村編年で
は210 ～ 220は高坏２・３型式の範疇と考える。221は
透かしをもつことから，中村編年では高坏１・２型式に
相当すると考える。
ɹ223は柳田編年ではⅡb期に相当する有段の鉢，又は
坏と考える。
ɹ239はTK208型式に比定できる須恵器の𤭯で，５世紀
末に位置づけられる。
ɹ208・209の高坏，222の小型の器台では，暗紋が施さ
れている。

３　検出・出土状況から
ɹ竪穴住居跡１号出土の平底を呈し，木葉痕の残る甕，
合わせて輪積み痕の残る甕は，荒園遺跡の所在する大崎
町近辺では，志布志市の宮脇遺跡・安良遺跡・仕明遺跡
において確認されている。竪穴住居跡１号は146・147
の型式から笹貫段階を想定しているが，153の高坏を含
め遺構内のほぼ全ての遺物が床面直上で出土しているこ
とから先後関係に特徴を有する。包含層遺物となる
200 ～ 220の高坏,さらに239の須恵器の𤭯（TK208型式
に比定）の出土は，古相に位置づけられる土師器や須恵
器との認識で，それらの併存・共伴を検証する必要があ
る。
ɹここで，類似する例として稲荷迫遺跡と安良遺跡の資
料を提示する（P.79の「図58　検討資料」）。
ɹ稲荷迫遺跡１号住居出土の895はMT15型式に比定で
きる須恵器坏蓋である。４号住居出土の928は柳田編年
ではⅡb期相当の高坏と考えられる。
ɹ安良遺跡竪穴建物跡１･２号出土の48･49はTK10・
TK209型式に比定できる須恵器坏身，50はTK209 ～
TK217型 式 に 比 定 で き る 須 恵 器 無 蓋 高 坏，51は
TK209 ～ TK217型式に比定できる須恵器長脚二段透か
し の 高 坏 脚 部 で あ る。 包 含 層 出 土 の138･140は
TK209 ～ TK217型式に比定できる須恵器坏蓋，141は
TK209 ～ TK217型式に比定できる須恵器坏身である。
ɹ須恵器を基準として遺跡単位で３遺跡の資料を時間的
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に比較すると，「荒園遺跡 → 稲荷迫遺跡 → 安良遺跡」
となるものと考えられる。
ɹ志布志湾北岸域の様相について，相美伊久雄氏が次の
ような見解を示している（相美2014）。木葉痕を有する
成川式土器について「木葉痕は，脚台が主体となる志布
志湾南西岸域ではほとんど認めらず，志布志湾北岸域・
都城盆地・宮崎平野地域は類似した様相を示す。ただ
し，志布志湾北岸域は脚台も残存することから，南九州
的特徴を残す。」「木葉痕は６世紀末～７世紀初頭に出現
し，木葉痕の存在は志布志湾北岸域における笹貫式土器
新段階の甕型土器の特徴の一つである。」と，底部の平
底化と合わせて「志布志湾北岸域では遅くとも，６世紀
中頃には認められるようであり，６世紀後半以降は平底
化する宮崎平野地域よりも先行する。宮崎平野地域の平
底化は志布志湾北岸域や都城盆地など南九州縁域の影響
を受けた可能性，さらに木葉痕を残す技法も志布志湾北
岸域で出現し，都城盆地や宮崎平野地域に広がった可能
性も想定できる。」との見解を示している。
ɹ荒園遺跡第１地点も，稲荷迫遺跡と安良遺跡と同様に
志布志湾北岸域の様相を呈しているものと考えられる。
ɹ荒園遺跡第１地点の古墳時代の資料は，志布志湾北岸
域の様相，さらに成川式土器の特に甕の古段階と新段階
の画期を探る上での貴重な資料となり得るもので，今後
の発掘による資料の増加を待っての再検討が必要となる
ものと考える。

ம
１ɹ竪穴住居跡１号ͷग़౔Ҩ物ʹ͍ͭͯɼൃ۷ௐࠪ࣌ʹࣛ

ڭޚΑΓࢯࢠηϯλʔ௕ͷதଜ௚ࡒౡେֶຒଂจԽࣇ
ࣔΛ͍͍ͨͩͨɻ

２ɹ੔ཧࣇࣛʹ࣌ۀ࡞ౡࡍࠃେֶڭतͷେ੢ஐ࿨ࢯΑΓޚ
Λ͍͍ͨͩͨɻࣔڭ

Ҿ༻ɾߟࢀจݙ
Ҩ跡ʱࣛࢁਆϊ໦・ࢁ܀ҭҕһձɹ1981ʰՃڭݝౡࣇࣛ ࣇ

ౡཱݝຒଂจԽࡒηϯλʔൃ۷ௐࠪใࠂॻʢ16ʣ�۝भ
ॎ؏ࣗಈंಓؔ܎ຒଂจԽࡒௐࠪใࠂᶛ

ʢ２ʣɦ܈Ҩ跡ࢁ֯ࡾҭҕһձɹ2004ʰڭݝౡࣇࣛ ݝౡࣇࣛ
ཱຒଂจԽࡒηϯλʔൃ۷ௐࠪใࠂॻʢ63ʣ

ҭҕһձɹ2012�hڭݝౡࣇࣛ ҴՙഭҨ跡ʱࣛ ຒଂཱݝౡࣇ
จԽࡒηϯλʔൃ۷ௐࠪใࠂॻʢ169ʣ

ஂࡒڵจԽৼݝౡࣇ๏ਓࣛஂࡒҭҕһձɹެӹڭݝౡࣇࣛ
ຒଂจԽࡒௐࠪηϯλʔɹ2015ʰӬ٢ఱਆஈҨ跡ɹୈ
１஍఺ʱެ ӹஂࡒ๏ਓࣛࣇౡݝจԽৼஂࡒڵຒଂจԽ
ॻʢ̔ʣࠂௐࠪηϯλʔൃ۷ௐࠪใࡒ

ҭҕһձɹ2012ʰ҆ྑҨ跡ڭࢢࢤ෍ࢤݝౡࣇࣛ ɦࢤ෍ࢢࢤ
ຒଂจԽ۷ൃࡒௐࠪใࠂॻʢ̓ʣ

۝भલํޙԁ෿ڀݚձɹୈ̑ձ۝भલํޙԁ෿ڀݚձൃද
ཁࢿࢫྉɹ2002ʰݹ෿࣌୅தظޙ・ظͷ౔ثࢣʵͦͷ
ฤ೥ͱ஍Ҭੑʵʱ
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தଜ௚ࢠɹ2002ʮࡵຎ・େ۱ʯh ࢣͷ౔ظޙ・୅த࣌෿ݹ
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ձൃදཁࢿࢫྉ

தଜ௚ࢠɹ2009ʮ̓・̔ੈلͷ੒઒ࣜ౔ثʯhೆ۝भೄจ௨
৴ʱ20号

தଜ௚ࢠɹ2015ʮ੒઒ࣜ౔ثͷ࣌୅ʯࣛ ڀݚ߹ౡେֶ૯ࣇ
ത物ؗୈ15ճಛผల�ʮ੒઒ࣜ౔ͯͬثͳΜͩʁ ôࣛେ
ΩϟϯύεͷҨ跡͔Βग़౔͢Δ౔ثôʯలࣔղઆࢿྉɹ

੒ඌӳਔɹ2006ʮେ஍਒ͷূڌɹҨ跡ʹݱΕͨӷঢ়Խ跡ʯ
ʮhେՏʯୈ̔号ʱ

দӬ޾णɹ2001ʮ࡚ٶฏ໺෦ʹ͓͚Δ໻ੜ࣌୅ޙظޙ༿ʙ
ݹߟ࡚ٶฤ೥ʯhثͷ౔ظ୅த࣌෿ݹ ୈɦ17号

ೆछࢠொڭҭҕһձɹ1993ʰԣ็Ҩ跡ʱೆ छࢠொຒଂจԽ
ॻʢ̐ʣࠂ۷ௐࠪใൃࡒ

ീ໦ᖒҰ࿠ɹ2008ʮฏᑄࣜ・࠹ϊਆࣜ౔ثʯh૯ཡɹೄจ౔
ث ɹɦΞϜ・ϓϩϞʔγϣϯ

༄ా߁༤ɹ1991ʮ２�۝भʯh ɹ౔רɹୈ̒ڀݚ୅ͷ࣌෿ݹ
ʱثܙͱਢثࢣ
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